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　流れるような銀ぎん糸しと宝石アメジスト。そんな極ごく上じようの素材の取り合わせにぼうっと見入っていると、その人が朗ほがらかに笑った。

『あなたがカティア？　私はエドウィナよ。よろしくね！』

　ハッとなってカティアは慌あわてて頭を下げる。

『カ、カティア・ブレアです。よろしくお願いします。エドウィナ先生』

『そんなにかしこまらなくていいのよ。歳としだってあまり違わないんだから。もっと気楽にいきましょう？』

『は、はい！』




　──カティアにとって、その人は師であり保護者であり、そして姉のように大切に思っていた人だった。




『カティア。どうか殿でん下かと幸せになってね。そして今日この日この時をもって私のことは忘れなさい。あなたは何も知らなかった。いいわね？』

　紫むらさき色いろの瞳ひとみに決然とした光を浮かべて、その人は微笑ほほえむ。

　カティアは否いなとは言えなかった。彼女の思いを知っていたから。

　その人は自分が何をしようとしているか分かっていた。自分の身にこの先何が待っているかも知っていた。

　それでも断だん行こうしたのだ。己おのれの信念のために。

　──そしてカティアは何もできなかった。何もしてあげられなかった。あの時も、彼女が捕つかまりその命を絶たたれた時も。

　その後こう悔かいを、カティアは生しよう涯がい忘れることはないだろう。
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「先生……」

　自分の呟つぶやきにふと目を開けると、長年カティアに付つき添そってくれている初しよ老ろうの侍じ女じよが心配そうに覗のぞき込んでいた。目が合うと、侍女はホッと安あん堵どの笑みを漏もらす。

「カティア様。目を覚まされたのですね。よかった。ひどくうなされていましたよ」

「うなされていた？　あら、夢見が悪かったのかしら？」

「覚えておられないのですか？」

　侍女は聞きながらカティアが上半身を起こすのを支える。柔やわらかな枕まくらに背中を預けてカティアは苦笑した。

「年を取ったからかしら。夢は見ていたはずなんだけど、内容をさっぱり覚えてなくて」

「年を取らなくても、夢なんてそんなものですわ」

「そうね」

　ベッドサイドテーブルに用意した薬やく湯とうを手渡しながら侍女が微笑む。

「それにしても、顔色もいいですし、体調もだいぶ回復されたようなので安心いたしました」

　薬湯を手にカティアは肩をすくめた。

「少し体調を崩くずしただけなのに、お医者様が大げさなのよ。でも、ようやく面会が解かい禁きんになってホッとしたわ」

「ホッとしたのは皆様も同じですわ。両陛へい下かやエーヴェルト様、システィーナ様もカティア様を心配なさって何度も様子を見においででしたもの」

　孫や曾ひ孫まごの名前を聞いてカティアは穏おだやかな笑みを浮かべる。

「あの子たちにも心配をかけてしまったわね」

「公こう務むの都つ合ごうがつき次し第だい会いに来てくださるそうですよ。その時のために少しでも体力をつけないといけませんね」

「そうね」

　侍女が食事の用意をするために席を外はずすと、カティアはふぅっと息を吐はく。その顔に先ほど侍女に向けていた笑みはなかった。

　覚えていないと言ったのは噓うそだ。カティアは夢の内容をよく覚えていた。

「先生……」

　カティアが夢の中で見ていたのは遠い過去の記き憶おくだった。懐なつかしさと悲しみに満ちたあの輝かがやかしい日々。それが最近になって頻ひん繁ぱんに夢の中に現れるようになった。

　……まるであの時の後悔を忘れるなと念を押しているかのように。

「夢にまで現れずとも、この長き生せいの中で忘れたことなど一日だってないのに」

　苦笑するとカティアはそっと目を閉じた。

　夢を見るようになった原因は分かっている。ついひと月ほど前に開かれた舞ぶ踏とう会かいで、過去のことを思い出さずにはいられないものを見てしまったからだ。

　舞踏会で曾孫と踊おどる謎なぞの女性。その姿にどうしても彼らを重ねずにはいられなかった。

「先生……アーネル殿下……」

　微笑みを交かわし合いながら踊る二人は、過去にカティアがこうなってほしいと願った通りの姿で、切なさと後悔に胸が締しめつけられた。

　……ほんの少し何かが違っていたら。

　……二人のためにカティアが何かできていたら。

　きっとあんなふうに笑い合う彼らを見ることができただろうに。

　けれど全ては遠い昔に崩れ去ってしまった。過去は変えられず、残るのは自じ責せきの念ねんばかり。

　カティアは自分の無力さに後悔したまま死ぬことになるだろう。

　……それが与えられた罰ばつなのだと、夢で言われているような気がした。




　──すべては過去に終わってしまったこと。




　だが、その考えが間違っていたことを、カティアはすぐに知ることになる。










[image: ]




　フォルシア国の城の廊ろう下かを十歳くらいの女の子が進んでいく。彼女が手に抱かかえているのはシーツなどのリネン類だ。

「フィランお嬢じようちゃんじゃないか。お、そうか、シーツの交換日だな」

　ちょうど向こうからやってきた顔見知りの兵士がすれ違いざまに声をかける。フィランと呼ばれた少女は律りち儀ぎに立ち止まると大きく頷うなずいた。

「ええ。これを洗せん濯たく室しつに持って行くところなんです」

「そうか、手伝おうか？」

　にっこりと笑いながら少女は首を横に振る。

「ありがとうございます。でも大丈夫ですよ！　見た目ほど重くはないし、洗濯室はすぐそこですから」

「そうか、気をつけてな」

「はーい！」

　そんな言葉を交かわすと少女は再び歩き出した。

　城でフィランと名乗っている少女の本当の名前はリーフィア・ウェインティン。ウェインティン伯はく爵しやく家けの長女で、システィーナ王女のお声がかりで侍じ女じよ見習いとして勤つとめている。

　しばらくしてリーフィアが到着した場所は、一階にある「洗濯室」と大きなプレートが取り付けられた部屋の前だった。

「すみません！　五班です。洗濯お願いします！」

　言いながらシーツを両手に持ったまま肩で扉とびらを押す。扉は簡単に内側に開いた。運うん搬ぱん物ぶつが多いため、押しても引いても開くようになっている扉なのだ。

　中に入るととたんに水と石せつ鹼けんの匂においが鼻をくすぐる。手前の物置き場に立っていた恰かつ幅ぷくの良い女性がすぐにリーフィアに気付いて声をかけてきた。

「フィランお嬢ちゃんじゃないか。今日はお嬢ちゃんたちの曜日かい」

「はい。お願いします」

　言いながらリーフィアは近くにあった竹の大きな籠かごにシーツを入れた。

　ここは城中の洗濯物を洗うための部屋だ。カーテンで仕切られた奥には水路を引き入れた洗い場があり、そこで大勢の洗濯専門の使用人たちが働き、庭の一いつ画かくに干ほしては回収するという作業を毎日のように繰くり返している。

　城で住み込みで働いている人間は上級使用人や下級使用人まで含めると相当の数になるので、それだけの洗い物を無む秩ちつ序じよに出されたら、いくら人ひと手でがあっても足りない。

　そこで人員を七つの班に分け、週に一度決められた曜日に洗濯物を出し、新しいものに交換できるようになっているのだ。今日はリーフィアたちが割り振られた五班が洗濯物を出せる日だった。

　だいたいは自分の勤きん務む時間に合わせて、仕事に行く前や後に出していくが、リーフィアは子どものため休きゆう憩けい時間が多く、かなり融ゆう通ずうが利きくので必然的に侍女仲間に頼まれて彼女たちの分まで洗濯物を出しに行くことが多い。

　おかげですっかり洗濯室で働いている使用人たちと顔見知りになっている。

「今日はいつもより洗濯物が多いね」

　リーフィアに声をかけてきたのは監かん督とくする洗濯室長の女性だった。

「バザーの準備が忙しくなってきて、みんな暇ひまを惜おしんで作業しているんです。私、あまり手伝えることがないので、せめてこれくらいはと思って」

　洗濯室長の女性は「ああ」と頷いた。

「そういえばあと二ヵ月だものね、バザーまで」

　一年に一度、この城では王おう妃ひ主しゆ催さいのバザーが行われている。貴き族ぞくたちがこぞって押しかけるというその催もよおしのために、リーフィアの主あるじであるシスティーナは一年近くも前から少しずつ準備を進めてきたのだが、開かい催さいまであと二ヵ月と迫り、いよいよ佳か境きように入ってきたのだ。

　今システィーナの部屋や侍女の控ひかえ室では、手のあいた者がせっせとコサージュ作りをしていることだろう。

「あ、声がすると思ったらやっぱりフィランお嬢様！」

　カーテンが揺ゆれ、奥の作業場から若い洗濯女中の一人が顔を出す。年は二は十た歳ち前後だろうか。頭ず巾きんをかぶり、大きなエプロンを身につけている。

「ちょうどよかった！　顔を合わせることがあったら聞きたいと思っていたんです！　フィランお嬢様はエーヴェルト殿でん下かの恋人で、ガジス国の人たちの前でキスをしたって本当ですか？　しかも交こう際さい宣言したって本当ですか？」

　まくしたてるように尋たずねられ、リーフィアは仰ぎよう天てんする。その勢いきおいもさることながら、言われた内容が問題だ。

「エルフィン王女様を諦あきらめさせるための芝しば居いだと言う人と、やっぱり殿下は小さい女の子が好きなんだという意見の人もいて、真しん相そうはどっちなんだか気になってるんです！」

「え、えっと、それは……」

　困った、とリーフィアは思った。否定したいところだが、キスされたのは事実で、大おお勢ぜい目もく撃げき者しやがいる以上誤ご魔ま化かすことができないのだ。

　といっても、リーフィアとエーヴェルトが恋人という事実は断じてない。これだけは声を大にして否定したい。

「こら、なんだい、不ぶ躾しつけな！　お嬢ちゃん困ってるじゃないか！」

　見かねたらしい洗濯室長が女じよ中ちゆうの頭を叩たたく。本気で叩いたわけではないようだが、それでもかなり痛かったらしい。頭を押さえて訴うつたえる。

「し、室長！　痛いです！」

「ほら、よけいなこと言ってないで仕事に戻りな！　まだまだ洗濯物は山ほどあるんだよ！」

　言いながら洗濯室長は近くにあった洗濯物が詰つまった籠を手に取って、その女中に押しつけると、作業場へ追い立てた。

「ええ、そんなぁ！」

「さっさと仕事しな！」

「うう。はぁい」

　上司にぐいぐいと押しやられ、さすがの彼女も諦めたようだ。すごすごと戻っていく。と思いきや、カーテンの向こうに消える直前にリーフィアを振り返って声を張り上げた。

「今度会った時に教えてくださいね、フィランお嬢様！」

「リンディ！　さっさと行きなさい！」

「はいぃぃ！」

　洗濯室長にしかりつけられ、リンディという名前らしい娘はさっと姿を消した。

「ごめんよ、お嬢ちゃん、騒さわがしくて。私ら平民出身だから遠えん慮りよなくてね。嫌いやならビシっと言ってくれていいんだよ」

　リーフィアのところに戻りながら洗濯室長がすまなそうに言う。

　重労働である洗濯女中をするのはほぼ例外なく平民出身者だ。子どもであっても貴族出身のリーフィアに対して「お嬢様」と呼んでいるのは身分差があるからで、本来なら気軽に口を利ける相手ではない。おそらく他国の人間が見たらびっくりするだろう。

　けれど他の国に比べて平民と貴族の垣かき根ねが低いこの国ではあちこちで見られる光景だった。

「いいえ。気にしてませんから」

　苦笑しながらリーフィアは首を横に振った。そんなことを気にしていたらこの城の中で働いてなどいられない。

「そうかい。すまないね。あとでちゃんと注意しておくからね。ところで……」

　洗濯室長はかがみ込むと、小さな声でこそっと尋ねた。

「あの噂うわさ、本当のところはどうなんだい？」

「あ、あははは……」

　リーフィアは乾いた笑いを浮かべた。




　──一ヵ月前まで、この城にはガジス国の親しん善ぜん大たい使しとしてシャルル王子と、姉姫のエルフィン王女が来訪していた。

　滞たい在ざい中、色々騒そう動どうや事件があったものの、何とか日程を終えた彼らが帰国するという日、大勢が見送っていた中でそれは起こった。なんとエーヴェルトがリーフィアを最愛の人だと公こう言げんし、みんなの前でキスまでしたのだ！

　これには当のリーフィアばかりか周囲も仰天した。大騒ぎになった。エーヴェルトに実は幼よう女じよ趣しゆ味みがあったのかと。

　けれどその後そのことについて大問題にならなかったのは、あの洗濯女中が言っていたように、訳あってエーヴェルトはそういう行動に出たのだろうという意見が大半を占しめたからだ。

　それには十分な根こん拠きよがあった。

　エルフィン王女が親善使節団としてシャルル王子に付つき添そってやってくることになったのは、まだ幼おさない弟王子を補ほ佐さするためという名めい目もくだったが、思いを寄せるエーヴェルトに会いに来たのだということは誰の目にも明らかだった。彼女がその思いを少しも隠かくさなかったからだ。

　だが、エルフィン王女には幼い頃から決められた婚約者がいるし、婚約者がいなかったとしてもエーヴェルトに応おうじる気はない。

　だからエーヴェルトはエルフィン王女が諦めて婚こん約やく者しやに目を向けてくれるように、自分はまだ十歳の子どもである「フィラン」を偏へん愛あいする異い常じよう者しやだと思わせたのだろう──そう人々は考えたのだ。……単に自分の国の王太子が幼児性愛病者ロリコンだと思いたくないという願望も交まじっているのかもしれないが。

　とにかく、城内ではいったんあのキスも「最愛の人」宣言も、エルフィン王女の思いを断ち切るための芝居だったという考えに落ち着いたのだ。

　でもやっぱりこうしてエーヴェルトは幼児性愛病者ロリコンだという話が陰かげで囁ささやかれているのは、当の本人が相変わらずリーフィアを構かまい倒し「最愛の人」と言って憚はばからないためだ。

　結果、疑ぎ惑わくと共に噂はいつまでもなくならず、一ヵ月経たった今でもリーフィアは同じようなことをあちこちで聞かれ続けている。

「もう、殿下がみんなの前で『最愛の人』なんて言うから！」

　洗濯室を出て廊下をずんずん歩きながらリーフィアはボヤく。

「殿下がみんなの前であんなことするから！」

　あんなこととはもちろんキスのことだ。あれさえなければ、おそらくほとんどの人はエーヴェルトの発言をすぐに忘れてしまったに違いない。

「あんなこと、あんなこと……」

　キスされた時のことが甦よみがえってリーフィアは足を止め、そっと唇くちびるに手を当てた。

『君が子どもでも大人でもどっちでもいいんだ。好きだよ、リーフィア』

　エーヴェルトの言葉が脳のう裏りをよぎり、カァと頰ほおが熱くなる。

　リーフィアは首をぶんぶん横に振って今も耳の奥に残るその声を振り払った。

　──好きっていってもそういう意味じゃなくて、犬とか猫ねこを好きっていうのと一緒よ、一緒！

　それに自分だって、エーヴェルトが好きか嫌いか問われたら「好き」と答えるだろう。その程度だ。

　確かにエーヴェルトはいつだって気にかけてくれているし、可か愛わいがってくれている。好きというのも本当だろう。けれど、それはリーフィアに特別な事情があるからだ。

　もし最初から本来のままの姿でリーフィアとして出会っていたら、きっと今こんなふうに親しく話をする関係にはならなかっただろう。

「……だいたいよく考えてみてよ。こんな複ふく雑ざつな状況にある私が、王太子で『理想の王子様』である殿下とどうこうなるわけないじゃない。それに私なんか……」

　自分の姿を見下ろしてリーフィアは苦笑する。

「……こんなナリだものね」

　起き伏ふくのない身体からだを覆おおう薄うす紫むらさき色いろのふんわりしたワンピースに、小さな靴くつに覆われた足先。

　それは誰が見ても十歳児のもので、リーフィアにとっては自分が特とく殊しゆな状況に置かれていること、そしてやっかいな魔法使いに目を付けられていることの証あかしでもあった。

「だから私に恋愛なんて縁えんのないことよ！」

　ぶるんと大きく頭かぶりを振って気持ちを切り替えると、リーフィアは気を取り直して歩き始めた。

　向かった先は洗濯室からさほど離れていないリネン室だ。そこには洗濯済みのシーツや枕まくらカバーなどが保管してあって、各自持ち出せるようになっている。

「……あれ？　鍵かぎがかかってる？」

　リネン室の扉の前に立ち、上を見上げてリーフィアは眉まゆを寄せた。

　誰でも出入り自由なリネン室だが、一応鍵らしきものはある。もっともそれは引っかけるだけのもので、指一本で簡単に施せ錠じようも開かい錠じようもできてしまうものだった。

　普段は夜の間だけしかかけていないはずだが、前に出入りした誰かが律儀に鍵をかけてしまったのだろう。それはいい。たいした問題ではない。

　問題はその鍵の位置が高い所にあることだ。

　もっとも、高いといっても大人にとっては目線よりほんの少し上にあるというだけ。大人なら簡単に取り外はずすことができた。大人なら。けれど残念なことにリーフィアは子どもで、大人の背の半分しかなかった。

　リーフィアは鍵に向かって手を伸ばす。ところがつま先立ってもあとほんの少しだけ手が届かなかった。

「う～～」

　リーフィアは顔を顰しかめて唸うなった。

　誰かに言って開けてもらうにしても、あいにくと廊下には人っ子一人いない。かといって、諦めるわけにも日を改めるわけにもいかない。何しろ洗濯に出してしまったため、今夜使うシーツがないのだ。

　しばらく思し案あんしたのち、リーフィアは決心した。キョロキョロと左右を見回し誰もいないことを確かめると、ワンピースの胸元に手を差し入れる。取り出したのは金色の鎖くさりがついた薄青い涙型の宝石ムーンストーンだった。

　普ふ段だんは服の下に隠してつけているその首飾りの留とめ金がねを外すと、リーフィアは手のひらに石を乗せた。

　とたんにざわりと胸の辺あたりが疼うずきだし、それがあっという間に全身に広がっていく。宝石を握りしめる手にぐっと力が入った。

　変化が始まっていた。

「……んっ……」

　リーフィアは目の前の扉に手をついてその衝しよう動どうに耐たえる。

　茶色の扉に押しつけられていた子どもらしい小さな手が、いつの間にか、すらりとした大人のものに変わっていた。

　急速に疼きが収しゆう束そくして、リーフィアは顔をあげる。その時には、もう扉の前に立っていたのはシスティーナ王女に仕つかえる十歳の「フィラン・ウェインティン」ではなかった。

　凹おう凸とつのない子どもらしい体型は丸みを帯おびた女性らしいラインに。

　褐かつ色しよくだった髪は輝かがやくような白はく銀ぎんに。

　漆しつ黒こくの瞳ひとみは透明な紫色に。

　見れば誰もが美しいと認める容よう姿しの、十八歳の女性がいた。

　その女性と「フィラン・ウェインティン」の容姿に共通点はない。服装だけは同じだ。けれど、まぎれもなく同一人物であり、どちらもリーフィアの姿だった。

　──リーフィアは十歳の時に幼児性愛病者ロリコン魔法使いによって姿を変えられ、成長を止められた。それ以来、新月の夜以外は本来の姿ではない子ども姿のままになってしまい、家に引きこもって暮らしてきたのだ。

　そうして八年経たったある時、このままではいけないと一いち念ねん発ほつ起きし、妹の「フィラン」の名前を騙かたってシスティーナ王女の侍女兼けん話し相手として城に勤めることにしたのだ。それは自分にかけられた魔法を解とく手がかりを城の図書館に求めてのことだった。

　この城ではシスティーナ王女や同どう僚りようのリリアン、そして王おう太たい子しのエーヴェルトと出会ったことがきっかけで、筆ひつ頭とう魔法使いのラディム＝アシェルから、魔法を解かい除じよする方法を教えてもらうことができた。

　ところが、魔法を解いている最中、死んだと思われていた幼児性愛病者ロリコン魔法使いアーネル＝エフィロットの妨ぼう害がいに遭あい、完全には解除できずに魔法の一部が残ってしまった。そのため、昼間は大人の姿でも、魔法が活かつ性せい化かする夜には子どもの姿に戻ってしまうという、なんとも中ちゆう途と半はん端ぱな状態になってしまったのだ。

　幸い、ラディム＝アシェルが姿を制せい御ぎよできるようにとムーンストーンに月の魔力を集めて首飾りとして身につけるという方法を考えてくれた。そのため、昼間も自由に子ども姿を取れるようになり、前と同じようにフィランとして城勤めを続けている。

　リーフィアは手を伸ばし、「フィラン」だった時には届かなかった引っ掛け錠を簡単に外すと、扉を開けてリネン室に入っていった。

　大人の姿のまま人数分のシーツや枕カバーを棚たなから取り出していく。いつもだったら高いところにあるものは台を使わなければ取れないが、この姿なら楽に届くのだ。使わない手はない。

　必要なものを取り終えるとリーフィアはポケットにしまっておいたムーンストーンの首飾りを手にとって、再び身につける。

　青い石が胸の谷間に収まると同時に、変化が始まった。そっと両手を胸に重ねてリーフィアは全身を走る疼きに身をまかせる。

　やがてリーフィアが顔をあげた時にはもう、十歳の「フィラン」に戻っていた。

「さて、部屋に戻ろう」

　リーフィアはシーツや枕カバーを抱えると部屋を出ようとした。が、扉を開けたとたん、視界いっぱいに長い足が目に入ってぎょっとした。

「見ちゃったよ、リーフィア」

　笑いを含ふくんだ声が降ってくる。誰、と思う間もなくその人物の腕に、抱えているシーツごと掬すくい上げられた。

「ひゃあ！」

　いきなりのことに思わず声をあげてしまったが、もちろんリーフィアには誰だか分かっている。こんなことをする人間は一人しかいない。

　予想通りよく見知った端たん整せいな顔立ちが目の前に現れ、リーフィアは力を抜いた。

「……エーヴェルト殿下」

　シーツ越しにその綺き麗れいな顔を睨にらみつけると、彼はにっこり笑った。

　金色の髪に碧あお色いろの瞳を持ち、白に金色の刺し繡しゆうが施ほどこされた華か美びな服を身に纏まとったキラキラしい人物こそ、この国の王太子であるエーヴェルトだ。柔にゆう和わな態度や物もの腰ごしから「理想の王子様」だと言われて、国民に絶大な人気を誇ほこる。

　……最近は幼児性愛病者ロリコンの疑いが急きゆう浮ふ上じようしているけれども。

　そんなエーヴェルトはリーフィアを見れば声をかけてきて抱き上げるのが、もはや習慣と化している。そのせいでますます幼児性愛病者ロリコンの疑惑が高まってしまっているというのに、一向にやめる気配はなかった。

「だめだよ、リーフィア。人がいないと思ってむやみに変身しちゃ」

　エーヴェルトは笑みを浮かべながらやんわりと注意する。

「誰も見てないと思ってたのに……」

「変化するところは見てないけど、角を曲がった時に部屋に入ったところは見えたよ。白銀の髪は珍しいからすぐリーフィアだと分かった」

　あちゃあと思いながら首をすくめると、エーヴェルトの後ろから赤い髪の青年がひょいっと顔を覗のぞかせた。エーヴェルトの近きん侍じ兼護ご衛えいであるブラッドリー・アスマンだ。

「そうそう。見たのが俺たちだったからよかったものの、部屋に入った人物と出てきた人物が違ったら疑惑を抱いだく人も出てくるかもしれないぞ。本当に気をつけてくれよ、リーフィア」

「はい、ごめんなさい」

　素直にリーフィアは謝った。ブラッドリーの言うとおりだ。システィーナやエーヴェルトたち王族の許可を得ているとは言え、妹の名前を騙って城勤めをしている身だ。万一バレてしまえば自分や家族が困るだけでなく彼らに迷惑をかけてしまう。

　──もう少し気を引き締めてかからないと……。

　唇をそっと嚙かみ、反省しているとエーヴェルトが微笑ほほえんだ。

「と、お説せつ教きようはここまでだ。それよりリーフィアはもう大丈夫かい？」

　気き遣づかわしげに問われて、一いつ瞬しゆん何を言われたのか分からなかったリーフィアだったが、エーヴェルトの視線が首元に向いているのを見て慌あわてて頷いた。

「もう大丈夫です！　痣あざも消えましたし！」

「そうか。でも……」

　そう呟つぶやくとエーヴェルトは片手を伸ばしてリーフィアの首に触ふれ、またすぐ手を下げた。

「まだあれからたったひと月だからね」

「殿下……」

　ガジス国の親善使節団が帰国する一週間前、城で舞ぶ踏とう会かいが行われた夜、リーフィアはシャルル王子に成り代わっていたアーネル＝エフィロットに攫さらわれた。その際、ひょんなことからアーネル＝エフィロットを怒らせ、首を絞しめられたのだ。

　すぐにエーヴェルトたちが助けにきてくれたので命に別状はなく後こう遺い症しようも残らなかったが、もし少しでも来てくれるのが遅かったらどうなっていただろう。それを考えると今でもゾッとする。けれど、エーヴェルトが考えているほどリーフィアは引きずってはいなかった。

　むしろその件に関してはリーフィア本人ではなく、エーヴェルトにかなりの衝しよう撃げきを与えたように思える。

　無理もない。彼は自分とよく似た容よう貌ぼうの男がリーフィアの首を絞しめているのをその目で見てしまったのだ。

　そのせいで、リーフィアが自分を怖こわがるのではないかと気にしていたし、そんなことはないと分かった今も、こうして会うたびに大丈夫か尋ねてくる。

　リーフィアはわざと明るい声で言った。

「大丈夫ですよ、殿下。首飾りをつけても痛くないし、暗い地下室に拉ら致ちされたけど、夜も怖くないですから」

　──そう。私が殿下とアーネル＝エフィロットを混こん同どうして怖がるなんてあり得ない。

　自信を持って言える。エーヴェルトに似たあの姿がアーネル＝エフィロットの本当の姿だったとしても、両者はまったく違う人間だ。

「そう？　それならいいんだけど……」

　エーヴェルトはコツンとリーフィアの額ひたいに自分の額を合わせた。

「リーフィアは頑がん張ばり屋さんで我が慢まん強づよいから、少し心配だ」

　吐はく息が触れるくらい間近に顔があってリーフィアはうろたえる。エーヴェルトの青と緑の混じった碧色の瞳に、自分の顔が大きく映うつし出されているのを見て、リーフィアの頰ほおがカァと赤く染そまった。
















　心臓がドキドキする。

　あの「最愛の人」宣言──いや、もしかしたら事件以降、エーヴェルトが妙みように甘あまい。元々リーフィアにはとても優しくて甘かったけれど、その種類が微び妙みように変わった気がするのだ。

　そしてリーフィア自身の反応も少し変わったように思う。前は大人の姿の時だけドギマギしていたけれど、今では子どもの姿のままでもこうして、気き恥はずかしくなる時がある。

　そのうち抱き上げられるだけで顔を赤くしてしまうかもしれない。そうなったら本当に困ってしまう。

「あ、あの、殿下たちはどこかに行く途と中ちゆうなんですか？」

　恥ずかしさを振り払うように、リーフィアは顔を離しつつ尋ねた。エーヴェルトはクスッと笑う。どうやらリーフィアがわざと話題を変えたことに気付いたらしい。

「こんなところに殿下たちがいるのは、その、珍しいので……」

　リネン室や洗濯室のあるこの棟とうは主おもに使用人たちの寝室や作業場が集まっている場所だ。王族が通りかかることはめったにない。

「ああ、小しよう宮きゆう殿でんにおばあ様のお見舞いに行くところなんだ」

　エーヴェルトが答えると、補ほ足そくするようにブラッドリーが口を挟はさんだ。

「俺たち、さっきまで兵士たちの訓練場の視し察さつをしていたんだけど、あそこからなら一度主しゆ居きよ館かんに戻るよりここを突っ切った方が早いからな」

「なるほど」

　小宮殿はこの建物の東側の奥にある。確かに兵士たちの訓練所からならエーヴェルトの自室がある主居館から回るよりここを突っ切って直接行った方が早いだろう。

　納なつ得とくしたリーフィアはエーヴェルトに尋ねる。

「カティア様のおかげんはどうなんですか？」

　小宮殿には先々代王妃カティアが住んでいる。おばあ様、とエーヴェルトは言ったが、実際は彼にとってカティアは曾そう祖そ母ぼにあたる。

「起き上がれるようになるまで回かい復ふくしたようだ。医い師しから長時間じゃなければという条件で面会の許可も下りたから、さっそく行ってこようと思って。……東館で見つかった『高こう貴きな牢ろう獄ごく』のことも聞きたいし」

　最後の言葉を聞いてリーフィアは姿勢を正す。

「……地下室のことですね」

「ああ、アーネル＝エフィロットの正体を摑つかむきっかけになればいいと思う」

　東館の地下室。それはひと月前東館の一角で見つかった、七十年以上もの長きに渡り封印されていた地下室のことだ。アーネル＝エフィロットは、リーフィアを攫ってそこに監かん禁きんした。

　誰も知らないはずの地下室の存在をなぜアーネル＝エフィロットが知っていたのか。地下室の詳しよう細さいを知ることができれば、その手がかりが得られるのではないかとエーヴェルトは考えているのだ。

　そして東館がかつて主居館として使われていた当時のことを知っている王族は、今ではカティアただ一人。しかも彼女はあの地下室の存在も知っていて、「高貴な牢獄」と呼んでいたというのだ。

　エーヴェルトはすぐにも話を聞きたかったが、舞踏会の夜からカティアは体調を崩してしまい、話を聞ける状態ではなかった。それがようやく回復して、面会も可能になったらしい。

「何か分かったら教えてくださいね」

「ああ。もちろんだ」

　頷くとエーヴェルトはリーフィアを下ろす。シーツをしっかり抱えなおすリーフィアに、ふと思い出したようにエーヴェルトは言った。

「そういえば、近々バザーに協力してもらう貴族の子し女じよたちが集まる予定だったよね？」

「え、ええ。明日来る予定になってます」

　唐とう突とつに聞かれて目を瞬まばたかせながらリーフィアは頷いた。

　二ヵ月後に行われるバザーでは、十人ほど未み婚こんの令れい嬢じように協力をしてもらうことになっており、その顔合わせが明日行われるのだ。

　といっても、彼女たちは売り子というわけではない。バザーのために作成したドレスや小物を身につけて客に見てもらうのが彼女たちの役目だ。要するにモデルである。

　これは王妃がバザーを始めた時に、貴族に興味を持ってもらい、足を運んでお金を落としてもらおうと考え出した作戦だった。

　自分の娘が煌きらびやかなドレスを着て客の前で披ひ露ろうするのだ。親は当然自じ慢まんするために親しん戚せきや友人を伴ともなってバザーにやってきて、買い物をしていく。実際、モデルとなった娘が身につけたドレスや装そう飾しよく品ひんの一式をその親が記念に買い取っていく、というのが売り上げの大半を占しめる。

　一年に一度の王妃主催のバザーがすっかり恒こう例れいとなった今は、客の入りを心配する必要がないほど貴族たちがこぞって詰めかけるようになっていたが、子女たちにモデルとなってもらう習慣は続いていた。

「リーフィアもその顔合わせには立ち会う予定なんだよね？」

「はい。小さな子もいるというので」

　モデルに選ばれる貴族令嬢の年ねん齢れいはさまざまだ。偏かたよりがないように十歳から十八歳くらいまでの娘たちが選ばれ、それぞれの年齢に合ったドレスを身に纏う。「フィラン」の体型を元に作られたドレスを着るのは当然子どもなので、リーフィアも立ち会って協力することになっているのだ。

　すると急にエーヴェルトはいたずらっぽい笑みを浮かべた。

「もしかしたらそこでリーフィアのびっくりすることが起こるかもしれないよ」

「え？　びっくりすること？　何ですか？」

　目を瞬かせてリーフィアはエーヴェルトを見上げる。

「それを言ったら意味ないだろう？　明日のお楽しみだよ」

　クスクス笑いながらエーヴェルトはリーフィアの頭に手を置いて優しく撫なでた。

「それじゃ僕たちはこれで。またね、リーフィア」

「じゃあな、リーフィア」

「あ、はい。行ってらっしゃいませ」

　去っていく二人の後ろ姿を見つめながらリーフィアは首をかしげた。

「びっくりすることって何かしら？」




　びっくりするどころか目をむくようなことが待っているなど、この時のリーフィアには知るよしもなかった。
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「おばあ様、おかげんはいかがですか？」

　リーフィアと別れて小宮殿に向かったエーヴェルトはカティアと顔を合わせていた。起き上がれるようになったものの、大事を取ってカティアはベッドに入ったままだ。

「心配かけてごめんなさいね、エーヴェルト。もうすっかり良くなったわ」

　カティアはふんわりと笑う。

　先々代王妃カティアは一見すると六十歳を越えたほどの年齢にしか見えない。何も知らなければ先ほど気を使ってブラッドリーと共に部屋を退たい出しゆつしていった侍女と同年代だと思うだろう。けれど、カティアの実際の年齢は百歳近い。

　それほど若く見えるのは、彼女がかつては塔とうに所しよ属ぞくする魔法使いだったからだ。

　魔法使いは魔力の影響からか、普通の人間より総そうじて老化が緩ゆるやかで長生きだ。それは王族と結婚する時に還げん俗ぞくして塔を離れて久しいカティアも例外ではない。

　家族にとっては曾祖母が長生きしてくれるのは嬉うれしいことだが、カティアにとっては次々と親しい者たちに先立たれるということでもある。

　エーヴェルトはベッド脇わきの椅い子すに座り、上半身をヘッドボードに預けている曾祖母の様子をじっと見つめた。

　以前見舞いに来た時よりやや瘦やせたものの、顔色は良く体調も安定しているようだ。エーヴェルトはホッと安あん堵どの息を吐き、頭を下げた。

「すみません、おばあ様。体調が悪あつ化かしたのは、病気療りよう養よう中ちゆうなのに舞踏会に出るように無理にお願いした僕のせいです」

　カティアはエーヴェルトの父王が即そく位いしたのを見届けた後、城を離れて王都郊こう外がいにある小さな離り宮きゆうで長らく暮らしていた。ところが半年近く前に病気を患わずらい、心配した国王の要よう請せいで今は城の敷地内にある小さな宮殿で静せい養ようをしている。

　その曾祖母を舞踏会に引っ張り出したのはエーヴェルトだった。城内にいるのに、公式行事にもまったく姿を現さないカティアを心配する声が年配の貴族たちの間で高まっていたからだ。

　……けれど、それはあくまで建たて前まえに過ぎず、主な理由はカティアを舞踏会に連れて行けばガジス国のエルフィン王女のエスコートをしなくてすむというエーヴェルト自身のきわめて利り己こ的てきな動どう機きもあった。

　もちろんそのこともカティアには話をし、全部承しよう知ちの上で曾祖母は笑ってエーヴェルトの要請を受け入れてくれたのだが、全ての責任が自分にあることは分かっていた。

「まぁ、それは違うわ、エーヴェルト。体調は万全だったもの。ただ、大勢の前に出るのが数十年ぶりだったから、少し疲れてしまっただけ。あなたのせいではないわ」

　笑いながらカティアは手を伸ばしてエーヴェルトの頭に触れた。

「顔をあげなさい、エーヴェルト。あの場に呼んでくれて私は感謝していますよ。久しぶりにみんなの顔が見れたし、それに、とても素敵なものが見れたのですもの」

「素敵なもの？」

　顔をあげたエーヴェルトに、カティアはいたずらっぽく笑ってみせる。

「そう。あなたと踊おどった素敵な女性のことよ。魔法で幻まぼろしのように演出されていたけれど、すぐに分かったわ。彼女はちゃんと実在している人間の女性ね？」

「さすがおばあ様、あれが魔法だと分かりましたか」

　エーヴェルトの顔にも笑みが浮かんだ。

「ええ、もちろんよ。魔法を使わなくなって久しいけれど、これでも元魔法使いですもの。魔力を感じ取る感覚はまだ鈍にぶってないつもりよ」

　朗ほがらかに言った後、カティアは少し探るような目でエーヴェルトを見た。

「あの女性はどなたなの？」

「彼女はリーフィア・ウェインティン。ウェインティン伯爵の長女です」

「ウェインティン伯爵の……。ウェインティン伯爵夫人は……確かアーゼンタール侯こう爵しやくのご令嬢だったわね。なるほど、どうりで……」

　カティアは何かに納得したようにしきりと頷く。エーヴェルトは怪け訝げんに思ったものの、次のカティアの言葉にその小さな疑問はすぐに頭から消えた。

「あなたはあのお嬢さんをとても気に入っているのね？　違うかしら？」

　目を丸くした後、エーヴェルトはにっこり笑った。

「そうです。そのうちおばあ様にも正式に紹介したいと思っています」

「まぁ、まぁ！」

　顔を綻ほころばせるとカティアは嬉しそうに笑った。

「私の曾ひ孫まごとアーゼンタール侯爵の孫が……。何て素敵なのかしら。黄よ泉みに行った時、陛へい下かに……ルガルド様に伝えられる良い土産みやげ話ばなしがまた増えたわ」

　ルガルドというのはもう五十年以上前に亡なくなったエーヴェルトの曽そう祖そ父ふで、カティアの夫である先々代国王のことだ。今のフォルシア国繁はん栄えいの基き礎そを築いた賢けん王おうと言われる人物である。

「黄泉とか、そういう不吉なことを言うのはやめてください。おばあ様はまだまだお元気じゃないですか」

　思わず顔を顰めるエーヴェルトにカティアは慈じ愛あいの籠こもった目を向けた。

「死は誰にも等しく訪れるものよ、エーヴェルト。確かに魔法使いは普通の人より長生きだわ。でもほんの少しだけ。現に私と同年代の魔法使いたちで今も生きているのはほんの一握り。私も遠くないうちに夫や息子むすこ夫婦のもとへ召めされるでしょう。それは避さけられないことよ」

　カティアはそこまで言うと、微笑んで付け加える。

「もちろん、あなたやシスティーナがいい人を見つけて幸せになるのを見届けるまでは生きるつもりだけれど」

「おばあ様……」

「それよりリーフィア嬢はどんな方なの？　あなたが惹ひかれるくらいだから、美しい女性というだけではないのでしょう？」

「……とても頑張り屋です。詳しいことは言えませんが、ある事情のために辛つらいことも多かっただろうに、それでも前を向いていこうと一生懸けん命めいなんです」

　エーヴェルトはリーフィアを思い浮かべながら顔を緩めた。そんな曾孫を見守るカティアの目には慈いつくしみと愛情と、そしてどこか悲しみが見え隠れしている。リーフィアのことを話しながらも、エーヴェルトは頭の隅すみでそのことに違い和わ感かんを覚えていた。

「今度リーフィア嬢が城に来た時には、ぜひここへ連れてきてちょうだい。会って話をしてみたいわ」

　当のリーフィアは子ども姿で毎日城で働いているのだが、エーヴェルトはにっこり笑って応じた。

「はい。……ところでおばあ様」

　話の区切りが一度ついたところを逃のがさず、エーヴェルトはカティアに尋ねた。

「昔、おばあ様が僕に東館の地下室のことを話したのを覚えてますか？」

「東館の地下室……」

　一瞬カティアの顔がこわばる。けれど彼女はすぐにその表情を消し、不思議そうに首をかしげた。

「あら、そうだったかしら？　昔のことはあまり覚えてなくて」

　あくまでとぼけようとするカティアにエーヴェルトはため息をつく。じっと反応を観察していたエーヴェルトには曾祖母が噓うそをついているのが分かった。

「高貴な牢獄」

　かつてカティアが教えてくれた言葉を口に乗せると、彼女の眉がぴくんと反応する。

「体調を崩していたおばあ様には伝えなかったのですが、舞踏会のあったあの夜、ちょっとした事件があって、東館に地下室が発見されたのです。入り口は厳げん重じゆうに封印されていました。内部には廊下というものが存在せず、ただずっと部屋だけが連なっている奇き妙みような構造です。ラディム＝アシェルが言うには、魔法が通じない特殊な空間になっているとか」

　じっとカティアの反応を見ながらエーヴェルトは言葉を紡つむいでいく。

「それを見ておばあ様の言っていた言葉を思い出しました。昔主居館として使っていた東館の地下に、知られていない地下室があると。そこは『高貴な牢獄』と呼ばれているとおばあ様が言ったのです。……おばあ様、教えてください。あそこは何なのですか？」

「……」

　カティアは顔をこわばらせたまま、じっと上うわ掛がけに視線を落としているだけだった。エーヴェルトは更に言葉を重ねる。

「おばあ様があそこを隠したまま葬ほうむり去りたかったのは分かっています。でもすでに封印は解かれて白はく日じつのもとに晒さらされています。僕はあそこが何であったのかを知りたい。……いえ、知らねばならないと思っています。それが王家の暗あん部ぶに関わっていることならなおさらです」

　幼い頃にカティアが言った「王族を人知れず閉じ込めておくための場所」という言葉。それに「高貴な牢獄」という単語から連れん想そうするに、あの地下室が作られた目的が、決して良いものではないことは明らかだ。それはおそらく王族の闇やみとも言うべきものに違いない。

　だからカティアは知られないまま葬り去りたかったのだろう。

　けれど、王子として生まれ育ってきたエーヴェルトは、必ずしも綺麗事だけで国を治めることができないのはわかっている。時には冷れい酷こくで非ひ道どうな決けつ断だんをしなければならないことも。

「知っていることを話してください、おばあ様。これは僕の大事な人にも関わることなのです」

　その言葉にカティアは顔をあげた。

「……あなたの大事な人に関わること？」

「はい」

　エーヴェルトの碧い目と、カティアの緑色の目が交差する。やがてカティアは目を伏ふせると呟いた。

「……あの地下室がいつできたのかは私も知らないの。私が知っているのは、あそこが表に出すことのできない王族を閉じ込めるためのものだということだけ」

「あそこに閉じ込められていた人物の話をおばあ様は聞いたことがありますか？」

「……いいえ」

　カティアは首を横に振る。けれどじっとカティアの様子を観察していたエーヴェルトは一瞬だけ彼女が躊ちゆう躇ちよしたのを見逃さなかった。

　──おばあ様は、「高貴な牢獄」に閉じ込められた人物を知っている。

　それは確信に近かった。分からないのは、なぜ知らないフリをするのか、口にすることができないのか、その理由だ。

　先々代の国王もカティアもあの地下室を忌き避ひしていたようなので、二人が国を治めていた時代にはもう使われなくなっていたと見ていい。閉じ込められていた人間がいたとしてもそれは先々代よりもっと先の国王の時代だろう。

　だからこそエーヴェルトは不思議に思う。いくら王族の暗部に関わることとはいえ、それほど昔のことなら話しても支し障しようはないはずだ。ましてやカティアは生きつ粋すいの王族ではなく、下級貴族の出身。しかも、曽祖父と結婚するまでは塔に所属する魔法使いで……。

　そこまで考えたエーヴェルトはハッとした。

　魔法使いは師し弟てい制度のもと、術の体系を継けい承しようしていく。それは塔に住む魔法使いたちも例外ではなく、例えばラディム＝アシェルは前ぜん長おさであった師し匠しようから術を学び、それを弟で子しのルドルフに伝えている。カティアも例外ではなかったはずだ。けれど、エーヴェルトは曾祖母の口から「魔法の師匠」の話を聞いたことがない。

　同時期に塔に入った魔法使いの前長、ゼスト＝アシェルのことは面おも白しろおかしく話していたのに。

　──まさか。

　ある可能性にエーヴェルトは息を吞のむ。証しよう拠こもなく、勘かんに過ぎない。けれど、一度浮かんだその疑惑をエーヴェルトは否定できなかった。

　エーヴェルトは目を閉じ、ゆっくりと開く。その目には決然とした光が浮かんでいた。

「そうですか。お話が聞ければ何か手がかりになると思ったのですが……」

　さりげない口調を装よそおい、エーヴェルトは目を伏せたままのカティアに探るような視線を注そそぎながら言った。

「実はあの地下室が発見されたのは、ガジス国のシャルル殿下に成り代わっていたある魔法使いがリーフィアを攫い、そこに閉じ込めたからなのです。本物のシャルル王子もあの地下室で発見されました」

　カティアは顔をあげ、戸と惑まどったような表情をエーヴェルトに向けた。

「シャルル王子に成り代わっていた？　魔法使いがあの地下室に？　塔に所属する魔法使いだったの？」

「いいえ、おばあ様。我が国に属する魔法使いではありません。けれど無関係でもないかもしれませんよ」

　ゆっくりとエーヴェルトは告つげる。その視線はカティアから決して外れることはない。

「奴やつは、エドウィナ＝エフィロットの弟で子しだと名乗っていましたから」

「……え？」

「禁きん忌きの魔法使いエドウィナのことはおばあ様もご存知でしょう？　奴は彼女の弟子だと名乗っていました。名前は──アーネル＝エフィロット」

「……アーネル……？」

　緑色の目が大きく開かれる。

「アーネル＝エフィロット……？　まさか……」

　呆然とその名前を繰り返した後、カティアの顔は色を失うしなった。掠かすれた声で呟く。

「まさか、いえ……弟子だなんて……」

「アーネル＝エフィロットは前にも城に侵しん入にゆうし、エドウィナ＝エフィロットが書いた魔法の研究資料を盗ぬすんでいます。その時はまた別人の姿を装っていましたけど、今回奴はシャルル殿下に擬ぎ態たいした後、僕そっくりの姿を取っていました」

「あなたそっくりの……姿？」

「ええ、そうです。僕とよく似ていました。瓜うり二ふたつとは言わないまでも、兄弟きようだい、あるいは従い兄と弟こと言ってもさしつかえない姿に」

　エーヴェルトは少しだけ皮ひ肉にくげに笑ったが、カティアはその顔を見ていなかった。胸を押さえながら愕がく然ぜんとしたように呟く。

「まさか、アーネル殿下、なの……？　本当に？」

「アーネル殿下？」

　エーヴェルトはカティアの呟きを聞き取って尋ねる。けれど、答えを得ることはできなかった。突然カティアが胸を押さえたまま苦しそうに身体を曲げたからだ。

「おばあ様！」

　慌てて駆け寄りカティアを抱き起こすと、エーヴェルトは呼よび鈴りんを鳴らして部屋の外に控えている侍女とブラッドリーを呼んだ。

「医師を呼んでくれ、早く！　おばあ様、しっかりしてください！」

「待っ、エーヴェ……話を、詳しく、聞かせ……」

　エーヴェルトの腕に縋すがり、苦しい息の中でカティアが訴える。けれど、エーヴェルトがそれに応こたえることはできなかった。カティアがそのままふっと意識を失ったからだ。

「早く、医者を！」

「カティア様!?」

「医者を呼んでくる！」

　バタバタと扉から入ってきた侍女とブラッドリーが一ひと目めで状況を察さつして動き始める。

　侍女に手伝ってもらい、カティアの身体をそっとベッドに横たえながら、エーヴェルトは曾祖母を追い詰めた罪ざい悪あく感かんと頭の中に渦うず巻まく疑問に、そっと歯を食いしばった。










　医師が診しん察さつし、カティアの容よう態だいが安定して深い眠りについたのを確認すると、エーヴェルトとブラッドリーは小宮殿を後にした。

「また面めん会かい謝しや絶ぜつになってしまいましたね……」

「仕方ない」

　硬かたい表情のまま、エーヴェルトは主居館にある自室へと向かう。

　医師が来た後、カティアは一度目を覚まし、エーヴェルトに話を聞きたがった。けれど、その切せつ羽ぱ詰つまった様子とこれ以上の容態悪化に危き惧ぐを覚えた医師は、薬でカティアを眠らせるとエーヴェルトたちに体調が回復するまでの面会謝絶を言い渡したのだ。

　それも仕方ないと二人は思う。あのままあそこにいたらカティアが目を覚ました時また同じことが起こるだろう。それくらいカティアは思い詰めた様子だったのだ。

「地下室のことを話していたのですよね？　一体、カティア様は何を知りたがっていたのですか？」

「それなんだが……」

　エーヴェルトは答えかけて頭を横に振った。

「いや、ここだと誰に聞かれるか分からないからな。魔法使いの塔へ行こう。ラディム＝アシェルの意見も聞きたいし、そこで詳しく説明する」

　二人はその足で魔法使いの塔へ向かった。

　フォルシア国に仕える魔法使いたちの住居兼仕事場は「魔法使いの塔」と呼ばれている。もっとも、「塔」と呼ばれはしても、実際には塔ではなくごく普通の建物だ。ただし、その周囲はぐるりと外がい壁へきに囲まれ、更に見えない結界のために特定の人間しか出入りできないようになっている。ある意味、この城の中で一番堅けん固ごに守られている場所だといえよう。

　王子であるエーヴェルトもその近侍兼護衛であるブラッドリーも共に塔への出入りが許可されているため、何に阻はばまれることなく正門を通って建物の中に入っていく。ちなみに許可されていない人間は入ろうと思っても透明な壁に邪じや魔まされて、一歩も足を踏ふみ入れることができない仕組みだ。

　エーヴェルトたちはラディム＝アシェルの研究室に落ち着くと、部屋の隅にあるソファに座りながら言った。

「すまなかったね、突然来て」

「……」

「殿下たちならいつでも大だい歓かん迎げいっスよ！」

　無言のラディム＝アシェルに代わって明るく答えたのは彼の弟子のルドルフだ。イソイソと茶の準備をしているルドルフは魔法使いらしからぬ筋きん肉にく質しつな体格で、力仕事の方が似合いそうな風ふう貌ぼうをしている。外見に似合わず世話好きでもあり、魔法のこと以外無む頓とん着ちやくなラディム＝アシェルの日常生活は、彼によって何とか人間らしく保たもたれていた。

「ちょうど一番上の兄から送られてきた荷の中に今年採とれたお茶が入っていたっスよ。師匠に出してもお茶の味なんて分からないから、ぜひ殿下たちに飲んでもらいたいっス」

「……」

「ありがとう。もらうよ」

　ルドルフが茶の入ったカップを配っている間も、それを飲んでいる間もラディム＝アシェルは無言だ。けれど怒っているからではない。彼は日常のことにまったく興味がないだけなのだ。長い前髪に隠されている目が見ているのは今目の前にあるルドルフの淹いれたお茶でも、向かいに座っているエーヴェルトでもなく、今現在研究中の魔法のことだろう。

「お、意外にうまいじゃないか」

「イケるっスよね？　国こつ境きよう付近で採れる茶葉らしいっスよ！」

　一言も発しないラディム＝アシェルを他よ所そに和なごやかな雰ふん囲い気きが辺りを包つつむ。けれど、エーヴェルトがカップを置き、口を開いたことでその空気は一転した。

「今日おばあ様のところに行って、あの地下室のことと、そこに囚とらわれていた人物のことを尋ねてみたよ」

　その言葉で、ラディム＝アシェルの興味を引いたのがエーヴェルトには分かった。

「それで殿下？　あの地下室のこと何か分かったっスか？」

　真ま面じ目めな表情でルドルフが尋ねる。

「やはりアーネル＝エフィロットは王家と……それも、おそらくは、かつてあの地下室に閉じ込められていた王族と関わりがある人物なのは確かなようだ」

「アーネル殿下」と呟いたカティアの言葉を思い出しながら答える。

「もっとも、更に疑問点も増えたけれどね」

　エーヴェルトは苦笑し、カティアと交わした会話を違たがうことなく伝えた。

　あの地下室が王族専用であったこと、地下室のことよりエドウィナの弟子を名乗る人物がいると知った時の方が驚いていたこと、その人物──アーネル＝エフィロットの名前を聞いた時の激しい曾祖母の反応。

　そして容態が急変した後のことまで話すと、エーヴェルトはカティアとの会話中に気付いたことを告げた。

「エドウィナの弟子は女性だったという。それはもしかしたらおばあ様のことなのかもしれない、と思ったよ。年代も一いつ致ちしている。エドウィナの事件が起こったのは八十年近く前。ちょうどその頃おばあ様はひいおじい様と結婚して王家に入っている。前長の手紙にあった『弟子は還俗し魔法使いを辞やめた』という条件にぴったり合う」

「……たぶん、殿下の言うとおり、だと思う」

　それまで無言だったラディム＝アシェルがボソッと呟いた。ブラッドリーが眉をあげる。

「根拠は？」

「師匠の手紙にはその女性の名前がなかった。知っているはずなのに。師匠はその女性について詳しく書けなかった……いや、書くのが憚られたんじゃないか、と思う。なぜなら──」

「その女性が王家に入ったから、だね」

　すっと目を細めてエーヴェルトが後の言葉を引き取る。ラディム＝アシェルは頷いた。

「エドウィナ＝エフィロットの名前は禁忌になったから、その女性──殿下のおばあ様を守るために関係も秘ひされたんだと思う」

「なるほどね。ならば、エドウィナ＝エフィロットについてはカティア様に聞くのが一番手っ取り早いってことか。でも、あの様子では、しばらくは……」

　ブラッドリーが言葉を濁にごす。

「おばあ様の容態が落ち着いてからじゃないとだめだね。でも落ち着いても話してくれるかどうか」

　アーネル＝エフィロットとエドウィナのことを口に出しただけであの反応だ。

「すぐ解明ってわけにはなかなかいかないっスねぇ。むしろ分からないことは増える一方っス」

　ルドルフがため息をつく。ブラッドリーが大きく頷いて同意した。

「まったくだ。アーネル＝エフィロットの正体に、エドウィナ＝エフィロットとの関係。地下室の謎なぞ、それに加えてリーフィアが狙ねらわれる動機もわからなくなってきた」

「そうだね」

　エーヴェルトの視線がテーブルに置かれた鍵付きの小箱に向けられる。

　代々の長の私物が置かれた物置部屋から見つかったその箱の中には、エーヴェルトたちに新たな疑問を抱かせるものが入っていた。どこか隠すように奥の方に挟まれていたエドウィナ＝エフィロットと思われる人物の絵──そこに描かかれていた姿は、リーフィアが大人になった姿とまさに瓜二つだったのだ。

　今までエーヴェルトたちはアーネル＝エフィロットがリーフィアを狙うのは、美少女の誉ほまれも高かった彼女の姿に魅みせられたためだと思っていた。リーフィア本人もエーヴェルトたちもそれを疑う理由はなかったのだ。

　けれど、もしエドウィナがリーフィアの大人の姿と瓜二つだったとしたら、その前ぜん提ていは覆くつがえる。

　──アーネル＝エフィロットがリーフィアに執着するのは、エドウィナに似ていたせいでは？

　つい先日、リーフィアはアーネル＝エフィロットに首を絞められている。その際、あの男はリーフィアを「エドウィナ」と呼んだのだという。

「絵のことは、リーフィアには？」

　エーヴェルトが視線で問いかけると、ルドルフは首を横に振った。

「いえ、伝えてないっス。簡単には言えないっスよ……」

「そうだね……」

　八年間もの間姿を変えられ成長も止められて、辛い日々を過ごしていたリーフィア。その理由が全て自分自身には関係なく、ただある人物に似ていただけ、あるいは身代わりであったとしたら？

　彼女の性格からすると自じ暴ぼう自じ棄きになるとは思えないが、その理り不ふ尽じんさに怒りもするしやるせなくなるだろう。まして殺されかけた記き憶おくはまだ生なま々なましいはずだ。そんな彼女に気軽に伝えられる情報ではない。

「でもいつまでも黙だまっておくわけにはいかないだろうね……」

　深いため息をつきながらエーヴェルトは呟く。それに反対する言葉はなかった。

「……殿下。僕に、一時この城を離れる許可を、ください」

　不意に黙ったままだったラディム＝アシェルが口を開いた。

「ラディム＝アシェル？」

「……師匠に、確認したいことがあるんです」

　驚きながらもエーヴェルトは尋ねる。

「それは手紙ではだめなのかい？　正直、君がいないとアーネル＝エフィロットが現れた時に困るんだが」

「手紙ではだめなんです」

　ラディム＝アシェルは首を横に振った。

「師匠に、前の長に、エドウィナ＝エフィロットが研究していた禁きん呪じゆについて、聞きたいことがあるんです。それには直接じゃないと。もしもどこか別の国の魔法使いに手紙の内容を知られたら、僕と師匠も無事ではすまなくなる」

「……禁呪というのはそれほどヤバイものなのか？」

　鼻はな白じろんだようにブラッドリーが言うと、こくんとラディム＝アシェルは頷いた。

「術を行こう使しするのはおろか、研究することも、興味を持つことさえ禁止されています。それが全ての魔法使いを守ることに繫つながっているんです。だからこそ禁を犯おかしたエドウィナ＝エフィロットは断だん罪ざいされた」

「全ての魔法使いを守ることに繫がっている？」

　不思議そうに口を挟んだエーヴェルトを、長い前髪の向こうからラディム＝アシェルが見つめた。

「禁呪のことは……今は言えません。確かく証しようがないから」

　エーヴェルトはラディム＝アシェルを見つめ返した。

「ラディム＝アシェル。君はその禁呪がアーネル＝エフィロットに何か関係していると思っているんだね？」

「はい。証しよう拠こはありませんが、無関係ではないと思っています。本当は師匠に帰ってきてもらえれば一番いいのですが、故ゆえあって今は戻れないと伝令がきています。だったら僕が行くしかない」

　ラディム＝アシェルをじっと見つめていたエーヴェルトはやがて小さくため息をつき、頷いた。

「分かった。君が城を離れる許可を出そう。ただ、今すぐは無理だ。非ひ常じよう事じ態たいでもないのに長が城を離れるのは一大事だからね。僕だけでなく父の許可も必要だ」

「もちろん、今すぐでなくて結けつ構こうです。結界の強化やリーフィアの守りを堅固にしておく必要があるから」

「さっそく準備っスね、師匠！」

「……お前がいない間を狙ってアーネル＝エフィロットが来ないといいんだがな」

　ぐっと拳こぶしを握るルドルフを見ながらブラッドリーは不安そうに呟いた。エーヴェルトはその言葉に心の中で同意しながら、研究室の小さな窓から外を見つめた。

　日が傾かたむき、薄暗くなりかけた空には、三日月が浮かんでいた。
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『びっくりすることが起こるかもしれないよ』

　そのエーヴェルトの言葉をリーフィアはすっかり忘れ去っていた。

　思い出したのは、次の日、バザーに協力してくれる令れい嬢じようたちと顔合わせをする直前のことだ。

「これが今回協力してくださる方たちよ。みんな粗そ相そうのないようにね」

　リーフィアの主あるじであるシスティーナ王女が一枚の紙を手に、ぐるりと自分の侍じ女じよたちを見回して言った。

　実は令嬢たちの名前はギリギリになるまで伏ふせられていて、リーフィアたちも今日この時になるまで知らされていなかった。

　王おう妃ひ主しゆ催さいのバザーに協力すれば多くの貴き族ぞくの目に留とまり、結婚に有ゆう利りになることから、毎回希望者が殺さつ到とうする。公平になるように抽ちゆう選せんで選ばれるが、以前は娘を当選させたい高位の貴族が権けん力りよくを笠かさに着て、爵しやく位いが低い当選者に辞じ退たいするよう圧あつ力りよくをかけるという事件が続出したため、今では顔合わせギリギリまで公表しない決まりになっていた。

　一度公表された後は辞退するにも正当な理由がなければ認められないし、仮に辞退が認められてもその席は欠けつ員いん扱あつかいになる。要するに抽選で選ばれた令嬢以外はモデルになれない仕組みになっているのだ。

　同どう僚りようの侍女たちは今回は誰が選ばれたのかと興きよう味み津しん々しんにリストを眺ながめる。

「グレザール伯はく爵しやくの令嬢？　あらら、サイズの合うドレスがあるかしら？」

「バレステッド子し爵しやくのところの令嬢も微び妙みようよ。とても背が高いとお聞きしてるもの。今から丈たけを直せるかしら？」

　あれこれ感想を漏もらす侍女たちのすき間から顔を出し、リーフィアもリストを覗のぞき込んだ。

　聞いたことのある名前もあったし、知らない名前もある。ところが、順にリストを目で追い、最後の名前を見た瞬しゆん間かん、リーフィアは我が目を疑った。目を凝こらして何度も見てしまう。

「フィリーネ・ザクセン……伯爵令嬢？」

　その名前にはとても見覚えがあった。

　リーフィアの呟つぶやきを耳にしてシスティーナが口を開く。

「フィリーネ嬢じようはフィランの親しん戚せきだったわよね？」

「はい。父方の従い姉と妹こです」

　父であるウェインティン伯爵の妹の子どもで、九歳のはずだ。

「今回は彼女が一番年下よ。だからあなたに子守……いえ、世話係を頼もうかと思っていたの。親戚ならお互いに気心が知れているでしょうから」

　システィーナがにっこりと笑う。リーフィアは戸と惑まどったように尋たずねた。

「それはいいんですけど、あの、本当にフィリーネが城に来るんですか？　一人で？」

　令嬢たちは付つき添そいなしで城にやってくることになっている。弱じやつ冠かん九歳とはいえ、フィリーネも例外ではない。だからこそ、選ばれた時にフィリーネが辞退しなかったことに、リーフィアは驚いていた。

「辞退の連絡はなかったわよ」

「そうですか……」

　リーフィアが戸惑うのには訳がある。従姉妹のフィリーネは極きよく度どの人ひと見み知しりなのだ。

　十歳になるリーフィアの妹も人見知りをする方だが、フィリーネの場合は度を越えていて対たい人じん恐きよう怖ふ症しように近いのではないかとリーフィアは思っている。いつも乳う母ばか母親の手にしがみつき、家族以外で会話できるのはよく顔を合わせる親類くらいなのだ。

　そのフィリーネがバザーの協力者に？　大勢の前に姿を披ひ露ろうするのに？

　もっとも、リーフィアも城に勤つとめだしてからほとんど実家に帰っていないため、フィリーネとは一年近くも会っていない。もしかしたら人見知りが治なおったのかもしれない。

「さぁ、そろそろその子たちが来る時間よ。皆、迎えの準備を」

「はい」

　侍女たちはシスティーナの言葉にピタッとおしゃべりをやめ、所定の位置に移動する。

　リーフィアもリリアンと共に、椅い子すに座るシスティーナの傍そばに移動しながら心に浮かんだ不安と嫌いやな予感を押し込めた。

　──ところが、その不安は思いもかけない斜ななめ上で的てき中ちゆうすることとなる。




「入っていらっしゃい」

　システィーナの声と共に十人ほどの女の子たちが扉とびらから入ってきた。どうやら年ねん齢れい順のようで、先頭に立って入ってきた令嬢はもう女の子と言っては失礼な年齢だ。社しや交こう界かいデビューも終えているようで、立ち居振る舞いは完全に淑しゆく女じよのものだった。

　彼女に続いて入ってくる女の子たちは次し第だいに年齢が低くなっていくが、みな貴族令嬢だけあって、歩く姿は淑しとやかで優ゆう雅がだ。ところが、最後の女の子の様子は少し違っていた。

　慣れない人たちに囲まれているせいか、淡あわい金きん髪ぱつの少女の歩みは少しぎこちない。けれど、一生懸けん命めい前の令嬢について歩く姿を不ぶ格かつ好こうだと思う人間はおらず、むしろ微笑ほほえましげに見守った。──リーフィア以外は。

　最年少の女の子が部屋に入ってきた瞬間から、リーフィアは口をあんぐり開けて凝ぎよう視ししていた。その様子をちらりと見たシスティーナが笑いを堪こらえたのも気付かずに。

　──なんで？　どうしてここに!?

　呆然とするリーフィアを他よ所そに、女の子は歩きながらリーフィアの姿を見つけると、そばかすの浮いた顔にパァと笑みを浮かべて口を開いた。

「姉さま！」

　──姉さま、じゃない！
















　そう言いたいのをリーフィアは懸命に抑おさえる。

「姉さま？」

　周囲が不思議そうに女の子と彼女の視線の先にいるリーフィアを交互に見つめる。

「あ、あの……」

　どう答えたらいいのかと焦あせっていると、システィーナがみんなに聞こえるような声で言った。

「ああ、彼女はフィランの親戚なのよ。それででしょう」

　なるほど、とみんなの顔に理解が浮かぶのを見て、リーフィアはホッと胸を撫なで下ろす。

　入場してきた女の子たちは立ち止まるとシスティーナの前で淑女の礼を取った。

「ジリーナ・バレステッドと申します。システィーナ様、このたびのお役目、精せい一いつ杯ぱい務つとめさせていただきます」

「メルフィット・グレザールと申します、システィーナ様。皆様、よろしくお願いいたします」

　最初に入場した女性を筆ひつ頭とうに、次々と自己紹介をしていく。そして最後に、淡い金髪に紫むらさき色いろの瞳ひとみを持つ一番小さな女の子の番になった。

　女の子はまだ伝統的な挨拶カーテシーが完かん璧ぺきにできないらしく、ドレスの裾すそをつまんだものの脚あしを引かずにペコリと頭を下げて言った。

「フィラ……フィリーネ・ザクセンと申します。よろしくお願いします」

　──ウ　ソ　を　つ　け　！

　その場でリーフィアがそう叫ばずにいられたのは奇き跡せきだったろう。

　なぜならフィリーネ・ザクセンと名乗った少女はリーフィアの知っている「従姉妹のフィリーネ」ではなく、実じつ妹まいのフィラン・ウェインティンだったからだ。

　システィーナがにっこり笑う。

「まぁ、初うい々ういしくて可か愛わいらしいこと。何か分からないことがあればフィランに頼りなさい」

「はい！」

「フィラン、彼女のことは頼んだわよ」

　笑いを含ふくんだその口く調ちように、システィーナがあらかじめ知っていたことを悟さとる。おそらくエーヴェルトも。

「は……い」

　引きつった笑顔を浮かべ、そばかす顔の小さな少女を見つめながら、リーフィアはエーヴェルトの言っていた「びっくりすること」が何を意味していたのかようやく理解したのだった。




　世話をする係との顔合わせの時間になるとリーフィアはフィランの腕を摑つかみ、部屋の隅すみに連れて行って詰きつ問もんした。

「どうしてフィランがここにいるの!?」

「姉さま、会いたかった！」

　フィランは構かまわずひしっと抱きついてくる。思わず癖くせで受け止めた後、ハッとなり引き剝はがしながらリーフィアは強い口調で尋ねた。

「会いたかった、じゃないわ。どうしてフィランがここにいるの？　なんでフィリーネに成りすましているの？　ちゃんと説明して！」

「フィリーネちゃん、行きたくないからって具合悪くなっちゃったんだって。だからフィーが代わりに行きますって言ったの」

「どういうこと？」

　所々要よう領りようを得ないフィランの説明を要約すると、フィリーネの極度の人見知りをどうにかしたいと思っていたザクセン伯爵夫妻は一年前から人に慣らす訓練を続けていたのだという。その甲か斐いあってフィリーネも少しずつ他人に慣れ始め、見知らぬ人を見ただけで泣き出すようなことはなくなった。

　そこに今回バザーの協力者として選ばれるという名めい誉よな話が届いて、最初はフィリーネも綺き麗れいなドレスを着られるならと頑がん張ばって行く気になっていたらしい。ところが直前になってから、やっぱり嫌だと泣き出したのだ。いきなり見知らぬ人の中に放り込まれ、あげく大勢の前に出なければならないということの重大さに気付いてしまったらしい。

　いくら宥なだめすかしてもだめで、とうとうフィリーネは体調を崩して寝込んでしまった。この時点で顔合わせ三日前。

　辞退する期間はとうに過すぎて、このままでは欠員させることになってしまい、家か名めいに傷きずがつく上に王族に心しん証しようが悪くなる、と慌あわてたザクセン伯爵夫ふ妻さいは、兄であるウェインティン伯爵に相談した。そこで、フィランがフィリーネに成りすまして行くことになったのだという。

「な、何だってそういう結論になるの？」

　とうてい理解できなかったが、理由はいくつかあるようだ。

　まず、話を聞いたフィランが行きたがったので、代役として行かせられないかと考えた。ただ、これにはそもそも大きな問題がある。リーフィアが「フィラン」として城で働いているし、辞退の場合は欠員とするのが決まりで、辞退締め切りの後に代役が立ったと知れたら示しめしがつかない。

　そこでリーフィアの父親はエーヴェルトに相談した。

　……ここでどうしてバザー主催者の一人であるシスティーナではなく、エーヴェルトに相談ということになるのか理解に苦しむが、なぜかリーフィア周りのことは彼にまず話を持っていくという謎なぞの暗あん黙もくの了りよう解かいが、両親と祖そ父ふ母ぼの間で成立しているらしい。

　とにかく、相談した結果、エーヴェルトやシスティーナの方からフィランをフィリーネの名前で参加させればよいと言われたらしい。これが決定打となり、フィランを城に向かわせるのを渋しぶっていたウェインティン伯爵夫妻も、許可しないわけにはいかなくなったようだ。

「何てこと……」

　リーフィアは思わず額ひたいに手を当てた。

　両親が渋るのも無理はない。ウェインティン伯爵家はリーフィアに続いてフィランまで身元を偽いつわれば、火ひ種だねを二つも抱かかえることになるのだ。

　確かにエーヴェルトやシスティーナのおかげでリーフィアの成りすましは王家承しよう認にんとなり、以前危き惧ぐしていたように罪つみに問われる心配はなくなった。けれど、周囲に秘密にしていることに変わりはなく、これがもしバレてしまったらウェインティン伯爵家の名前に傷がつくのは必ひつ至しだ。

　しかも本物のフィランの登場で周囲に秘密がバレる危険性はぐんと上がってしまった。

「もう、フィランってば何だってフィリーネの代役になりたいだなんて思ったの？」

　フィリーネほどではないが、フィラン自身もそう社交的とは言いがたい。兄弟きようだいの中で一番甘あまえん坊ぼうで人見知りもするタイプだ。客でも使用人でも屋や敷しきの中に他人が入ってきた時に一番警けい戒かいするのはフィランだし、その人に慣れるのも一番最後だ。

「だって、姉さま、ちっとも帰ってきてくれないんだもん」

　フィランは口を尖とがらせた。

「三ヵ月に一回は帰ってくるって言ったのに。一度だけしか帰ってきてくれないし！」

「そ、それは……」

　そう言われるとリーフィアは弱い。城に仕し官かんする際、三ヵ月に一度は帰き省せいするとフィランに約束したのだ。けれど、帰ったのは図書館司し書しよカミロに化けていたアーネル＝エフィロットを撃げき退たいし、大人の姿を取り戻せた直後の一回だけ。それ以降は身の安全のために城を出るわけにもいかず、約束を破やぶり続けていた。

「それには深い訳があってのことよ。手紙はしょっちゅう出しているでしょう？」

「手紙だけじゃなくて、姉さまと直接お話ししたいの！　でも父さまと母さまも『姉さまはしばらく城から帰ってこられないから、我が慢まんしなさい』って。だったらフィーが城に行けば会えると思ったの」

「だからといって他人に成りすますなんて……。私の時とは状況が違うのに」

　リーフィアがフィランの名前を借りて城に来て曲がりなりにも十ヵ月もの間周囲にバレずにすんでいるのは、中身が分ふん別べつのつく大人だからだ。「年の割りにはしっかりしている子ども」という周りの見方を崩さないように、発言だっていつも気をつけていた。

　けれど、フィランは違う。妹は外見と同じでまだ十歳だ。言げん動どうも同じ年頃の子より幼おさない。すぐにボロを出してしまうだろう。

　だからこそフォローできるようにシスティーナはリーフィアをフィランの世話役に任にん命めいしたのだろうが、それにしたって荷が重過ぎる。

「どうしよう。不安と嫌な予感しかしないわ……」

「まぁまぁ、今さらなかったことにはできないわ。それこそザクセン伯爵家の心証が悪くなってしまうもの」

　リリアンががっくりとうな垂だれるリーフィアを慰なぐさめる。システィーナの采さい配はいで、リーフィアの事情をよく分かっているリリアンも、フィランの世話係になることが決まっていた。それだけは不幸中の幸いだ。

　最初紹介された時は見知らぬ他人を警戒してリーフィアの腕にぎゅっとしがみついていたフィランだったが、リリアンの優しい笑顔にたちまち緊きん張ちようが解とけたらしい。今では少しぎこちないまでも笑みを返すようになっていた。この様子ならすぐに慣れるだろう。

「私もフォローするから頑張りましょう」

「ありがとうリリアン」

　頼もしい言葉にリーフィアは感謝の笑みを向けた。

　──そうよね、こうなってしまっては腹はらをくくるしかないわ。

　ところがそう思ったのもつかの間。

「フィラン、ちょっといい？」

　同僚の侍女に声をかけられた次の瞬間「はい！」と元気よく答えたのは、リーフィアだけではなかった。重なった二つの響ひびきに声をかけてきた侍女は目を丸くし、リーフィアとリリアンは顔を引きつらせる。

「……あ、間違っちゃった」

　あっけらかんとして笑う妹の姿に、リーフィアは前ぜん途と多た難なんを予感した。







「心臓がいくつあっても足たりない……！」

　令嬢たちが連れ立って別室に用意された昼食の席へ向かうのを見届けて、リーフィアは思わず机に突つっ伏ぷした。その横でリリアンが慰める。

「仕方ないわ、まだ子どもですもの」

　初日の予感は的中し、フィランは何度もリーフィアたちに心臓が縮ちぢむ思いをさせた。

　リーフィアのことを「姉さま」と呼ぶのはまだいい。「フィリーネ」から見れば年上の従姉妹なので不自然ではないからだ。

　問題は「フィラン」とリーフィアが呼びかけられれば代わりに返事をしてしまうし、反対に「フィリーネ」と呼びかけられても返事をしなかったりすることだ。これでは早々に不ふ審しんがられてしまうだろう。

　そのたびに誤ご魔ま化かしたり、助け舟を出したり言い訳したりと、二日目にしてリーフィアは精神力をごっそり削けずられていた。それなのに本人は姉の気苦労を知りもせず、間違えてもケロリとしている。

「それにしてもフィーちゃんはものすごく無む邪じや気きねぇ」

　リリアンが思い出したのか苦笑した。ちなみに彼女までなぜ「フィー」と呼んでいるのかといえば、フィリーネと呼んでもスルーしてしまうことが多かったので愛あい称しようを使うことにしたのだ。普ふ段だんからフィランは自分を「フィー」と呼んでいるため、違い和わ感かんはない。

　呼びやすくて親しみやすいためか、みんながそれに倣ならってフィーと呼ぶようになり、名前を呼ばれても気付かないという事じ態たいがちょっとずつ避さけられるようになった。

「リーフィア、リリアン。二人ともご苦労様」

　システィーナがクスッと笑いながら労ねぎらった。彼女が「フィラン」ではなく「リーフィア」と呼んだのは、ちょうどシスティーナの部屋には秘密を共有するこの三人だけしかいないからだ。侍女の半分は令嬢たちに付き添って食事の間へ行き、残りの侍女たちもシスティーナの食事の準備のため部屋を後にしていた。

「システィーナ様、どうしてフィランが『フィリーネ』として城に来ることを許可してしまったんですか？」

　リーフィアは顔をあげてシスティーナに問う。昨日から尋ねたかったのだが、なかなかその機会がなかったのだ。

　その質問にシスティーナは満面の笑みを浮かべて答えた。

「もちろん、リーフィアの驚いた顔を見たかったからよ」

「……は？」

「というのは冗じよう談だんで」

「え？」

「お兄様とわたくしがあの子を城に来させた理由は、あなたと会わせてあげたかったからなの。あなたが妹をとても気にかけていつも手紙を書いているのを知っていたから」

「システィーナ様……」

　まさか自分のためだったとは思わず、リーフィアは目を瞬まばたかせた。

「アーネル＝エフィロットに狙ねらわれているあなたはこの城を離れるわけにいかないわ。でもご両親やお祖じ父い様お祖ば母あ様と違って、社交界デビューもしていない妹さんが城に来る機会はないに等しい。だから、お兄様は今回のことを利用して、あなたと彼女が城で会えるようにしてあげたかったようよ」

　そこまで言うと、システィーナはふぅと息を吐はく。

「もちろん、わたくしの名前で特別に城に呼ぶという手もあったわ。でもフィランはもうここにいるのだから『フィラン・ウェインティン』は呼べないの。それこそ誰かの名を騙かたりでもしなければね」

「あ……」

　そうだ。どっちにしろフィランは誰かに成りすますことでしか城に来ることはできないのだ。リーフィアが「フィラン」を名乗る限り。

「それにわたくしが誰かを特別に呼び寄せたら、その人間は少なからず注目を浴あびることになるわ。それはさすがに困るでしょう？　でも協力者としてなら大勢の中の一人だし、これからバザーまで定期的に城に来ることは決まっているから、何度も顔を合わせる機会があるというわけよ」

「システィーナ様……」

　ではやっぱり今度のことはみんなリーフィアのためなのか。感かん激げきしかけたリーフィアだったが、続く言葉に脱だつ力りよくした。

「……とまぁ、建たて前まえはともかく、わたくしはとても満足よ。リーフィアのびっくりした顔を独ひとり占じめできたし。お兄様ったら、その場にいられないのをとても悔くやしがってね」

　ふふふと実に楽しそうにシスティーナは笑う。エーヴェルトとシスティーナは普段は仲が良いくせに、時々妙みようなとこで張り合うのだ。

　──本当にもう、絶対この兄妹は私を玩具おもちやだと思っているに違いないわ……。

　額に手をやってため息をついていると、システィーナの昼食の準備をするために部屋を出ていた侍女たちがワゴンを手に戻ってきた。

　王族一家は朝食と夕食は食堂室で一緒に摂とるが、昼食は公こう務むで時間が合わないことも多いため、私室で個々に済ませるようにしている。そしてシスティーナが食事をして、食後のお茶をゆっくり楽しんでいる間に、リーフィアたち侍女も交代で昼休みを取ることになっていた。

　侍女たちがテーブルに食器をセットしている間に、リーフィアとリリアンは退たい室しつしようとする。その時、システィーナが二人を呼び止めた。

「そういえばフィリーネのドレス選びは早々に終わったそうね」

「はい。私に体型が似ているので、ドレスの直しも苦労しないですみそうです」

　今日令嬢たちが城に来た目的は、バザーの当日身につけるドレスを選ぶことだった。そのドレスはこの一年王妃やシスティーナの侍女たちがデザインを起こし、城で雇やとわれているドレス職人やお針はり子こたちがせっせと作り上げてきたものだ。

　けれど、モデルの体型に合わせて作ったわけではないため、まずは体型に近いものから数点選び、かつどのくらいドレスの調整や縫ぬいなおしが必要かを確認しなければならなかった。これが毎回骨の折れる作業なのだという。

　ところがフィランはリーフィアの体型とほぼ変わらないので、彼女をモデルにして作ったドレスをほぼ直すことなく着ることができた。

　あとはどれを着るか選ぶだけだが、フィランは白はく銀ぎんと淡い金髪という若じやつ干かんの髪色の違いはあれど大人のリーフィアと顔立ちは似ているし、瞳の色も同じだ。

　リーフィアにしてみたら自分が似合うドレスを、リリアンにしてみれば見慣れている友人の色しき彩さいに合うものを選べばいいだけのこと。そのためあっという間にフィランに似合うと意見が一いつ致ちしたドレスを選び終えてしまったのだ。

「ならば午後はフィリーネを連れて城を案内してあげなさいな。ここにいたって暇ひまを持て余あましそうだもの」

「はい、システィーナ様」

　リーフィアはシスティーナの気き遣づかいに感謝しながら頷うなずいた。




　午後になり、食事を終えたフィランを連れてリーフィアは部屋を出る。リリアンは姉し妹まい二人きりにさせてあげようと、システィーナの部屋に残っていた。

「すごい、こっちのお庭にも噴ふん水すいがある！」

　回かい廊ろうから見える中庭を見下ろして、フィランは感かん嘆たんの声をあげる。リーフィアたちの住まいであるウェインティン伯爵邸ていも大きいが、城はそれとは比べ物にならないほど広大で、豪ごう華かだ。リーフィア同様、めったに実家から出ることのないフィランが見るもの聞くもの珍しがるのも無理はない。

「姉さま！　お城すごいね、広いね！」

　フィランは大好きな姉と一緒に散歩ができて上じよう機き嫌げんだ。よく実家でもこうして二人で手を繫つないで庭を散さん策さくして回っていたことを思い出す。花の名前を言い当てっこしたり、庭師の許可を得て食堂室に飾る花を摘つんだりした。

　このはしゃぎぶりを見ると、リーフィアがいなくてずっと寂さびしい思いをさせていたようだ。

　申し訳ない気持ちで握る手にぎゅっと力を入れると、フィランも小さな手でぎゅっと握り返してくる。

　思えば八年前、アーネル＝エフィロットによる魔法で姿を変えられ、みんなが腫はれ物ものに触さわるような扱いをしていた中で、屈くつ託たくなくリーフィアに笑いかけ、抱きついてくれたのは妹だけだった。もちろん、当時まだフィランはハイハイを始めたばかりの赤ん坊に過ぎなくて、以前のリーフィアを覚えていなかったのも大きいだろう。

　けれど、孤こ独どくにさいなまれる中、リーフィアの顔を見れば笑顔で駆け寄って来てくれる妹にどれほど心が救われたことか。不安に眠れずにいた夜、怖こわい夢を見たと言って、リーフィアのベッドにもぐり込んでくる妹の温かい身体からだに、どれほど慰められたことか。

　そのフィランより年下になりたくなくて、頼れる「姉さま」でいたくて、どうにか魔法を解かい除じよしようと思ったのが全てのきっかけだった。

　今ここにこうしてリーフィアが立っていられるのは、フィランのおかげだ。

「……ごめんね、フィラン。なるべく早く家に帰れるように、姉さま頑張るから」

　立ち止まって宣言するように言うと、フィランはぱぁと笑った。

「うん！　早く戻ってきてね、姉さま！」

「ええ。さぁ、次はどこへ行く？　フィランも本が好きだから図書館にでも行く？　ここから少し離れているけれど」

「図書館？　行きたい！」

「じゃあ、行きましょう」

　リーフィアはフィランの手を握りながら、再び歩き出した。

「お、フィラン。今日は可愛らしい連れがいるね」

　廊ろう下かですれ違った知り合いの兵士が声をかけてくる。

「従姉妹なんです。今度のバザーの協力者の一員なんですよ」

「ああ、バザーの。小さいのにすごいねぇ」

　フィランは兵士の姿を見ると、さっとリーフィアの後ろに隠れてしまっている。リーフィアは苦笑した。

「すみません、人見知りするんです」

「俺らはこんな格好だから、怖がる女の子も中にはいる。慣れているよ」

　兵士は腰に差した剣を示して気にする様子もなく笑い飛ばすと、手を振ってその場から離れていった。

「フィラン。ここの人たちはみんな良い人たちだから、怖がる必要ないからね」

「うん……」

　と言いつつ及および腰ごしなのは、やはり兵士が剣を持っていたからだろう。

　フィランは城に来るまで兄のリード以外、兵士を見たことがないのだ。リーフィアは祖そ父ふの開かい催さいした誕たん生じよう会かいで警けい備びの兵士を見たことがあったし、リードの剣の練習風景も何度も見ているため恐きよう怖ふ感かんはない。けれど、フィランはリードたちが練習試合で立てる剣けん戟げきの音ですら怖がっていた上に、城にいるのは見知らぬ兵士ばかりなので怯おびえるのも無理はなかった。

　ただ、バザーの警けい護ごには大勢の兵が借り出されることになっている。姿を見るたびに怯えてみんなの足をひっぱるわけにはいかない。

「少しずつ慣れていこうね、フィラン」

　言いながらフィランの手を引き、別の回廊に差しかかったところで、リーフィアは再び足を止めた。中庭を挟はさんだ向こう側によく見知った姿があったからだ。

　エーヴェルトとブラッドリー、それに文ぶん官かんが一人、回廊で立ち話をしている。

　おそらく移動途中で声をかけられたのだろう。エーヴェルトは文官が手にしている書類らしきものを覗き込んで何事か指示しているようだ。やがて文官が頷き、一礼をして離れていく。

　その姿を見送り、歩き出そうとしたエーヴェルトは向かい側にいるリーフィアに気付いて笑顔になった。ドキンと自分の心臓が一ひと際きわ大きな音を立てたのを感じた。

　フィランが警戒してさっとリーフィアの背中に隠れる。

「リーフィア！」

　長い脚をさっそうと運び、エーヴェルトはあっという間に目の前にやってきた。その数歩後にブラッドリーが続く。

「エーヴェルト殿でん下か。こんにちは」

「こんなところで会うなんて。シスのお遣つかいかい？」

　にこにこと笑いながら抱っこするために屈かがもうとしたエーヴェルトは、その時ようやくリーフィアの背中から自分を窺うかがっている少女に気付いたらしい。

「おや。可愛いお客さんがいるようだね」

「フィラン。エーヴェルト殿下よ。隠れてないでご挨あい拶さつして。殿下のおかげでフィランはお城に来られるようになったんだから」

「……」

　背中を振り返ってリーフィアは促うながすが、フィランは警戒しているのかなかなか出て来ない。

「フィラン！　……すみません、殿下。人見知りする子で」

　慌てて謝ると、エーヴェルトは笑いながら首を横に振った。

「いいんだよ。まだ小さいのに見知らぬ他人ばかりのところに来たんだから、無理はない」

「でも城に来た以上は、まだ子どもだからといって無ぶ作さ法ほうは許されません。フィラン、ちゃんとご挨拶しなさい」

　めったにない姉の命令口調に背中でビクッとフィランが震ふるえた。それに気付いたエーヴェルトがリーフィアの頭の上に手を置いて撫でる。

「大丈夫、僕にまかせて」

　そう言うと、エーヴェルトは片かた膝ひざを床につけ、二人の目線と同じになるように屈むとフィランに向けて柔やわらかい笑みを浮かべた。

「リーフィアは怒っているわけじゃないから、大丈夫だよ。恥ずかしがらずに出ておいで？」

　その優しい口調に、隠れていたフィランがリーフィアの背中から顔を出し、エーヴェルトを窺う。エーヴェルトは両手を差し伸べながら語りかけるように言った。

「君はリーフィアが、お姉さんが大好きなんだね。僕もだよ。君のお姉さんが大好きなんだ。だから君とは仲良くなれると思うんだけど、どうかな？」

　蕩とろけるような笑みを向けられたフィランはエーヴェルトをじっと見つめた後、少しだけ頰ほおを染そめて「うん」と頷くと、驚いたことに自分から姿を現した。そしてためらいもなくエーヴェルトの両手に身を預け、大人しく抱っこされる。

　これにはリーフィアも啞あ然ぜんとなった。なぜならフィランは男性に対しては人一倍人見知りするたちで、二年間もリーフィアの家庭教師を務めたイーヴ先生には結局最後まで懐なつかなかったからだ。そのため、引き続きフィランの家庭教師をしてもらおうと思っていたのを諦あきらめ紹介状を渡して辞やめてもらったのだ。……もっとも、そのイーヴ先生はアーネル＝エフィロットが化けた姿で、結果的にはフィランの人見知りが役に立ったわけだが。

　身体を起こしたエーヴェルトはフィランを抱いたまま目線を合わせて微笑んだ。

「フィラン、だったよね。僕はエーヴェルト。この国の王子をしている者だ」

　その言葉にフィランはパァと笑顔になった。

「フィー、知ってる！　王様たちの肖しよう像ぞう画がと一緒におうちに飾ってあるもの。物語に出てくる王子様みたいだって、母さまや姉さまたちと話をしていたの」

　あれほど異い性せいに対しては警戒するフィランが、あっという間にエーヴェルトに懐なつく姿をリーフィアは驚きながら見ていた。その視線に気付いたエーヴェルトがリーフィアを見下ろして笑う。

「大丈夫って言っただろう？　僕は子どもと動物には好かれる性た質ちなんだ」

　──それに女性にもね！

　リーフィアは心の中で付け加えた。なぜか胸の奥がざわついてムシャクシャしていた。そんなリーフィアを他所に、二人の会話は続く。

「物語の王子様みたいだって？　それは光栄だな。ではお姫様は君かな？」

「えー？　お姫様というのは大きい姉さまみたいな人のことを言うのよ。お姫様はこんなんじゃないもん。フィー、家族で一番醜みにくいもん」

　フィランは小さな口をすぼめて、自分の頰に散ったそばかすを指す。白い肌に散らばる小さな茶色の斑はん点てんはフィランの劣れつ等とう感かんの原因だ。

　醜いなどと自分では言っているが、フィランは美男美女の誉ほまれ高い両親の血を引くだけあって、とても可愛らしい容よう姿しをしている。姉の欲よく目めかもしれないが、今回の令嬢の中で容姿の点ではピカ一だとリーフィアは思っていた。

　だからこそ、よけいに嫉しつ妬と心しんを買うのだろう。「あのそばかすがなければねぇ。本当、残念ね」などと心無い親類たちがことさらにあげつらうため、すっかりフィランは自分を可愛くないと思い込んでしまった。

　そんなことはないと家族は慰めるけど、誰一人としてそばかすがないものだから、フィランは信じられないのだ。けれど、リーフィアは確信をもって言える。成長すればフィランは誰よりも美しく花開く女性になり、そばかすのことなどは笑い話になるに違いない。

　エーヴェルトはフィランと目線を合わせて優しく笑った。

「そばかす？　とても愛らしいじゃないか。むしろ君のチャームポイントだと思うな」

「……本当？　愛らしいと思う？」

「とても愛らしくて可愛いと思うよ」

「理想の王子様」に笑顔でそんなことを言われて落ちない女性がいるだろうか？

　十歳のフィランも例外ではなく、あれだけ家族が言ってもだめだったのに、コロッとエーヴェルトの言葉に陥かん落らくした。

「うん！　そばかすはフィーのチャームポイントだね！」

　嬉しそうに笑うとフィランはぎゅっとエーヴェルトの首に抱きついた。

　リーフィアは複ふく雑ざつな思いでそれを見つめて呟く。

「……ああいうのを女タラシと言うのかな？」

　妙に胸の中がもやもやしていた。

　──フィランってば、家族の言葉より会ったばかりの人の言葉を簡単に信じちゃうの？

　──殿下も、可愛いだの愛らしいだのよくもペラペラ口に出せちゃうものだわ。

　もちろんフィランがこれでそばかすのことを気にしなくなるなら嬉しい。でも、釈しやく然ぜんとしなかった。怒っているわけでも悔しいわけでもないのに、嫌だと思っている自分がいて持て余してしまう。

「いや、人タラシって言うんだろうさ」

　いつの間にかリーフィアのすぐ横にいたブラッドリーが苦笑しながら答える。

「まぁ、あれも才能だろうな」

　それからブラッドリーはリーフィアを見下ろすと、にやっと笑った。

「何だか渋い顔してるな、リーフィア。嫉妬かな？」

「嫉妬？　ち、違いますよ！」

　ブンブンと勢いきおいよく首を横に振る。

　そう。嫉妬などしていない。

　──だいたい、誰に嫉妬するというの？　簡単にフィランの警戒心を解いてしまった殿下に？　それともああして殿下に抱っこしてもらうフィランに？

　確かに今まで子どもはこの城に自分しかいなくて、ああしていつも抱き上げてもらっていたのは自分だけで。すっかりそれに慣れてしまっていた自分がいるけれど、だからといって、妹に嫉妬なんかしない。

「嫉妬なんてしていませんから！　ただ、ただ……」

　リーフィアはそこまで言って唇くちびるを嚙かむ。

　……そう、ただリーフィアは、自分のことなど忘れたように仲良さそうに話す二人に、置いていかれたような気分になっているだけなのだ。

「まぁ、そういうことにしておいてやろうな」

　ニヤニヤ笑いながらブラッドリーはリーフィアの頭をポンポンと軽く叩たたく。訳知り顔が妙に腹立たしくて、その手を払いのけた時だった。回廊に二人連れの女官が現れる。どこかへ荷物を運んでいるようだ。

　二人はすぐにリーフィアとブラッドリー、そしてその先にいるエーヴェルトとフィランに気付いて足を止めた。

「み、見て。殿下が小さな女の子を嬉しそうに抱き上げてらっしゃるわ」

「うわぁ。やっぱりあの噂うわさは本当なの？」

「そうとしか思えないわね……」

「幼児性愛ロリコ……」

「しっ。それは口にしちゃだめよ！」

「ショックだわ……私たちの殿下が……」

　回廊だと音が響くため、彼女たちはとても小さな声で話をしているつもりだろうが、その声はしっかりリーフィアたちの耳に届いていた。

　どうやら更なる誤解を与えてしまったらしい。ブラッドリーと顔を見合わせ、二人は同時に苦笑いを浮かべた。

　彼女たちがそう思うのも無理はない。リーフィアだったらいつものことだと言えるが、また別の少女を抱っこしている上に、笑顔でぎゅっと首に抱きつかれているのだから。

　──幼児性愛病者ロリコンだと思われても自じ業ごう自じ得とくだわ。

　少しだけ意い地じ悪わるな気持ちになったリーフィアだったが、次の女官たちの会話で聞き覚えのある名前を聞いて思わず振り返っていた。

「大丈夫。私たちにはまだリード様がいるじゃないの」

「でもリード様は国こつ境きよう警けい備びの任についてらしてあと一年も帰ってこられないじゃないの」

「それがね、ついさっき聞いたんだけど、リード様、城に戻られるそうよ」

「え？」

　──城に戻ってくる？

　その瞬間、リーフィアの頭の中からエーヴェルトたちのことが頭から吹き飛んだ。

「ほら、国境警備団は年に一度、状況を直接報告する義ぎ務むがあるじゃない？　それがどうやら代理人ではなくて、団長のリード様自みずからがいらっしゃる予定らしいのよ」

「まぁ、では久しぶりにリード様のあの凜り々りしいお姿が見れるのね！」

　女官たちは別の通路を通ることにしたらしく、そう言いながら回廊から離れていく。二人の後ろ姿を見送ったリーフィアは呆然と呟いた。

「どうしよう。リード兄さまが帰ってくるなんて……」

　彼女たちが話題にしていたのは、リーフィアの兄で国境警備団の団長をしているリード・ウェインティンのことに違いない。

　実はリーフィアがフィランの名を騙って城に勤めていることも、半分だけとはいえ魔法の解除に成功して大人の姿を取り戻せたことも、リードと弟のレインには伝えていない。リーフィアに対して必要以上に過か保ほ護ごな二人が、城勤めに強きよう固こに反対するのは目に見えていたからだ。

　特にリードはそうだ。リーフィアを自分たち家族の手で護まもることに固こ執しつしている兄は、真ま面じ目めで頭が固い分納なつ得とくさせるのが難しい。リーフィアが今こうして家を出て城に勤めることができるのは、リードがちょうど国境警備の任で家と城を離れていたから可か能のうだったのだ。

　これがレインならまだ説得しようもあるが……。今は貴族子し弟ていが通う学園に寄き宿しゆくしていて家を離れている弟はなんだかんだ言ってもリーフィアには甘あまいのだ。

「リード兄様……王都に戻ってくるなら、家にも寄るわよね……マズイわ」

　リーフィアの呟きを聞いたブラッドリーが尋ねる。

「そういえば、リードや親類にはリーフィアが屋敷にいないことをなんて説明しているんだ？」

「療りよう養よう地ちにある別宅に行っているってことになってます。リード兄様と弟への手紙はわざわざそこから届けてもらっているんです。だから、誤魔化せていたんですが……」

「元々家にいないことになっているなら、城でばったり会わなければそのまま誤魔化せるんじゃないか？　兵士や騎き士したちの宿舎や訓練所は離れたところにあるし、警備兵と違ってリードのような上級騎士が立ち寄る場所は限られている。そこに近寄らないようにすれば、王女の侍女であるリーフィアが顔を合わせることもないだろう。リードも女性が多くいる場所にわざわざ近づかないだろうしな」

　ブラッドリーの言うことももっともだ。リードは女性に騒さわがれるのを嫌きらっているので、城では女性が多く集まる場所は避けているらしい。リーフィアの職場のような侍女や女官がたくさんいる場所などもっての他だろう。

「そ、そうですよね」

「大丈夫だよ」

　二人の会話を聞いていたらしいエーヴェルトが、フィランを下ろしながら言った。

「もしリードにバレても、僕が何とかしてあげるから」

「殿下……」

「リード兄さま、帰ってくるの？」

　床に足をつけながらフィランが問いかけるようにエーヴェルトを見上げた。

「ああ。近々リードが報告に戻ってくるって連絡があったようだ。急で将しよう軍ぐんたちも驚いているらしい。年に一度の報告時期はもう少し先のはずだからね」

　その言葉にリーフィアはまたも嫌な予感を覚えた。きっちりしているリードが報告時期を間違えるはずはない。

「心配しないで」

　エーヴェルトはリーフィアの頭に手を置いて優しく撫でた。

「さっきも言ったけど、もしリードにリーフィアのことが知れても僕が口ぞえするから。何も心配しなくていい」

「……はい」

　頭を撫でる温かな手のひらの感触。それを妙に面おも映はゆく思いながらリーフィアは頷いた。

　──そうよ。もし兄様にバレても、王子である殿下が説得してくれれば大丈夫。

　……そう、エーヴェルトがいれば。




　リードの登場がフィランの時とは比にならない嵐と混乱をもたらすことになろうとは、この時のリーフィアには知るよしもなかった。
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　その頃、魔法使いの塔とうにあるラディム＝アシェルの研究室に、小箱を手にしたルドルフが入ってきた。

「師し匠しよう。例のものが届いたっス！」

　机から顔をあげたラディム＝アシェルがボソっと言った。

「……見せて」

「了解っス」

　乱らん雑ざつに物が置かれたラディム＝アシェルの机の上にその小箱を乗せると、ルドルフは蓋ふたを開ける。箱の中には柔らかい布に包まれた親指ほどの大きさの赤い石が入っていた。

　柘榴ざくろ石いしと呼ばれるその石を指で摘つまみ上げたラディム＝アシェルは、目を覆おおい隠す前髪の向こうから石をしげしげと見つめ、大きく頷く。

「純じゆん度どが高くてほどよく大地の魔力が染み込んでいる。これなら大丈夫だ」

「よかったっス。師匠が塔を離れる前に加工が間に合うっスね」

「ん」

　半月前からラディム＝アシェルはフィールドワークで各地に散っている魔法使いにこの石を探させ、見つけ次第塔へ送るように命めいじていたのだ。

「この大きさだと指輪じゃなくて、耳飾ピアスがいいっスかね？」

「そうだね。指輪ほど目立たなくて、常に身につけられるから、ピアスがいい」

「さっそく加工に回しますっスね」

　ラディム＝アシェルから石を受け取り小箱に収めると、それを手にルドルフは扉に向かう。けれどその途中でふと足を止め、不安そうに振り返った。

「これでいざという時にあいつの目を誤魔化せるっスかね？　古代魔法が得意なら、気付いてしまわないっスか？」

　ややあってからラディム＝アシェルは口を開いた。

「得意だからこそだ。鉱こう物ぶつには多かれ少なかれ大地の魔力が染みついている。リーフィアに渡したムーンストーンも同じで、微び量りようながら大地の魔力を有している。けれど、あそこに溜ためられ放たれている月の魔力のせいで目立たず判はん別べつしにくい」

　ラディム＝アシェルは日頃の無口さとはうって変わり、滑なめらかな口調で言葉を紡つむいでいく。

「自然の魔力の気配に聡さといからこそ、大きくて強力な月の魔力に目がいってしまい、鉱物の発する小さな大地の魔力など気にも留めないだろう。そこに僕らがつけ込む余地がある」

　そこで言葉を切った後、ラディム＝アシェルは椅子から立ち上がった。

「ルドルフ。アーネル＝エフィロットは強い。リーフィアにかけた守護の魔法をあっさり破は棄きされたことから見ても、現代魔法にも長たけているのは明らかだ。いくら結界で城を覆っても、リーフィアの守りを強化しても、何らかの方法で破られるだろう。用心に用心を重ねても絶対じゃない」

「師匠……」

「だから、その石は彼女を守る最後の砦とりでだ。必要にならないことを祈いのるけれど……」

　ルドルフはきゅっと口を結び、力強く頷いた。

「分かったっス。最高のものを作ってみせるっス！」

　部屋を出て行くルドルフを見送った後、ラディム＝アシェルは窓へと足を運び、窓ガラス越しにじっと外を見つめた。
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　この日、フォルシア城に向かう道を疾しつ走そうする騎き影えいが二つあった。

　やがて城門に到とう着ちやくした彼らは門の前で警けい備びにあたっている兵士たちに言った。

「俺だ。国こつ境きようの砦とりでより戻った。開門を頼む」

　男は被かぶっていたフードを払はらう。現れたのは濃こい金きん髪ぱつに青い瞳ひとみをした整った顔立ちの青年だった。

　常つねにない来らい城じよう者しやに警戒し、今にも武器を突きつけようとしていた兵士たちは、見知った顔に仰ぎよう天てんした。

「ウェインティン第二師し団だん長ちよう!?」

「グレイン副団長も？　まさか今日おいでになるとは露つゆ知らず……」

「先さき触ぶれを出したのだが、どうやら途中で事故があったようで間に合わなかったようだ。こちらの不ふ手て際ぎわですまない」

「いえ、とんでもないです。失礼しました。すぐに門を開けます。おい、ウェインティン第二師団長のご帰き還かんだ！　門を開けろ！」

　兵士は門の内側に向かって声を張り上げる。扉とびらの内側で何人かの慌あわてたような声がした後、大きな木の扉がギギギと鈍にぶい音を立てて開かれていった。

「どうぞお通りください」

「ありがとう」

　男は礼れい儀ぎ正しく兵士に向かって礼を述のべると馬を進ませ、アーチ状の城門をくぐっていく。そのすぐ後をもう一人が続いた。

「ウェインティン師団長、グレイン副団長、お帰りなさい！」

　中に入ると前庭にいた兵士たちが次々と声をかけてくる。

「皆も元気そうで何よりだ」

　真ま面じ目めな顔で兵士たちに応じながら馬を下りると、兵士の一人が進み出て馬の手た綱づなを摑つかみながら二人に言った。

「馬たちは我々が厩きゆう舎しやに連れて行って世話をします。団長たちは報告に行ってください」

「すまない。よろしく頼む」

　兵士に馬をまかせると、二人は将しよう軍ぐんの執しつ務む室しつがある上級騎き士しの宿舎へ向かった。

「まずは将軍閣かつ下かのところへ帰還の報告ですね。その後は──」

　副団長のグレインの言葉をリード・ウェインティンは遮さえぎる。

「その後の細かい報告はお前にまかせた。俺は他にやるべきことがある」

　グレインは心こころ得えたとばかりに笑った。

「了りよう解かいしました。あとはおまかせを」

「頼む」

　リードは頷くと、ちょうど廊ろう下かを通りかかった文ぶん官かんに声をかけた。

「すまない。エーヴェルト殿でん下かがどこにおられるかご存ぞん知じか？」
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　リーフィアはすっかり油ゆ断だんしていた。

　兄リードの城への帰還を聞いた瞬しゆん間かんは動どう揺ようしたが、帰ってくる時期も不明で、実家からの連絡も特になかったからだ。だからまだまだ先のことだろう──そう思い込んでいた。

　リードの噂うわさを聞いてから三日経たったこの日の午後、リーフィアは図書館にいた。システィーナの話し相手として仕し官かんしたので、基本的に主あるじが公こう務むの時は自由時間になることが多い。

　そういう時は他の使用人の仕事を手伝ったり、先せん輩ぱいの侍じ女じよたちから刺し繡しゆうを習ったりしているが、この日はみんなが忙しそうで、自分がいるとかえって邪じや魔まになりそうだった。それで暇ひまを持て余して図書館に行くことにしたのだった。

　フォルシアの図書館は広くて蔵ぞう書しよもたくさんある。リーフィアは八年間実家で引きこもり生活をしていたため、多くの時間を本を読んで過ごしていた。外に出られないリーフィアにとって、色々な知識を与えてくれる本は宝物に等しかったのだ。

　だからこの広大な図書館に通うことは、リーフィアにとって心躍おどることだった。……最初の頃は。

　城に勤つとめ始めた当初は、月魔法についての資料を探していたこともあって、ほぼ毎日のように図書館に通っていた。でも今はその頻ひん度どはだいぶ落ちている。

　ここに来るとどうしても「カミロ」とこの場所で起こった戦いのことを思い出してしまうからだ。

　カミロとは、リーフィアがこの図書館で知り合った司し書しよだ。気の好よい青年で、リーフィアは友だちだと思っていた。けれど、実はカミロという名前の人間は存在せず、アーネル＝エフィロットが化けた姿だったのだ。

　カミロだけではない。実家でリーフィアに勉強を教えてくれていた歴代の家庭教師は全てアーネル＝エフィロットが成りすましたものだった。そんなふうに、アーネル＝エフィロットは姿を変え名前を変え、人格すらも変えてリーフィアの傍そばでずっと監かん視しをしていた。

　そのことを思い出すと今でもリーフィアは頭をかきむしりたくなる。自分を子どもの姿に留とどめた元げん凶きようがずっと自分のごく身近にいたのだ。

　リーフィアにとって図書館は「カミロ」と深く結びつく場所だ。戦せん闘とうで焼けてしまった部分は修理されてすっかり元に戻っているが、前のように図書館がワクワクする場所ではなくなってしまった。

　今日もやはり居い心地ごこちの悪さを感じてしまい、リーフィアは目当ての本を借りると早々に退たい散さんして近くの中庭に行くことにした。そこでは、エーヴェルトの拾ってきた犬たちが放はなし飼がいにされている。みんな行ぎよう儀ぎが良く人ひと懐なつこくて、その犬たちと遊ぶのがリーフィアにとっても憩いこいになっていた。

　図書館を出て中庭に足を踏み出すと、リーフィアの姿に気付いた犬たちが大喜びで駆け寄ってくる。

　中でもリーフィアと同時期に城にやってきてすっかり仲良くなった犬たちは大興奮でリーフィアに飛びかかり、ひとしきりジャレついた後も、足元で気を惹ひくようにピョンピョン跳はねた。しゃがんで頭を撫なでてやると他の犬たちも我も我もと手に頭を押しつけてくる。

「だいぶ大きくなったわね」

　リーフィアは順番に撫でながら微笑ほほえんだ。

　最初は子犬だったのに、もうすっかり成せい犬けんと言ってもいいくらいに成長している。動物の成長はとても早いのだ。

「私はまったく変わらないのにね」

「リーフィア！」

　思わず呟つぶやいた言葉は、不意に中庭に響ひびいた声にかき消された。慌てて振り向くと、中庭に入ってくるエーヴェルトとブラッドリーの姿があった。

「君も犬たちに会いにきたんだね」

　彼らに気付いた犬たちの熱ねつ烈れつな歓かん迎げいを受けながら、エーヴェルトはリーフィアのもとへと歩いてくる。

　動物好きだと公こう言げんしているだけあって、エーヴェルトは公務の合間によくここへ顔を出す。そのため、彼とリーフィアはこの場でばったりと顔を合わせることも多かった。

「こんにちは殿下」

「今日はフィランはいないのかい？」

　言いながらエーヴェルトはいつものように手を伸ばし、リーフィアを抱っこした。大人しく抱き上げられながらも、リーフィアは釈しやく然ぜんとしない。

　──最初に尋たずねるのがフィランのことなの？

　もやもやしながらリーフィアは答える。

「今日はフィランたちが城に来る日じゃないんです。次は五日後です」

　初日と次の日は顔合わせとドレス選びのために連日来てもらったが、その後の二ヵ月間は、週に一度の頻度で来城し、ドレスのサイズ合わせや当日の動きの確認などを徐じよ々じよにしていくのだ。

「そうか、そう頻ひん繁ぱんではないんだね。残念だ」

　本当に残念そうにエーヴェルトは呟く。

「……やけにフィランのこと、気にしますね」

　リーフィアはすぐ目の前のエーヴェルトの顔を胡う乱ろんげに見つめた。

　外見は子どもでも中身は大人のリーフィアはともかく、フィランは外見も中身も完全に子どもだ。出会ったばかりの幼い子どもをこんなに気に入るなんて……まさか本当にこの人は幼児性愛病者ロリコンなのだろうか？

　にわかに芽生えた疑ぎ惑わくに、リーフィアの心が波立つ。

　──前にエーヴェルトは好きと言ってくれたが、あれは子どもの姿だったからだろうか？

　──それより自分は、姉としてエーヴェルトの魔まの手から妹を救うべきなのだろうか？

　冷静になればそんなわけがないと分かるのだが、混乱してぐるぐると余計なことを考えてしまう。

　ところがエーヴェルトはリーフィアの混乱も疑いもあっさり吹き飛ばすような言葉をさらっと口にした。

「君の妹だからね。そりゃあ、気になるよ」

「私の妹、だから？」

　思いもかけないことを言われてリーフィアは目を丸くする。エーヴェルトはにっこり笑った。

「将しようを射いんと欲ほつすればまず馬を射よ、ってね。妹さんに嫌きらわれるより好かれた方が色々有利だと思わないかい？」

「え？」

　一体何を言っているのかとっさに理解できなかった。どういう意味だろうか？

「フィランが来てなくて残念だって言ったのは、せっかく君と会えるように城に来てもらったのに、あまり頻繁に来られなくて残念だって意味だよ。本当はもっとゆっくり姉し妹まいで会える場所と機会をあげたかったんだけど、今の状況だと難むずかしいからね」

　──フィランが気に入ったからじゃなくて、全部私のため……？

　目を見開くリーフィアに、エーヴェルトは優しく微笑んだ。

「フィランは確かに可か愛わいいと思うけど、僕にとっては君が一番なんだ。それを疑わないで」

「エーヴェルト、殿下……」

　甘あまい光を浮かべた碧あおい瞳に至し近きん距きよ離りから見つめられ、リーフィアの頰ほおが赤く染まった。

　それを離れたところから見守りながらブラッドリーが苦笑する。

「傍はたから見たら、幼児性愛病者ロリコン認定間違いなしだな」

　二人の世界を作っている本人たちはまったく気付いていないが、成人男性が十歳児を抱き上げ見つめ合っている姿は他人から見ればかなり異常な光景だった。

　現にちょうど中庭に足を踏み入れようとした男は、全身を硬こう直ちよくさせ、次にぎゅっと眉まゆを寄せた。

「君が大人でも子どもでもどっちでもいいんだ。僕にとって君は君……」

「エーヴェルト殿下」

　突然中庭に響いた声に、エーヴェルトの言葉が止まった。ブラッドリーはハッと声のした方を振り返る。そして回かい廊ろうから中庭に足を踏み出して向かってくる男の姿を認めて目を見開いた。

　一方、リーフィアはその声を聞いたとたんエーヴェルトの腕の中で硬直していた。聞き覚えのある声に、嫌いやになるくらい相手の見当がついてしまったからだ。

「久しぶりだな、ブラッドリー」

　再び聞こえてくる淡たん々たんとした声にリーフィアは声の主を確信し、さぁっと血の気が引くのを感じた。

　男の立てる足音がだんだんリーフィアとエーヴェルトに近づいてきている。唯ゆい一いつの救いは男が来る方向からはリーフィアの姿はエーヴェルトの陰かげになって完全には見えていないことだろう。

　リーフィアはその男が自分に気付かないままでいることを天に願った。

「殿下。お久しぶりでございます。このたび、国境の砦から戻りましたのでご挨あい拶さつに伺うかがいました」

　抑よく制せいの利きいた男の声が響く。

「やぁ、久しぶりだね、リード」

　エーヴェルトはリーフィアを抱っこしたままくるりと振り返った。

「ぎゃっ！」と心の中で叫さけびながらリーフィアは顔を見られないようにエーヴェルトの首にぎゅっと抱きつく。それを見たリードの眉まゆがピクリとあがったが、背中を向けているリーフィアには幸か不幸か見ることはできなかった。

　──私はただの子ども。リーフィアでもフィランでもなくて、城に勤めているただの子どもよ！
















　一生懸けん命めい自分に言い聞かせる。まるでそう思えばリードにバレることなくこの場を切り抜けられるとでも言うように。

　そんなリーフィアの背中を宥なだめるように撫でながらエーヴェルトはリードに言った。

「今日帰き城じようする予定だったとは知らなかったよ」

「……申し訳ありません。城に来る途中実家に立ち寄った際に、多少ゴタゴタがありまして、先触れを出すのが遅れました。私の不手際です」

　背中に刺さすような視線を感じるのは気のせいだろうか？

　ぶるっとリーフィアは震ふるえた。

「いや、気にしていないよ。それより久しぶりの実家ならもっとゆっくりしていればよかったのに」

「いえ。休きゆう暇かではありませんので。一刻も早くこちらに伺うのが筋すじというものです」

　リードもエーヴェルトも口く調ちようはいつもと同じなのに、なぜか一いつ触しよく即そく発はつの緊きん張ちようした空気が漂ただよっているように感じた。

　もちろんそれは気のせいなんかではなく、ブラッドリーは表面上は静かに交かわされている会話をハラハラしながら見守っていた。

「定期の報告にしてはいささか早い気がするが、何かあったのかい？」

「国境は特に問題ありません。今回は定期報告とはまた別の件で戻ってまいりました」

「別の件とは」

「……私の妹のことです」

　ビクッとリーフィアは震えた。

「妹さん？」

「はい」

　頷いてからリードが仕掛けた。

「ところで殿下。殿下の腕の中にいるのは私の下の……いえ、上の妹ですよね」

　その言葉でリーフィアはリードに何もかもバレているのを悟さとった。冷や汗がどっと背中を流れていく。

　──マズイ、すごくマズイ！

　リーフィアの脳のう裏りに無理やり実家に連れ戻される図が浮かび上がり、ずんと胸が重くなるのを感じた。

「妹はまだ子どもで、殿下のお手を煩わずらわせるには及びません。私にお渡し願えますか？　家に連れて帰りたいと思います」

　とても礼儀正しい口調だったが、要するに今の言葉を意訳すると「家に連れて帰るから、とっとと妹を返せ、この幼児性愛病者ロリコン殿下め」とでもなるだろうか。

「煩わせるだなんてとんでもない。僕の意思でこうしているんだ。それに彼女が子どもじゃないのは君にも僕にとっても明らかなことだと思うけれど？」

　リーフィアをぎゅっと抱き寄せながらエーヴェルトが朗ほがらかに答える。こっちの意訳は「渡すものか。外見は子どもでも中身は大人なのだから幼児性愛病者ロリコンには該がい当とうしない。君もわかっているだろう？」あたりか。

　きゅっと口を引き結び、リードは今度はエーヴェルトの腕の中にいるリーフィアに向かって言った。

「リーフィア。お前はここにいてはいけない。家に帰るぞ」

　だが答えたのはリーフィアではなく、エーヴェルトだった。

「それは許可できないね」

「……エーヴェルト殿下」

　リードの纏まとう冷気が一気に氷ひよう点てん下かに下がった。その時、緊きん迫ぱくした空気をどうにかしようと思ったのか、ブラッドリーが口を挟はさんだ。

「リード。お前国境にいたのに、なぜ妹のことを知ったんだ？」

「……軍にいる友人から手紙が届いたんだ」

　ふぅとリードが深い息を吐はく。おそらく気を落ち着かせて怒いかりを分ぶん散さんさせるためだろう。

「そこには先日ガジス国の親しん善ぜん使し節せつ団だんを見送る際に、エーヴェルト殿下がシスティーナ殿下に仕つかえる『フィラン・ウェインティン』という侍女見習いの子どもにキスをしたと書かれてあった。彼はそれが俺の妹の名前だというのを知っていたから、知らせるべきだと思ったようだ」

「……よけいなことを……」

　ブラッドリーがチッと舌した打うちする。そのブラッドリーをジロッと睨にらみつけながらリードは先を続けた。

「ここに来る前にフィランがなぜ城に勤めることになったのか確認するために家に寄った。ところが、実家に着いてみると、フィランはちゃんと家にいて、フィランの名前を騙かたって働いているのはリーフィアだという。……その時俺がどう感じたと思う？　また守れなかったと思った」

　──ああ、まただ。また私のせいで……。

　罪ざい悪あく感かんにリーフィアはぶるっと震えた。それに気付いてエーヴェルトがリーフィアを不思議そうに見下ろす。

「リーフィア？」

「……なんでもないです」

　頭を横に振り、リーフィアはエーヴェルトの肩に顔を押しつけた。そうすれば安心できるというように。

「リーフィアがフィランの名前で城に勤めることになった理由も、あの忌いま々いましい魔法の解かい除じよに半分だけ成功したということも両親から聞いた。例の魔法使いが生きていて、まだ妹を狙っていることも……リーフィア」

　静かな声で名前を呼ばれて、リーフィアはそれを強きよう制せいだと受け取った。しぶしぶ頭をあげて振り返り、リードと視線を合わせた。

　約一年ぶりに見る兄はあまり変わってないように見えた。

　訓練に邪魔だと短く刈かりあげられた濃い金髪に、切れ長の深い青の瞳。太い男らしい眉に涼すずやかな目元。父親のウェインティン伯はく爵しやく譲ゆずりの整った顔立ちに、鍛きたえ上げられた体たい軀く。弱じやつ冠かん二十一歳ながら、リード・ウェインティンは騎士とはこうあるべきだという見本のような男だった。

　部下や上官からの信しん頼らいも厚く、華はなやかな顔立ちとは裏腹に実じつ直ちよくで真面目な性格と礼儀正しい態度に心しん酔すいしている人間も多い。

　リードはリーフィアにとっても自じ慢まんの兄だ。……けれど、同時に家族の中でもっとも罪悪感と引け目を感じさせる存在でもあった。

「リーフィア。今すぐ城を辞じして屋や敷しきに戻るんだ」

「……嫌」

　ボソッと呟いてリーフィアはぎゅっとエーヴェルトの肩を摑む指に力を込めた。

「リーフィア。お前はここにいてはいけない。そもそも、俺がこっちにいればお前を城に仕官などさせなかったものを……」

　リードは唇くちびるを嚙かみしめる。ブラッドリーが顔を顰しかめた。

「お前なぁ、リーフィアが今置かれている状況も教えてもらったんだろう？　だったら家に連れて帰るだなんて戯たわ言ごとはよせ。リーフィアはここにいるのが一番安全なんだよ。もし家に戻ったらあっという間にアーネル＝エフィロットに連れ去られるだろうさ」

　けれどリードはそれを一いつ蹴しゆうした。

「魔法使いを雇やとって警けい護ごさせればいい。リーフィアのためならいくら金がかかっても構かまわない。十人でも百人でも必要な分だけ集めてみせるさ」

「だから、ここにいればそんな必要もないんだよ！　この分からず屋！」

「何と言われようとリーフィアは連れて帰る。これは家族の問題だ。殿下やラディム＝アシェル様たちのお手を煩わせることではない。我われ々われが解決しなければならないことだ」

「そう言って八年間、何の手がかりも得られなかったんだろうが！　半分だけでも魔法を解除できたのはリーフィア自身がここに来たからだろう!?　今さらお前に何ができるっていうんだ。相手は普通の人間じゃない。魔法を使うんだぞ」

　ブラッドリーがリードに詰つめ寄る。けれどリードは彼を無視してリーフィアに語りかけた。

「リーフィア。お前はここにいてはいけない。分かるな。相手の目的はお前だ。そのお前がいることで無関係の人間を巻き込んでいるんだぞ」

「……そ、れは……」

　リーフィアは胸をつかれた。その通りだったからだ。

　アーネル＝エフィロットに狙ねらわれているのはリーフィアで、リーフィアがいるからこそあの男はここに来るのだ。リーフィアが城にいなければ、エーヴェルトもブラッドリーもラディム＝アシェルも巻き込まれて戦うことはなかった。リリアンが操あやつられることもなかったはずだ。

「おい、そんな言い草はないだろう」

「ブラッドリー、黙だまっていてくれ。これは君には関係のないことだ。リーフィア、これ以上お前は殿下たちを巻き込むつもりなのか？」

「私……私……」

　リードの青い目がリーフィアを射い抜ぬく。

　──そうだ。兄様の言うとおりだ。私が城に来たからみんなを巻き込んだ。

　それなのにみんなは私を守ろうと命を危険に曝さらしてまで……。

　──私は城を離れるべきなの？　殿下たちと別れるべきなの？

「私……は……」

　震える声で兄の言うとおりにしようと口を開いた時だった。

「黙れ、リード」

　黙っていたエーヴェルトがリーフィアを抱き寄せて厳しい口調で言った。

「殿下？」

　リーフィアは驚いてエーヴェルトを見上げる。アーネル＝エフィロットを前にした時以外に、エーヴェルトがこんなに激しい口調で話すのを今まで聞いたことがなかったからだ。

「君のエゴにリーフィアを巻き込むな」

　エーヴェルトのリードに向けられる言葉と視線は鋭するどくて冷たかった。

「エゴ？」

　言われたリードは王おう太たい子しの怒りよりもその言葉の方が気になったらしい。

「エゴだよ。君はリーフィアの罪悪感を煽あおり、自分の思いどおりにしようとしている。そんな人間にリーフィアは渡せないね」

　そう言い放つとエーヴェルトはふと表情を緩ゆるめてリーフィアを見下ろし、囁ささやいた。

「大丈夫。君はここにいていいんだ。リードの言うことなんて気にするな」

「殿下……」

　喉のどの奥から何かがぐっとせりあがってくるのを感じながら、リーフィアは震える声で尋ねる。

「私、ここにいていいんですか？　私がみんなを、巻き込んでしまったのに。私といると危険に曝されてしまうのに……？」

「君は忘れているかもしれないけど、アーネル＝エフィロットは王家に縁ゆかりがあるようだ。それにエドウィナ＝エフィロットの研究資料も狙っていた。だから君のことがなくてもいずれ僕たちはあいつと関わっていたよ。君のことは単なるきっかけに過ぎない。気にする必要なんてないんだ」

　エーヴェルトはリーフィアの頭のてっぺんに唇を押し当てると、くぐもった声で彼女だけに聞こえるように呟いた。

「僕たちはみんな君にここにいて欲しいと思っている。君がここに留まりたい、僕たちの傍にいたいと思う限り、そうなれるように全力を尽つくすよ。だから……離れていかないで欲しい」

「……ここに、います。いたいです……！」

　わななく唇でかろうじてそう答えると、リーフィアは肩に回した手に力を込めてエーヴェルトにしがみついた。涙がにじんで目からポロポロ零こぼれていく。

　家族は大切だ。リードもレインもフィランも、両親も祖そ父ふ母ぼも、屋敷で働く人たちも。みんなリーフィアにとっては大事な家族だ。だからずっとあそこが帰る場所だと思っていた。あそこだけが中ちゆう途と半はん端ぱな自分を受け入れてくれる居場所だと思っていた。

　けれど、城に来て働き始めてエーヴェルトやシスティーナたちと出会い、リーフィアは二つの姿の自分を受け入れてもらえた。リーフィアがリーフィアであればいいと言ってもらえる場所を、もう一つ見つけてしまったのだ。

　今ここで離れたら絶対に後こう悔かいするだろう。

「泣かないでリーフィア。君がそう言ってくれるなら、僕は僕のできうることで最さい善ぜんを尽くそう」

　エーヴェルトはリーフィアの顔をあげさせて、涙に濡ぬれた頰に唇を押し当てる。その様子はさながら恋人同士のようで、ブラッドリーは思わずヒュウと口笛を吹いていた。

　だが、それを見て気持ちが収まらないのがリードだ。彼はギリッと奥歯を嚙みしめ、低い声で言った。

「そういえば、ここに戻ってきたもう一つの理由を忘れておりました。殿下に確認したいことがあるのです」

「なんだい？」

　顔をあげずにエーヴェルトが応おうじる。けれど、その口調には先ほどの厳しさも冷たさもなく、いつもの柔にゆう和わな彼の声音に戻っていた。

「殿下はガジス国の親善使節団や大おお勢ぜいの前で我が妹に口付けをし、最愛の者だと宣言した。これに間違いはありませんか？」

「ああ。間違いない。この城の使用人、いや、信じられないならシスにでも聞いてみるといいよ」

「いえ、その必要はありません。聞きたいことはすみましたので」

　リードは首を横に振ると、突然関係のないことを言い始めた。

「エーヴェルト殿下。俺はエーヴェルト殿下を尊そん敬けいし、主に足るお方と思い仕えてまいりました。両陛下や殿下、システィーナ殿下とこの国のために剣を捧ささげ、命を捧げるのに何の否いなやもありません。喜んでこの命を捨てましょう。……けれど、殿下。俺の心は家族に捧げているのです」

「……に、兄様……？」

　一体何を言い出すのだろう？　リーフィアは不安にかられて、リードを振り返る。けれどリードはリーフィアを見ておらず、まっすぐエーヴェルトを射るように見つめていた。

「殿下は大勢の前で妹の名めい誉よを傷つけました。リーフィアは嫁よめ入いり前の身です。婚こん約やくも取り交わしていない相手にいかなる理由があろうと、そんなことをするべきではなかった。リーフィアだけではありません。リーフィアがフィランの名前を使っている以上、あの子も巻き込まれた。殿下。あなたは、リーフィアだけでなく、フィランの名誉と名前をも傷きずつけたのです！」

「んな、大げさな……」

　ブラッドリーのツッコミをまるっと無む視ししてリードは続けた。

「殿下にどのような理由があってそんなことをなさったのかなんて、どうでもいい。そんなことは問題じゃない。問題は俺の大切な妹たちの名誉が傷つけられたことです。俺は家族としてとうていそれを看かん過かできません！」

　そう言い放つと、リードは剣の柄つかに手をかける。ハッとしてブラッドリーも剣の柄に手をかけたが、リードの行こう為いは剣を抜くためではなかったようだ。彼はそのまま腰に差した剣を鞘さやごと抜いて、エーヴェルトに差し出した。

「殿下。これは正騎士になったおりに陛へい下かから賜たまわった剣です。たった今これを殿下に返上いたしたいと思います」

「兄様!?　何を？」

　騎士を辞やめるつもりだろうか？　リードの意い図とがまったく見えずにリーフィアは戸と惑まどう。すっかり涙は止まっていた。

「これで俺はフォルシア軍第二師団長リード・ウェインティンではなくなりました」

「……それで、どうするんだい？」

　困ったような笑みを浮かべてエーヴェルトは首をかしげる。リードは頷き、中庭に響く声で宣言した。

「改めてウェインティン伯爵家嫡ちやく男なんとして、妹の名誉を守るためにエーヴェルト殿下、あなたに決けつ闘とうを申し込みます！」

「……は？」

　ブラッドリーとリーフィアの声が重なった。

「お、お前何言ってるんだ？　殿下に決闘を申し込むだと？　正気か!?」

「正気だ。終わった後不ふ敬けい罪ざいでこの首を落としてもらっても構わない。その代わり、俺が勝ったらリーフィアを家に連れ帰らせてもらいます」

「兄様、何を勝手なことを……！」

「けれど、もし殿下が勝ったなら！」

　リーフィアの悲鳴にも似た声に重なるように、リードは叩たたきつけた。

「リーフィアがこの城に留まることを認めましょう」

　その次の瞬間、リーフィアはエーヴェルトの唇が弧こを描えがいたのをはっきり目もく撃げきした。

「いいだろう」

　エーヴェルトはリーフィアを下ろすと、リードのもとへ向かい、彼の剣を受け取って嫣えん然ぜんと笑った。

「その勝負、受けて立とう」
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「あら、まぁ、ずいぶんと面おも白しろいことになってるわね」

　話を聞いたシスティーナは楽しそうに笑った。リーフィアは口を尖とがらせる。

「笑い事じゃありませんよ、システィーナ様！　リード兄様と決闘なんて！　大おお怪け我がでもしたら……！」

「まぁまぁ、リーフィア、これでも飲んで落ち着いて」

　リリアンがハチミツ入りの紅茶をリーフィアの目の前に置く。リーフィアは心を落ち着かせるためにティーカップを持ち上げ、フーフー冷ましながら口に運んだ。

「今日の夕方、騎士たちの訓練所で練習試合という名目で勝負するんですって？」

「そうです……」

　あれからリーフィアとブラッドリーが啞あ然ぜんとしている間に二人は決闘の時間と場所をさくさく決めてしまった。

「殿下も次の公務があったし、兄様も報告が全部終わっていないというので、二時間後に訓練所に集合することになりました」

「二時間後ね。わたくしも今日の公務は終わったし、おばあ様のお見舞いに行く前に見学に行こうかしら？」

「もう、システィーナ様ったら！」

　決闘が始まる前にエーヴェルトたちを止めてもらいたくて、公務から帰ってきたシスティーナに人ひと払ばらいをしてもらい相談したのだが、彼女は面白がるだけで止めようとはしてくれない。

「だってねぇ、リーフィア。殿との方がたの真剣勝負を止めるなんて無ぶ粋すいだと思わない？　それに決闘といっても大昔と違って真剣ではなくて、練習用の模も造ぞう剣けんを使うのでしょう？　負けたって死にはしないわ」

「でも！　模造剣だとしても打ち所が悪ければ大怪我します。それに、兄様が勝ったら私、実家に戻らなくちゃならないんですよ！」

「あら、あなたはわたくしのお兄様が負けると思っているの？」

　システィーナは眉をあげた。リーフィアは目を伏ふせモゴモゴと呟く。

「だって……リード兄様は強いです。エーヴェルト殿下も剣がお強いのは知っていますが、それでも……」

「あの、私、リード様が剣を扱あつかっているところを見たことがないのですが、そんなにお強いのですか？」

　リリアンがシスティーナの前のテーブルにカップを置きながら口を挟む。答えたのはリーフィアではなくてシスティーナだった。

「強いわよ。ブラッドリーと並び称しようされるくらいですもの。でなければ二十一歳の若さで一個師団をまかされるほど出しゆつ世せしないでしょう。いくら伯爵家の嫡男であっても」

　リーフィアも頷いた。

「はい。リード兄様は強いです」

　血ち豆まめができて、それが破やぶけて手が血まみれになりながらも毎日剣の練習をしていたリードを、妹のリーフィアは誰よりもよく知っている。その強さも。

　それを聞いてリリアンは不安に顔を曇くもらせる。

「それではやはり殿下が不利なのでは……？」

　守られる立場の王子と片かたや王族を守るために毎日鍛えている騎士。まともに戦えば勝負にもならないだろう。

「さすがに不公平なので、決闘の時はハンデをつけるとリード兄様は言ってましたけれど……」

「それなら勝敗の行方ゆくえはどちらに傾かたむくか分からないわけね。大丈夫。お兄様は勝つわ。その自信があるからこそ、リードの挑ちよう戦せんを受けたのでしょう」

　カップを手に、システィーナは確信を込めてた口調で言う。微笑みさえ浮かべて。けれど、リーフィアはそこまで楽らつ観かん的てきになれなかった。

「そうだといいんですけど……」

　どちらを応おう援えんしているかといえばもちろんエーヴェルトだ。リーフィアは城にいたい。それにエーヴェルトがこの決闘で怪我をするのはもっと嫌だ。リーフィアのために傷ついてほしくない。

　カチリ、と小さな音を立てて受け皿にカップを置くとシスティーナは呟いた。

「それにしても、話を聞いているとリーフィア、あなたとリードの仲はけっこう歪ゆがんでいるように思えるわ」

　うんうんとリリアンも頷く。リーフィアは目を丸くした。

「え？　どこがですか？」

「フィランとの関係はとても姉し妹まいらしくて微笑ましいのに。リード相手だとあなたはどこか遠えん慮りよがちで一歩引いている感じね。リードも妙みようにあなたを家に……というか、自分の力の及ぶ場所に囲って閉じ込めることに執しゆう着ちやくしているような気がするの。健けん全ぜんな兄妹きようだい関係には見えないわ。どこか歪んでいる」

　──歪いびつな兄妹の形。

　言われて初めてリーフィアは気づく。

　……確かに自分たちの関係は少し歪んでいるかもしれない。

　けれど、生まれた時からそうだったわけではない。昔はごくごく普通の、当たり前の兄妹だった。それが変わった瞬間を、リーフィアは覚えている。

　あの八年前の自分の誕生日だ。

「そう……かもしれません」

　昔のこと、そしてこの八年のことを思い出しながらリーフィアは口を開いた。

「十歳の誕生日、アーネル＝エフィロットの魔法によって私の人生は大きく変わりました。けれど、あの日、私にかけられた魔法のせいで人生が狂くるってしまった人はもう一人いたんです。それがリード兄様」

「リードが？」

「はい。今では考えられないでしょうけど、リード兄様は文官志望だったんです。父も祖そ父ふも文官でしたし。うちは、こう言ってはなんですが、軍人向きではない家いえ柄がらでしたから」

　ウェインティン伯爵家も母方のアーゼンタール侯こう爵しやく家けも美男美女を多く輩はい出しゆつする家系として知られている。自然荒あら事ごとには向かず、軍に入る人間は皆かい無むと言ってよかった。

「兄様も貴族のたしなみとして剣は習っていましたけど、軍に入る気などなく、文官になるつもりだったんです。でもあの日、傍にいながら私を守れなかったことで、兄様の考えは大きく変わりました。家族を、今度こそ私をその手で守るために身体からだを鍛えるようになったのです。そして軍に入ると宣言し、それを実行しました」

　幸いリードには剣の才能があった。彼は訓練によってそれを伸ばし、「顔だけよくても戦闘には何の役にも立たない」と馬ば鹿かにする軍属出身の貴族たちを尻しり目めにメキメキと頭角を現していった。そこに至いたるまでに血のにじむような努力があったことをリーフィアは知っている。

「何となく分かったわ。あなたは自分が原因で本来リードが望んでいた道を閉ざし、違う道を選ばせたことに、ずっと罪悪感を抱いだいているのね。だから彼には強く出られない。違うかしら？」

「……そうだと、思います」

　いつもリードに申し訳ないと思っていた。罪悪感が拭ぬぐえなかった。だからこそリーフィアはリードが異常なほど過保護になり、妹を外に出したがらないのを逆らうことなく甘かん受じゆした。

　自分のせいで人生を狂わされた兄がそれを望むなら、と。

　システィーナがリーフィアに慈じ愛あいの目を向けた。

「でもリーフィア。このまま歪んだ関係を続けていくことはできないわ。あなたはすでにリードの庇ひ護ごの手を離れて自分の人生を歩み始めているもの。それにね、リーフィア。あなたがリードの人生に罪悪感を抱く必要はないわ。その道を選んだのは彼自身よ。確かにあなたのことがきっかけになったかもしれない。でも、リードが今の道を後悔していない限り、あなたが彼の人生に責任を感じる必要はないのよ」

「システィーナ様……」

「たぶん、エーヴェルトお兄様もあなたたちの間にある歪いびつさに気づいたんだわ。あの人は王子という職業柄人を見る目に長たけているもの。気づいたからこそ、リードの挑戦を受けたのよ」

「殿下が？」

　頷いてシスティーナはにっこり笑った。

「そうよ。だから心配いらないわ。リードのことはお兄様に全てまかせておきなさい。あなたはただお兄様を信じていればいいのよ」

「……はい」

　その力強い言葉に、リーフィアはこくんと頷いた。
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　エーヴェルト王子ととリード第二師し団だん長ちようが練習試合をする──その話はあっという間に城中を駆かけ巡めぐり、窓から傾かたむきかけたオレンジ色の陽の光が入る訓練所には多数の見物客が押しかけていた。

　その人々に交まじってリーフィア、ブラッドリー、それにシスティーナやリリアンの姿もある。

「いいですか？　これは一本勝負です」

　彼らの視線の先にいるのは、剣を手にしたエーヴェルトとリードだ。

「ああ」

　二人が手にしているのは細い刀とう身しんの模も造ぞう剣けんで、片手で扱あつかえるものだった。なぜ騎き士しや兵士たちが一般的に使っているもっと刀身の広い長剣にしないのかという人々の疑問はすぐに明らかになった。

　白い包ほう帯たいを手にリードが言う。

「ハンデはこれです」

　彼はその包帯で右手の拳こぶしをぐるぐる巻いて覆おおってしまった。

「俺の利きき手は右手です。ご覧のように今回はその利き手を封印し、左手だけで戦わせていただきます」

　ざわっと観かん衆しゆうにどよめきが走る。利き手ではない手で勝負する。それではハンデが大きすぎではないかと人々は思ったのだ。けれど、リードの実力を知っている同どう僚りようの騎士たちやブラッドリー、それにリーフィアは違った。

「かなり、拮きつ抗こうするだろうな……いや、リードが一枚上うわ手てかもしれない」

「え？　でも利き手ではないのですよ？」

　ブラッドリーの呟つぶやきを聞き取ってリリアンが不思議そうに尋たずねる。普通は利き手でない方の手は力もスピードもかなり落ちるのが定じよう石せきだ。けれど、ブラッドリーは首を横に振った。

「リードは左右どちらの手でも剣を扱えるんだ。もし利き手を切り落とされても左手だけで戦えるように訓練したらしい。俺も左手で少しは扱えるけど、やはり利き手と同じようにはいかない。でもあいつは遜そん色しよくなくどちらも使える」

「利き手じゃなくても、本当に？」

「本当よ。家でもあんなふうに右手を封印して左手だけで練習していましたから」

　リーフィアは二人の会話に口を挟はさんだ。

「ああ、だから両手を使えるエーヴェルトが断だん然ぜん有ゆう利りかといえばそうじゃない。……あいつ、ハンデと言いつつかなり真マ剣ジだな」

　リードはこの勝負に勝って、本気でリーフィアを連れ帰ろうとしているのだ。

　ところが、リードの左手の腕前についてはエーヴェルトも十分承しよう知ちしているだろうに、彼はあっさりとそのハンデとも言えない状況で戦うのを了りよう承しようした。

「それで構かまわないよ」

「エーヴェルト殿下……」

　リーフィアは剣を手にしていつもの通り笑みを浮かべて立っているエーヴェルトをじっと見つめる。彼にはこの勝負に対する恐きよう怖ふや気き負おいはないようだ。

　やがて二人は訓練所の真ん中で剣を構えた。人々は訓練所の壁かべ際ぎわに下がり、それを見守る。

「勝負、始め！」

　リードの副官をしているグレインが試合開始の声を上げた。

　先に打って出たのはリードの方だ。彼はすっと前に出てすばやく剣を振り下ろす。

　ガキィィンと金きん属ぞくの打ち合う音が響ひびいた。エーヴェルトがその剣を両手で柄つかを握って受け止めたのだ。

　エーヴェルトは両手が使える利点を活いかし、受け止めたリードの剣を払うと左から剣をなぎ払うように打ち込む。リードにとっては利き手を封印されている右側からの攻こう撃げきだ。けれど、リードは素早く剣を翻ひるがえしてそれを防ぐ。

　訓練所に剣を打ち合う金属質の音が何度も響いた。

　攻撃を仕し掛かけるのはだいたいリードの方だ。エーヴェルトはそれを防ぎ、リードの隙すきをついて反はん撃げきする。それをリードが剣で受け止め、押し流す。それが何度も形を変えて繰くり返される。

　リーフィアはその動きをハラハラしながら見守った。

　明らかに押しているのはリードの方だと思えた。エーヴェルトは防ぼう戦せん一方だ。時々攻撃はするものの、なかなか仕掛けさせてもらえない。

　ただそれはエーヴェルトの剣の筋すじが悪いわけではない。アーネル＝エフィロットと対たい峙じして戦ったのをリーフィアも見ているが、彼の剣の腕はかなりのものだった。それでも、リードが強すぎるのだ。

「だいぶ、押されているな……。まぁ、話をする余裕はあるようだけど」

　ブラッドリーに言われてリーフィアは二人が何か言葉を交かわしながら戦っていることに気がついた。何を話しているのかまでは聞こえてこないが、確かに何かしゃべっているのだ。




「リーフィアは連れて帰ります。このままここに、あなたの傍にいたらいずれあの子が魔法で姿を変えられていることは明るみに出てしまうでしょう。そうなれば奇き異いの目で見られて、またあの子が傷つく。八年前のあの時のように！　でも家に戻ればあの子は、愛する家族の中で平和に暮らせるんです！」

　リードは言いながらエーヴェルトに向けて剣を繰り出す。その斬ざん撃げきをエーヴェルトは受け止めつつ流して、距きよ離りを取った。

「リード、僕は君を気に入っているよ。君のように真まっ直すぐで裏表なく僕に接してくれる人間は少ないからね。でも、君のリーフィアに対する態度は間違っている」

「間違っている？」

「いつまで彼女に甘あまえているつもりだ？」

　そう言うと、エーヴェルトは間合いを詰つめ、リードの右首に向かって剣を突き出す。それをリードは避よけながら叫んだ。

「俺が妹に甘えていると？」

「ああ。君は彼女の家族への愛情を利用して、家族を守りたいという自分の欲を満たしているだけだ」

「違う！」

　リードは言いながら真上から腕を振り下ろす。その剣けん戟げきを受け止めながらエーヴェルトはリードを射いるように見つめた。

「君はどうしてみんながリーフィアに奇異の目を向けると決めつける？　僕やシス、リリアンやブラッドリーのように受け入れる人間だっている。みんながみんな、姿が変わったからって態度を変えるわけじゃない」

「でも現に八年前、あの子は周囲の態度に傷つきました！」

「確かに心ない人間もいただろう。でも周囲にいた人間全員がそうだったわけじゃないだろうに。容よう姿しではなく、リーフィア自身を認めてくれる人間だって中にはいたはずだ。けれど、彼女にそれを知る機会は与えられなかった。君たちが囲って閉じ込めていたからだ！」

　二人の間で、キィンと金属が擦こすれる音が響いた。エーヴェルトは力を込めてリードの剣を押し上げるとその勢いきおいのまま攻撃に転じる。横から掬すくい上げるように襲おそいかかった剣先を、リードは飛びのくことでかわした。

　エーヴェルトはリードが姿勢を整えている間に、剣を構える。

「リード、君がなぜ誰も彼もが態度を変えて彼女を傷つけると思い込んでいるのか、僕には分かってる。家族が──いや、君自身がそうして態度を変えてリーフィアを傷つけたからだろう？」

　リードが息を吞のんだ。一いつ瞬しゆんその動きが止まる。

「以前、リーフィアは泣いていたよ。態度が変わらなかったのはフィランだけだったと。君たちは単に戸と惑まどい、どういう言葉をかけていいのか分からなかっただけなのかもしれない。でも君たちの腫はれ物ものに触さわるような態度は彼女を傷つけ、萎い縮しゆくさせた。家族でさえそうなら、姿の変わった自分が他人に受け入れてもらえるわけがないと思い込んで。一方君は、傷ついた彼女を見て罪ざい悪あく感かんにかられ、その気持ちを自分が守る力を身につけることで昇しよう華かさせようとしたんだ」

　まるで見てきたかのように淡たん々たんと述のべるエーヴェルトを、リードが愕がく然ぜんとして見つめる。エーヴェルトはそんなリードの反応を見て笑った。

「覚えがあるだろう？　そして家族を守ることに固こ執しつしている君にとって、リーフィアが引きこもっているのは都つ合ごうがよかった。家にいる限り彼女を傷つける者は近づかないし、君はリーフィアを守れている気になれたんだから。そしてリーフィアは君たち家族への愛情と罪悪感からそれを黙だまって受け入れた。君がリーフィアに甘えていると言った意味が分かったかい？」

　エーヴェルトは言うなり踏ふみ出して剣を打ち込んだ。反応が一歩遅れたリードはそれをギリギリのところでかわす。

「本来の彼女は一人で立ち上がり、自分の考えで行動できる子だ。それを押し曲げてまで君の願いに殉じゆんじてきた。ようやくその殻からから出てきた彼女を君はまたもや押さえつけようとしている。そんな独ひとりよがりの自己満足に、これ以上リーフィアを巻き込むな！」

「……っ！」

　叩たたきつけられた言葉にリードが一瞬怯ひるんだ隙をエーヴェルトは見み逃のがさなかった。すかさずリードの剣めがけて満まん身しんの力を込め、斜ななめ下からなぎ払う。リードはハッとし、左手に構えた剣でエーヴェルトの一いち撃げきを受け止めようとした。だが受け止めきれず、その手から剣が弾はじき飛ばされていく。

　リードは信じられない思いで自分の手から離れていった剣を見つめた。




　キィィンと一ひと際きわ高い金属音が訓練所に響き渡る。

　弾かれた剣が高く舞い上がり、そして鈍にぶい音を立てて床ゆかに落ちるのをリーフィアは啞然としながら目で追った。

　辺あたりが静せい寂じやくに包つつまれる。その静けさの中、リードに剣を突きつけたエーヴェルトが言った。

「僕の勝ちだね」

　一瞬の後、わぁという歓かん声せいとどよめきが沸わき上がり、訓練所中に鳴り響いた。

　──殿でん下かが、勝ったの？

　リーフィアは呆ぼう然ぜんとエーヴェルトとリードを見つめた。まだ信じられなかった。リードは何もない左手に視線を落とし、唇くちびるを嚙かみしめている。

　そんな彼にエーヴェルトが言った。

「僕にも妹がいるからね、君の気持ちも分からないではないんだ。でもやり方が間違っている。君のそれは、守っているのではなく縛しばっているだけ」

　歓声が鳴り響く中、なぜかその声ははっきりリーフィアのもとへと届いた。

「フィラン、勝ったわ！　殿下が勝ったわよ！」

　隣となりでリリアンが興奮したような声をあげた。それでもまだリーフィアは自分の見ているものが信じられなかった。

　──あのリード兄様が負けた？

　反対側でブラッドリーがすっと動いた。彼はエーヴェルトに近づき、模造剣を預あずかると、手にしていたリードの剣を差し出す。

「やりましたね、殿下。でも最後にリードの動きが突然鈍にぶくなったように見えましたが」

「痛いところをついたからね」

　エーヴェルトは苦笑しながら剣を受け取ると、立ち尽つくしたままのリードに近づいて彼の目の前で立ち止まり言った。

「リード、守るにもね、色々なやり方があるんだよ。殻を破って出てきた彼女を見守る。立ち止まった時に背中を押してあげる。躓つまずいたら起こしてあげる、そういうのも守るということになるんじゃないかと思う」

　リードは何も言わない。けれどその言葉をじっと嚙みしめているようにも見えた。そんな彼にエーヴェルトは剣を差し出す。

「受け取れ、リード。リーフィアにはまだまだ君が必要だし、僕にも君が必要だ。その剣で、リーフィアを守り、僕を助けて欲しい」

　リーフィアが、そして大おお勢ぜいの人が見守る中、リードはふっと身体からだの力を抜き、大きな息を吐はいた。それから何か決心したように顔をあげると、その場で片かた膝ひざをつき、エーヴェルトの差し出した剣を受け取る。

「拝はい領りよういたします。この剣とこの命、殿下に捧ささげましょう」

　練習試合の真しん意いを知っている者しか、この一連のやり取りの意味は理解できなかっただろう。けれど、観客は何かを感じ取ったのか、リードが剣を受け取り宣言した直後、大きな歓声と拍はく手しゆを送った。

　システィーナが楽しそうに笑う。

「だからリードのことは、お兄様にまかせておけば大丈夫って言ったでしょう？」

「はい！」

　だんだんエーヴェルトが勝った実じつ感かんが湧わいてきて、リーフィアは顔を輝かがやかせて頷うなずいた。

「さて、とても良いものが見れたし、わたくしはこのままおばあ様のお見舞いに向かうわ。フィランは残ってお兄様の傍にいてあげて」

「はい。分かりました」

　リリアンを連れて訓練所を出て行くシスティーナを見送った後、リーフィアは中央にいるエーヴェルトたちのもとへ向かった。

「殿下！　兄様！」

　ところがリーフィアが駆け寄ると、リードはなぜかふいっと視線を外はずしてしまう。悔くやしそうでも怒っているわけでもなさそうだが、不ふ可か解かいな態度にリーフィアは戸惑った。

「リード兄様？」

「気にしなくていい、すこしバツが悪いだけだから」

　リーフィアの頭を撫なでながらエーヴェルトが笑った。

「ああ、負けてしまったからですか」

「うーん、まぁ、そういうことにしておこうか」

　エーヴェルトは苦笑を浮かべた後、頭に置いた手はそのままにしゃがみこんでリーフィアと視線を合わせた。

「リーフィア。これでもう、君はこのままここに堂々といていいんだよ」

「殿下、ありがとうございます！」

　思わずリーフィアは抱きついた。その際、ほんの少しだけ身体がエーヴェルトの腕に当たる。

「っ……！」

　直後、エーヴェルトが息を詰めたのを感じた。リーフィアはびっくりして顔をあげたが、その時にはいつもの柔にゆう和わな表情に戻っていた。そのため、リーフィアはぶつかった時痛そうに彼が顔を歪ゆがめたことに気づかないままだった。

　やり取りを見ていたブラッドリーはフォローするようにエーヴェルトに声をかける。

「殿下、そろそろ部屋に戻りましょうか」

「ああ、そうだね。さすがに少し疲つかれたよ」

　ホッとしたようにエーヴェルトは答えると、立ち上がりながらリーフィアに言った。

「リーフィア。僕らは部屋に帰るよ。君は少しリードと話をしていったらいい」

「え？　でもシスティーナ様に……」

　システィーナはエーヴェルトの傍そばにいるようにと言ったのだ。それともエーヴェルトの言うように兄の傍にいるべきだろうか？

　迷っている間にエーヴェルトとブラッドリーは出入り口の方に歩き始める。どうしようかと思っていると、リードが声をあげた。

「リーフィア！　殿下について行け」

「え？」

「早く行け」

「は、はい！」

　兄の声に押されるようにリーフィアはエーヴェルトを追いかけて走り始める。その後ろ姿を見送りながらリードはボソッと呟いた。

「見守り、時には背中を押し、躓いたら助ける……か」




　おかしいと気づいたのは、エーヴェルトたちに追いついて一緒に部屋に向かう途中、吹き抜けの中庭に差しかかったときだった。

　エーヴェルトと手を繫つないで話をしながら歩いていたリーフィアは、ふと違い和わ感かんを覚え、すぐにその理由に思い至いたる。

　いつもエーヴェルトはリーフィアが嫌いやがっても抱っこをしたまま移動することが多かった。

　だからエーヴェルトとこんなふうに手を繫いで並んで歩くことは珍しい。これほど長い距離は初めてだと言える。

　──どうして殿下は私を抱き上げないんだろう？

　疲れているから？　でも、今こうして歩いている姿はいつもと同じだ。もちろん、リーフィアを気き遣づかって疲れた姿を見せないようにしているだけかもしれないが……。

　その瞬間、先ほど抱きついた時のことが脳のう裏りに浮かんだ。たまたま左腕にぶつかってしまった際に感じた、いつもとは違うエーヴェルトの反応。

　リーフィアはハッとなった。今繫いでいる手も、リーフィアの頭を撫でた手も右手だ。さっきからエーヴェルトは左腕をまったく動かしていない。

　──もしかして、怪け我がをしている……？

　だから、リーフィアを抱き上げたくてもできないのか。

「殿下」

　リーフィアは立ち止まり、エーヴェルトの手を引いた。

「リーフィア？」

　足を止めて不思議そうに見下ろすエーヴェルトにリーフィアは言った。

「左腕を見せてください」

「え？」

「怪我をしているんでしょう？　見せてください」

　エーヴェルトの前に回りこんでリーフィアは彼の左腕を取ろうとした。けれど、リーフィアが触ふれる前にエーヴェルトは左腕をさっと上にあげてしまう。

「大丈夫だよ。たいしたことはない」

「それは私が判断します。見せてください」

「大丈夫、心配ないから」

　笑いながらエーヴェルトはリーフィアが背伸びして手を伸ばしても届かないところに腕をあげてしまう。ムッとしたリーフィアは素早く周囲に目を走らせ、ブラッドリー以外に人ひと気けがないことを確認すると、首飾りを外した。

「ちょっと、リーフィア!?」

　大人の姿に変化するやいなやリーフィアはエーヴェルトの腕を強引に摑つかまえ、袖そでを捲まくり上げた。

「っ！　……どこが大丈夫なんですか！」

　リードの剣を防ぼう御ぎよした際に触れたのだろう。模造剣だったおかげで血は出ていないが、エーヴェルトの左腕は肘ひじから手首にかけて内ない出しゆつ血けつを起こし、紫むらさき色いろのあざになっていた。少し腫れてもいるようだ。

「うーん、でも見た目ほど痛くはないんだよ？」

　だがこの状態なら左手を動かさなくても痛みを発はつしているはずだ。

「十分痛そうです！　どうして試合が終わった時点ですぐに言わないんですか！」

　言いながらもリーフィアには分かっていた。訓練所の中には大勢の観かん客きやくがいた。そんな中で言えば、王子に怪我をさせたということでリードが咎とがを問われると思ったのだろう。

「たいしたことないし、それにルドルフに頼めばすぐに痕あとも残さず治なおしてもらえる」

　リーフィアの目に涙がにじんだ。魔法使いのルドルフに治ち療りようを頼むのも、医師に見せれば大おお事ごとになってしまうのが分かっているから。疲れたから部屋に戻るというのも噓うそで、たぶん、リーフィアが追いかけなければそのまますぐに塔とうへ向かうつもりだったのだろう。

　そうやっていつも陰かげでこの人はみんなを気遣ってくれているのだ。

「あー、ちょっといいですか？」

　今までずっと黙ってやり取りを見ていたブラッドリーが口を開いた。

「殿下の怪我もバレてしまったことですし、俺はこれから塔にルドルフを呼びに行ってきます。その間、リーフィアは殿下を頼みますね」

　一方的に言うと、ブラッドリーはさっさと歩き始めた。が、途中で足を止め、くるっと振り返って言った。

「リーフィア。エーヴェルトが怪我を隠したのは、男の見み栄えってやつさ。だって格かつ好こ悪いだろ？　避よけ損そこなって打たれたなんて。男っていうのは気になっている女性の前では格好つけたい生き物なんだよ」

「ブラッドリー！　さっさと行け！」

　エーヴェルトが叫んでしっしっと手で追い払う。

「はいはい」

　にやにや笑いながらブラッドリーはその場から立ち去った。




　ひとまずルドルフが来るまで患かん部ぶを冷やしておこうと思い、リーフィアはすぐ横の中庭へエーヴェルトを導みちびいた。ベンチに彼を座らせると、噴ふん水すいまで走りハンカチを水に浸ひたして絞しぼって戻る。

　左腕の腫れた患部に濡ぬれたハンカチを広げるとエーヴェルトはふぅと深い息をついた。

「冷たいですか？」

「いや、冷たいのが気持ちいい」

「よくこの腕で戦ってましたね。かなり痛かったんじゃないですか？」

「それが、不思議なことに戦っている時は全然痛くなかったんだ。だからいつ怪我をしたのかもよく覚えてなくてね。試合が終わったとたん、急に痛みだした感じだな」

　苦笑しながら白いハンカチの乗った左腕を見下ろす。リーフィアは患部に触れないように気をつけながら、そっとエーヴェルトの指に触れた。

　彼の指に触れるリーフィアの指はいつもの短い子どもの指ではなく、細く白い大人の女性の指だ。

「殿下、ありがとうございます。そしてごめんなさい。私のためにこんな怪我までさせてしまって……」

「気にしないで。そもそもリードが城に戻ってくる原因を作ったのは僕だしね」

「それももともと、私たち兄妹の関係が偏かたよっていたからです。今回の件は、殿下のことがなくてもきっと近いうちに起こっていたでしょう」

　そう。エーヴェルトのキスのことがなくても、いずれリードはリーフィアが療りよう養よう先にいないことを突き止め、何がなんでも実家に連れ戻そうとしただろう。

「そうなっても、僕は今日と同じように介かい入にゆうしただろうね」

　きっぱりと言い切ってからエーヴェルトはリーフィアに優しい笑みを向けた。

「君とリードの間に少し問題があるのはすぐに分かったよ。リードは真ま面じ目めだけどあんなふうに頭ごなしに人に命令するような性格じゃない。けれど君に対してだけはやけに頑かたくなで、君も彼には歯切れが悪かった」

　リーフィアの顔に苦笑いが浮かんだ。

「そんなにはっきりおかしいって分かるんですね。私はシスティーナ様に指し摘てきされるまで気付きもしなかったのに……」

「こういうのは当事者の方が分からないものだよ。でも誰でも分かるわけじゃない。シスは賢かしこいし、王女という身でなかなか外に出られないこともあって、人の話や伝わってくる情報から客きやつ観かん的てきに状況を推すい測そくすることに長たけているんだ。だから兄妹きようだいのやり取りを直接見なくても分かった。反対に僕は外に出る機会も多いし、人に会って話を聞く機会も多いから、自分の目で観かん察さつして人となりを判断することに慣れているんだ」

　そこまで言ってエーヴェルトは苦笑する。

「人となりというか、本質かな。王子なんて職業をやっているとね、身分や言葉、笑顔なんてものはまったく当てにならないことが分かるんだよ」

「王子って、職業なんですか？」

　そういえばシスティーナも王子のことを職業だと言っていた。

「僕やシスは身分というより職業だと思っている。持って生まれた身分だとか逃れられない宿命だと思うよりも、その方が色々と割り切れるから。まぁ、そういうわけで王子なんていう職についていると、みんながみんな僕に好こう意いと笑顔を見せるんだよ。心の中でどう思っていようと、どんなに憎にくしみがあろうと」

「分かる……気がします」

　リーフィアも伯はく爵しやく令れい嬢じようという身分だ。城で働いている時はそれほど意識しないが、家に帰れば仕つかえている者にとっては主の娘。顔見知りの貴き族ぞくにしても、伯爵以下の地位の低い貴族にとって、リーフィアは自分たちよりも高位の貴族だ。彼らはみんなリーフィアに好意的に接してくれる。

　昔は自分に向けられるその好意はすべて本物だと思っていた。けれど、姿形が変わり、褒ほめてくれていた人たちが陰で嘲ちよう笑しようしているのを知ってしまった時、ようやく自分が愚おろかだったことに気づいた。

　でもそれは姿形が変わったからだけではない。笑顔や心地ここちよい言葉の裏で、その悪意は前から潜ひそんでいたものだったのだ。

「言葉や笑顔はいくらでも取り繕つくろえる。僕自身、相手にどんなに嫌けん悪おを抱いだいていようと笑顔で接する自信があるからね。人の美び醜しゆうも同じで、どれほど美しい容姿をしていようが化け粧しようで補ほ修しゆうしようが、それはその人の本質じゃない」

「殿下……」

　向けられる笑顔も潜んでいる悪意も、王子であるならば伯爵令嬢の比ではないだろう。そんな中で、どうやってこの人は他人を信頼する心を失うしなわずにいられるのだろう。

「でもね、本当の笑顔を向けてくれる人もいる。王子であろうがなかろうが僕を認めてくれる人、ついてきてくれる人。全員が偽いつわっているわけじゃない」

「どうやって……」

「え？」

「どうすれば分かるんです？　たとえば今私が殿下に悪意を持っていないとどうして思えるんです？」

　その質問にエーヴェルトは目を見開いたが、すぐに微笑ほほえむと右手を伸ばしてリーフィアの頰を親指ですっとなぞった。

「目、かな。目は心の鏡とはよく言ったもので、持もち主ぬしの心のありようを映うつす。楽しくなければ顔では笑っていても目は笑ってない。悪意があれば目と視線にそれが見え隠れしている。その人の全部を目で測はかれるとは思っていないけど、こうして目を覗のぞき込めばかなりのことが分かるよ」

　エーヴェルトがすっと顔を寄せてくる。至近距離から碧あお色いろの瞳ひとみでじっと見つめられ、リーフィアは息を吞んだ。

「最初に図書館で君の目を覗き込んだ時にね、少し前に会った子犬のことを思い出した。親からはぐれてしまい、迷子になっていた子なんだけどね。少し途と方ほうにくれたような、君もそんな目をしていた。正直に言えばその時は、可か愛わいい子どもだなとしか思わなかったよ。けれど見返す眼まな差ざしが大人びていて、とてもひたむきなことに気づいてすぐに印象を改めた。知ってた？　図書館の本に向ける君の眼差しは子どものようには見えなかったし、静かな決意に溢あふれていた」

　そうかもしれない、とリーフィアは思う。あの頃の自分は魔法を解とく手がかりになる本を探すことで一生懸けん命めいだったから。

「それでこの子は少し違うって思い始めたんだ。それから君との付き合いが始まったけれど、最初に見た君の目がずっと印象に残ってた。だからだろうね。初めて大人の君を見かけ、その目を覗き込んだ時、ひどく既き視し感かんにかられた。僕の出会った『新月の貴き婦ふ人じん』は、フィランと同じ目をしていたんだ」

「で、でも、子どもの私と大人の私では、姿も目の色もまるで違ってて……」

「でもそこに宿っている心は同じものだ。僕がなぜ幻まぼろしの『新月の貴婦人』と『フィラン』を結び付けられたと思う？　君たちの目に僕が読み取ったものがそっくりだったからだよ」

　リーフィアは目を見開き、エーヴェルトの瞳を魅み入いられたように見上げた。

『僕にとってはどっちもリーフィアだということは変わらないよ』

　素す姓じようがバレてしまったあの日、エーヴェルトがくれた言葉を思い出す。リーフィアを救ってくれたあの言葉。

　──まるで共通点のないリーフィアの二つの姿。エーヴェルトがなぜああもすんなり受け入れてくれたのか、今なら分かる。

　彼が見ていたのは子どもとか大人とかいう年ねん齢れいでも、ましてや髪や目の色や鼻の高さでもない。瞳に現れていたリーフィアの本質であり、心だったのだ。

「大人の姿の君も子ども姿の君も同じ『君』だ。どっちも僕にとって大切な──」

　頰ほおを撫でていたエーヴェルトの手がいつの間にか顎あごに添そえられていた。エーヴェルトの顔が更に近づいてくる。視界いっぱいに彼の顔が広がった。

「あ……」
















「リーフィア……」

　かすかに開いた薄うす紅べに色いろの唇に吐息が触れる。そして──。

「殿下、リーフィア」

「──え？」

　不意に耳に届いた聞き覚えのある声に、二人は触れ合う寸前で硬こう直ちよくした。すぐさま我われに返ったリーフィアは慌あわててエーヴェルトから顔を引き離す。

　──ああああ、私たち何をしようとしていたの!?

　恥ずかしさのあまりベンチの背もたれを摑んで悶もだえているリーフィアの横で、エーヴェルトが右手で自分の額を覆いながら呻うめく。

「ラディム＝アシェル……」

　そう。二人の決定的瞬しゆん間かんを阻そ止しした、というか止めてしまったのはラディム＝アシェルだった。いつの間にかベンチの前にぬっと現れた彼が声をかけてきたのだ。

「君にそれを期待するのは間違っていると分かっているが、少しは空気を読んで欲しかった……！」

　悲ひ壮そう感かんさえある口く調ちようでエーヴェルトが訴うつたえる。それで少しは悪いと思ったのかラディム＝アシェルは言った。

「僕が帰った後で、続きをどうぞ」

「できるか！」

　そう叫んだエーヴェルトに、リーフィアは心の中で激しく同意した。

「え、えっと、ルドルフの代わりに治療に来てくれたんですか？」

　話題を変えるようにリーフィアは尋ねた。めったに塔から出てこないラディム＝アシェルがこんなところに現れるのは珍しいことだ。けれど、ラディム＝アシェルは首を横に振る。

「いや。ルドルフなら今ブラッドリーと一緒にこっちに向かってる。僕が来たのは、出かける前に渡したいものがあったから」

「渡したいもの？」

　鸚鵡おうむ返がえしに尋ねながらリーフィアは、ラディム＝アシェルが流れるようにしゃべっていることに気づいてハッとした。

　ラディム＝アシェルが流りゆう暢ちように受け答えするのは、魔法に関わる時だけだ。

「ああ、準備が整ったんだね？」

　何か心当たりがあるらしいエーヴェルトが顔をあげて言った。

「はい。これから行ってきます」

　話についていけないリーフィアだったが、その言葉に思わず口を挟んでいた。

「あの、ラディム＝アシェルさん。どこか、行くんですか？」

「エドウィナ＝エフィロットのことで僕の師し匠しよう──前の長に話を聞きに。魔法を使うから数日で戻ってこれると思うけど」

「そうですか……」

　──ラディム＝アシェルが城からいなくなる。

　リーフィアは不安にかられた。

　アーネル＝エフィロットはエーヴェルトとブラッドリーのことは歯し牙がにもかけていないが、ラディム＝アシェルの魔法には一目置いているようで、彼を警けい戒かいしていることは今までの言げん動どうから明らかだ。

　実際、リーフィアが無事でいられるのは、ラディム＝アシェルという強力な魔法使いの存在が大きい。

　その彼がいなくなったら……。

「大丈夫。結界も補ほ強きようしたし、リーフィアの守りも強化してある」

　よっぽど不安そうな顔をしていたのだろう。ラディム＝アシェルにしては気遣うような口調だった。けれど、それでもリーフィアの不安は拭ぬぐえなかった。

「でも、アーネル＝エフィロットは……」

「そう。彼に関して『絶対』はない。少しでも隙があればしてやられる。だから、これを君と殿下に渡しておくよ」

　そう言って二人の前に差し出したラディム＝アシェルの手のひらには、赤い石のついた耳飾ピアスが一いつ対つい載のっていた。

「これはなんですか？」

「特別な柘榴ざくろ石いしです。長い年月かけて地中で育まれたもので、大地の魔力が染み込み、微び量りようの魔力を放出しています。万一の時に、最後の手段として使ってください」

「最後の手段？」

　じっとラディム＝アシェルの手の中の石を見つめながらエーヴェルトが尋ねる。

「そうです。すべての守りも破は壊かいされて、他に方法がなくなった時に使ってください」

「これも破壊されてしまうのではないかい？」

「そうならないように、この石に仕掛けた魔法は封印してあります。だから奴やつにとってこの石は大地の魔力を微量に含ふくんだただの石にしか見えません。実際、普通の鉱こう石せきや宝石も大地の力を放っていることが多い。それに紛まぎれてしまえば、奴は気にも留とめないでしょう。これをお二人とも一つずつ持っていてください」

「僕もかい？」

　びっくりしたようにエーヴェルトが何度も瞬まばたきをする。ラディム＝アシェルは頷いた。

「この石に込めた魔法の性質上、一人が持つのではなく、二人で分けて身につけていてほしいんです」

　そう言ってラディム＝アシェルはリーフィアとエーヴェルトの手に赤い石の耳飾ピアスを一つずつ渡していく。

「使い方は？」

「まずは封印を解かい除じよしてください。でないとそれは殿下たちにとってもただの石でしかありません」

「封印を解く方法は？」

「血です」

「……え？」

　リーフィアは思わず顔を顰しかめた。エーヴェルトも眉まゆをあげる。

「それはずいぶん物ぶつ騒そうな解除法だね」

「魔力のない殿下たちが呪じゆ文もんを使わずに封印を解けるようにするには、物理的な何かを解除の鍵キーにする方法が一番手っ取り早いんです。ただ、いざという時その場で調ちよう達たつできないものだと困る。血なら生きていればいくらでも手に入るでしょう。それに血はほんの少量でいいんです。耳飾ピアスの石の部分にほんの少し自分の血をつけるだけ。それで封印が解除されます。片方が解除されればもう片方の封印も自動的に解除されるので、魔法が使えるようになります」

「この石にはどんな力があるんですか？」

　手に載せた赤い耳飾ピアスを見ながらリーフィアが尋ねる。

「その石に込めた魔法は──」

　ラディム＝アシェルの説明を聞いて、リーフィアとエーヴェルトは思わず顔を見合わせた。

「なるほど、それなら確かにいざという時に有ゆう効こうだ」

「私が使っても殿下が使っても大丈夫ですね」

「ああ」

「ただし、これは一回しか使えません。だからいざという時に使うようにしてください。……本当は、これを使う必要がないのが一番だし、必要が生しようじる前に城に帰ってくるつもりではいますが」

　耳飾ピアスを手のひらに握り込みながら、エーヴェルトは言った。

「そうだね。でもアーネル＝エフィロット相手には用心しすぎるということはない」

「その通りです」

　頷くと、ラディム＝アシェルは居ずまいを正して改まった口調で告つげた。

「それでは僕は出発します。あとのことはルドルフと塔の魔法使いたちにまかせてありますので」

「うん、分かった。気をつけて行っておいで」

「はい」

　そう答えるやいなやラディム＝アシェルの姿はその場からフッと消えた。

　それが呼び水になったかのように、中庭に設置されている外がい灯とうに明かりが灯ともり、暗くなりかけた周囲を照らし出す。日が沈しずんだのだろう。魔法によって生み出されるその光は日にち没ぼつと同時に灯されることになっている。

　バタバタと足音を響かせてルドルフを伴ったブラッドリーが中庭に現れた頃には、リーフィアは子どもの姿に戻っていた。
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「おばあ様」

　カティアが目を覚ますと、部屋には侍じ女じよと曾ひ孫まごのシスティーナがいた。

「システィーナ……？」

「はい」

　なぜここにいるのだろうと考えかけ、病状が落ち着いて、ようやく家族に限っての面会が許可されたことを思い出す。

「忙しいのに会いに来てくれたのね」

「おばあ様のためなら、いくらでも時間をつくりますわ」

「ありがとう。無理はしないでね。ところで今、何時かしら？」

　身を起こしながら尋ねると、システィーナは手を伸ばし、カティアを支えた。

「ちょうど日が沈んだ頃ですわ」

「まぁ、もうそんな時間なの。ずいぶん長く寝ていたようね」

「体調はいかがです、おばあ様？」

「ありがとう、だいぶいいわ」

　侍女が用意した水をカティアに手渡しながら、システィーナは微笑んだ。

「良かったわ。お兄様がとても落ち込んでらしたの。お医者様にもおばあ様を興奮させるなと叱しかられたみたいで。おかげでお兄様だけまだお医者様に出入り禁きん止しを言い渡されているわ」

　それを聞いてカティアはふぅとため息をついた。

「エーヴェルトのせいじゃないのに。あの子には悪いことをしたわね」

「いいえ。お兄様がご病気のおばあ様への配はい慮りよを怠おこたったせいです。興奮させるなんてもっての他ですもの。出入り禁止も当然です」

「厳しいのね」

　苦笑しながら賢い娘だわ、とカティアは思う。エーヴェルトに手厳しい意見を言いながら、さりげなく彼がここに出入りできない事実をカティアに伝えているのだろう。

　──あの時私に、この子くらいの賢さと行動力があったなら、悲ひ劇げきを止めることもできたのだろうか？

　システィーナが近況を面おも白しろおかしく話すのを聞きながら、カティアはそんなことを考えていた。

　やがて、話が途と切ぎれた時、カティアはシスティーナに尋ねた。

「ねぇ、システィーナ。あなたが大切に思っている人たちが、あなたを大事に思うあまり何も知らせてくれないまま、実は大変な目に遭あっていたとしたら、あなたはどうする？　その人たちの気持ちを慮おもんぱかって何も知らないふりを通す？」

「何も知らせてくれずに、ですか？」

　その質問にシスティーナは目を丸くする。だがすぐに朗ほがらかに笑った。

「もちろん介入しますわ。だってわたくしが大切に思っている人なのでしょう？　向こうがわたくしのために大変な目に遭ったのだとしたら、わたくしにだって大事な人のために何かをする権利があります」

　それは予想通りの答えだった。カティアは思わずクスクス笑う。

「あなたならそう答えると思ったわ」

　──『カティア。どうかルガルド殿下と幸せになってね。そして今日この日この時をもって私のことは忘れなさい。あなたは何も知らなかった。いいわね？』

　今も目に焼きついて離れない、あの時の彼女の言葉。微び笑しよう。声。

『あなたをこの問題に巻き込まないこと。それがあの子の最さい期ごの願いなの、カティア』

　何もできず、ただただ守られることしかできなかった自分。後こう悔かいしても時は戻らず、何もかも思い出と時の向こうに置き去りにするしかなかった過去。

「……でも。何も終わってなかったのね」

「おばあ様？」

　突然脈みやく絡らくのないことを呟いたカティアを、システィーナが怪け訝げんそうに見る。それを無視して、カティアはまっすぐシスティーナを見つめて言った。

「システィーナ。エフィロットの名を名乗る魔法使いのことを教えて」

「え？」

「あなたの知っていることを、全部」

「でも……」

　エーヴェルトにその名を知らされ体調を崩したことを知っているシスティーナは当然躊ちゆう躇ちよした。医師からも患かん者じやを興奮させるようなことは口にするなと釘くぎを刺さされている。

　けれど、カティアの目を見返したシスティーナは、そこに決然とした思いと同時に、冷静さを感じ取った。今のカティアなら何を聞いても取り乱すことはないだろう。

　しばし目を伏ふせ思案したのち、システィーナは顔をあげた。

「分かりましたわ、おばあ様。わたくしの知っていることを全てお話しします。最初から」
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　月が天高く昇のぼる頃、カティアの部屋に小さな灯あかりを手にした若い侍女が見回りにやってきた。何か変わった様子がないか、時々交こう替たいで訪おとずれるのだ。

　侍女は音を立てないようにそっとベッドに近づき、安らかな眠りについているカティアを確認して、そっと部屋を出て行った。

　扉とびらがパタンと小さな音を立てて閉じた直後、暗くら闇やみの中でカティアの目がパチリと開いた。

　カティアはむくりと上半身を起こし、両の手のひらを上にして唱となえる。




「我願う　暗き闇やみと赤い幻げん影えいの炎ほのおよ　手に宿りその姿を現せ」




　それは何十年ぶりかに唱える魔法だった。使えるか不安だったが、昔の感覚が蘇よみがえり、高まった魔力が体内を駆け巡る。そのえも言われぬ感かん触しよくにカティアの口の端はが微かすかに上がった。

　ふわりと周囲の空気が一瞬だけ温められ舞い上がる。けれどすぐにそれは収しゆう束そくし、カティアはベッドから起き上がって、床に足を下ろした。

　驚いたことに、ベッドにはもう一人カティアがいて、目を閉じて静かに寝息を立てている。振り返ってそれを確認したカティアは微笑んだ。

「私の腕もまだまだ鈍っていないようね」

　ベッドで眠るカティア。それはカティアが魔法で作り出した幻影だ。彼女の作り出す幻影は幻とは思えないほど実じつ在ざい感かんがあり、触れない限りまず見破られることがない。

　この魔法はカティアがもっとも得意とする術であり、これに限っては師匠を凌しのぐほどだった。

「しばらく身代わりをお願いね」

　横たわる自分に声をかける。見回りの侍女が来た時、もしカティアがいなければ大騒ぎになってしまう。でも、こうしてベッドの中に眠るカティアがいれば気づかれることはないだろう。

「では行きましょうか」

　カティアは手をパチンと胸の前で合わせ、口の中で呪文を唱えると、移動の魔法陣を展開させる。数すう瞬しゆんの後、足元の床が光り、収まった頃にはその場からカティアの姿は消えていた。




　移動の魔法を使ってカティアが降り立った場所は、魔法使いの塔と呼ばれる建物の門の前だった。外がい壁へきに囲まれた建物は一見普通の建物だ。けれど、その周囲には決められた人間しか出入りできないように、見えない結けつ界かいが敷かれている。

　ところがカティアは建物の規き模ぼにしては小さな門もん扉ぴを開けると、何にも遮さえぎられることなく門の内側へと足を踏み入れる。結界は反応を示すことなく彼女を受け入れた。王族の一員で、もともと塔に所属する魔法使いだったカティアにこの結界は無む効こうなのだ。

「ここに来るのは何十年ぶりかしらね……」

　小さく呟きながら、カティアは前庭から建物を見上げた。大部分の魔法使いたちは就しゆう寝しんしているのか、建物内はしんと静まり返っている。ただ、中には真夜中にもかかわらず作業している人間もいるらしく、建物のいくつかの窓に光が灯っているのが見て取れた。

　それは八十年前と少しも変わっていない光景だ。

　懐なつかしさに目を細めた後、カティアは振り返り、夜の暗闇の中外灯に照らされて前庭にぽうっと浮かび上がる円柱を見つめた。外壁に沿ってまるで取り囲むように立っているその柱は、百年も前に流は行やった廃はい墟きよ風庭園と呼ばれる様式の名残なごりだ。

　当時、各地で古い時代の神しん殿でんや建物の跡が多く発見され、王侯貴族の間で遺い跡せき巡めぐりが流りゆう行こうしたのだという。その流れで、遺跡を模もした庭園があちこちで作られた。塔の前庭はその当時に整えられたものだ。

　もっとも、魔法使いたちが前庭を廃墟風にしたのはもっと実じつ践せん的てきな理由があった。遺跡からは古い時代の魔法の呪文も発はつ掘くつされることが多かったので、その姿を模すことでフィールドワークの研修場として活用したのだ。

　のちの時代になって王都郊こう外がいに神殿跡が発見され、そちらを研修場として使用するようになると、廃墟風の庭園は役目を終えた。だが、前庭は壊こわされることなく、当時の姿を今に伝えている。

　カティアはその柱の一本に近づき、白い石でできた円柱の表面を撫でた。

「ここら辺かしら？」

　ある一点で手を止めると、手のひらに魔力を集中させる。

　──ほんの少し、小さな穴を。

　イメージしながら円柱が作り出している「場」に魔力で干かん渉しようする。すると円柱の一部にパチッと光が走った。光はすぐに消え、カティアはそこから手を離した。

　円柱に何も変化はない。けれど、城を覆おおう結界の一部には小さな綻ほころびができていた。

　──前庭に並んだ円柱は城を覆う結界の媒ばい介かい。

　それは塔に所しよ属ぞくする魔法使いしか知らない事実だった。

　魔力を注そそぐことで柱の一本一本に場が形成され、それが八本連なって城全体を覆っている。魔法使いたちはこの柱のおかげで結界を効こう率りつよく維い持じできるのだ。

　だからこそ研修場としての役目を終えたのちも、ここの廃墟風の庭園は残された。円柱を維持するためだけに。

　今は非常時にしか結界は使用されなくなったが、カティアが現役の魔法使いだった頃、周辺諸しよ国こくとは緊きん張ちよう状態にあったため、城には常時結界が張られていた。カティアも時々結界の維持のためにかり出されたものだ。

　それもあって、カティアはこの柱の特とく性せいを知っていた。あの頃よりも強きよう化かされ、効率よく結界を維持できるようになっているようだが、原理は同じだ。

　その経験と知識を活かし、カティアは今、結界にほんの小さな綻びを作った。自分が城を出入りするために。

　もしシスティーナから結界が張られていることを教えてもらわなければ、魔法で城の外に出ることも入ることもできずに魔力を使い、魔法使いたちに感かん知ちされていたことだろう。

　それだけ塔は警戒しているのだ──アーネル＝エフィロットという人物のことを。

　でもカティアはその「アーネル＝エフィロット」なる人物と会って、どうしても確かめたいことがあった。

　もし彼が自分の考えている通りの人物だったなら──

　カティアは深呼吸をすると、足元に移動の魔法陣を展開させ、小さな結界の綻びに向かって跳ちよう躍やくした。

　次の瞬間、カティアは王都の一角にある、とある貴族の邸てい宅たくの屋根の上に出現していた。視線を巡めぐらし、真っ暗な丘の上の仄ほのかな光に照らされたフォルシアの城を認めると、ホッと安あん堵どの息をつく。

　方角から見て、カティアが目的の場所にいるのは間違いないだろう。

「我願う　暗き闇と赤い幻影の炎よ　手に宿り月と共にその姿を現せ」

　手のひらを上に向けてカティアは再び呪文を唱える。けれど今度出現した「幻」はカティアの複ふく製せいではない。羽根のついた女性の形なりをした無数の光だった。一体は親指の長さほどだろうか。それが多数カティアの周辺に出現していた。

　カティアはその幻に向かって命令をする。

「さぁ、彼を捜さがして連れてきて」

　とたんに女性のシルエットをしたその光は四し方ほう八はつ方ぽうに光の軌き跡せきを残して飛び散った。

　──彼がもし、「彼」だったなら、カティアの幻に応おうじるだろう。

　かつて「高こう貴きな牢ろう獄ごく」に閉じ込められた彼を訪れる際に、カティアの師匠が遣つかいとしていたこの「幻影」を見たならば。

　暗闇の中、夜風に吹かれながら、カティアはじっと待つ。

　どのくらい経たっただろうか、ふと何かの気配を感じてカティアはハッとした。カティアから少し離れた屋根の上に魔力の流れを感じたのだ。

　目を細め凝ぎよう視しした直後、まるで闇の中から溶とけ出してきたかのようにそこにスゥーと人影が現れた。カティアが知る魔法とはまるで異なった移動の魔法だ。

「あなたは……誰？」

　現れた人物は身につけていたマントの合わせ目を少し持ち上げる。その懐ふところからふわっと小さな光が飛び出した。カティアが作った幻影だ。

　幻影が生み出す光に照らされて、その人物の顔が暗闇の中に浮かび上がる。姿を見たカティアは息を吞んだ。

「……あなたは……」

　金色の髪に青と緑を混ぜ合わせたような碧い瞳。闇に浮かんだ姿は、カティアの覚えている姿そのものだった。

　……話を聞いた時はまさかと思った。まさかと思いつつ信じられなかった。

　でもカティアには分かる。これは「彼」だ。

「生きて……おられたのですね、アーネル殿下」

「……生きて、か。そうとも言えるしそうでないとも言えるな」

　カティアが「アーネル殿下」と呼びかけた男は皮ひ肉にくげな笑みを浮かべた。曾孫のエーヴェルトと似た顔だが、彼は決してこんな表情は見せない。けれど、「彼」はよくこの笑みを浮かべていた。

「ずいぶん懐かしい呼び出し方法だと思ったら。やはりお前だったか、カティア」

「彼」がカティアを眇すがめるように見つめて口を開いた。その声もカティアの知っているものだ。

「病気で臥ふせっていると聞いた。なのに城からここまで跳とんでくるとは、ずいぶん無茶をするものだ」

「……臥せっている場合ではありませんから」

　震ふるえる声でそう答えた後、カティアは動どう揺ようする気持ちを抑えるように深呼吸し、再び口を開いた。

「曾孫から聞いていた『アーネル＝エフィロット』なる者が私の知っている人物なら、ここで呼びかければ必ず気付くと思っていました。ここは先生の生せい家かであり、あなたにとっても縁ゆかりのある家ですから」

「……」

　男──アーネル＝エフィロットはそのカティアの言葉に何も言わなかった。カティアも反応を求めて言ったわけではない。ただ八十年もの間胸の内に抱かかえていた空むなしさと自分でも分からない衝しよう動どうから、言葉を止められなかった。

「あなたがこうしてここにいるということは、先生の術は成功していたのですね。私はあの術は失敗したと聞かされていました。失敗した術で先生は咎とがめられ命を奪われたのかと……！」

「ハハハ！　アーハハハハ！」

　アーネルが突然笑い出した。カティアは言葉を止め、おかしそうに笑う男を怪訝そうに見つめた。

「アーネル殿下？」

　ひとしきり声を出して笑うと、アーネルは突然首を横に振った。

「術が成功だったって？　いや、違う。あれは失敗だった。私自身が証明している」

「失敗だった？　でも、現にあなたはこうして……」

　カティアは面食らう。彼が今ここにこうして生きてしゃべっていることが、術が成功した証あかしではないのだろうか。

「これでも成功だと？」

　暗い笑みを浮かべると、アーネルはおもむろにマントから手を出し、魔法を使って己おのれの腕を切り裂さいた。

「なっ、何を？」

　肘から手首にかけてざっくりと服を切り裂き、赤い肉が見えるほど深い傷きずができていた。傷口からは血がぼたぼたと垂たれ、屋根に落ちていく。

　だが、アーネルは痛くないのか、平然とした顔で傷を示して言った。

「見ろ」

　恐おそる恐おそる腕の傷を直ちよく視ししたカティアは次の瞬間目を見開いた。みるみるうちに傷がふさがっていくではないか。

　傷はあっという間に消え、切り裂かれた袖から肌色が覗いているだけだった。服に血の跡がなかったら、最初から傷などなかったと思うだろう。

　──回復魔法？

　だがカティアは自らその考えを否定した。術の発はつ動どうがまったく感じられなかったからだ。

「これは、一体……」
















「勝手にふさがっていくのだ。これより酷ひどい傷を負っても頭を吹き飛ばされても、修しゆう復ふくされる。怪我をすれば血は出るし、鈍いが痛みもある。でもすぐに元に戻る。この身体はあの女の術が行われた時に状態を引き戻してしまうんだ。その意味が分かるか、カティア？」

「術が行われた時に状態を引き戻してしまう？」

「私のこの姿は別に魔法で昔の姿を取っているのでも何でもない。この身体はある意味死んでいるままなんだ。したがって年を取ることもない。これ以上死にようもない。これが何を意味するか、お前にも分かるだろう」

　アーネルがなぜ当時の姿のままここに現れたのか、その意味を悟さとってカティアは震えだした。

「そんな……。では、その術は……」

　面白くもなさそうにアーネルは笑った。

「さすが、あの女は確かに天才と呼ばれるだけあったな。こんな化け物を作り出したのだから」

「……あの、女だなんて。先生はあなたが幸せになることを祈いのって……」

　自分がもはや何を言っているのか分からないほどカティアは動揺していた。けれど、彼の言う「あの女」がカティアの敬けい愛あいする師匠であることは明めい白はくで、カティアは言わずにはいられなかった。──彼女はアーネルを救うために命を落としたも同然なのだから。

　けれど、アーネルの「彼女」への怒いかりと憎しみはカティアの想像を超えるものだった。

「幸せ？　こんな化け物がどうやって幸せになれると？　年を取ることもない私は誰かと心を通わせることもできなかった。死ぬためにあらゆる方法を実行してみたが、死ねなかった。術を解除する方法もなかった。唯ゆい一いつ完成形の術を知っていたあの女は勝手に死んでしまっていたからな。これが幸せな状態だとお前は思うのか!?」

　叩きつけられるように吐き出された言葉は、カティアを打ちのめした。

　八十年。八十年もの長い間、彼は孤こ独どくに生きていたのだ。

　カティアはがくりとその場で膝をついた。

　──ああ、先生、あなたはこの方になんてことを……！

「……先生……」

　力なくうな垂れるカティアをアーネルは無表情に見下ろした。

「わざわざ結界を破ってまで呼び出したのに、お前にとっては残念な結果だったな」

　そう言って踵きびすを返そうとしたアーネルは、カティアの小さな呟きを聞いて足を止めた。

「……あなたは、さぞ恨うらんでいるでしょうね。先生を、止められなかった私を、王族を」

　その誰もが彼に地じ獄ごくを与えた。カティアは純じゆん粋すいな王族ではないが彼女の弟で子しで、アーネルにとっては因いん縁ねんの相手でもあるルガルドと結婚した身だ。カティアも彼を地獄に落としたうちの一人なのだ。

　けれど、アーネルは意外なことを口にした。

「いいや、フォルシアの王族を恨んではいない。もう」

「え？　恨んでいない？」

　カティアは驚いてアーネルを見上げた。背を向けていたアーネルは振り返って頷く。

「ああ。確かに以前は、私の大事なものを根こそぎ奪った王族を恨んでいた。でもそれはもう今は遠い昔のことだ。伯お父じもルガルドもいない今、私の王族に対する憎しみも怒りももう枯かれ果ててしまった。だが、あの女のことは別だ」

　淡々とした口調が「あの女」と口にした瞬間、激しいものに変わった。

「永遠に続くこの苦しみを与えたあの女に対する怒りと憎しみは、幾いく年ねん経とうと尽きることはない。それだけが今の私を支えている」

　かつては愛いとおしそうに彼女の名を呼んでいた彼が、今は憎しみを口にする。それが悲しくてカティアは胸が苦しくなった。

「……そんなに憎んでいるのなら、なぜ『エフィロット』を名乗っておいでなのです？」

「間違ってはいまい。あの女は私に色々と押しつけて逝いったからな」

「研究資料のことですか？」

　尋ねながらカティアの頭の隅すみに何か引っかかるものがある。けれどそれをゆっくり考える間もなく、魔力の高まりを感じてカティアはハッとした。アーネルが去ろうとしているのだ。

　慌ててその背中に声をかける。

「お待ちください、アーネル殿下！」

「話は終わった。もう会うこともないだろうが、せいぜい長生きするがいい」

「待ってください！　なぜ、ウェインティン伯爵の令嬢に術などかけたのですか？　あの子が先生に似ているからですか？」

「……リーフィアのことは、お前に関係ない」

　顔だけ振り向いたアーネルは冷ややかな視線を向けた。

「私の邪じや魔まはするな。カティア。お前の血族が大切ならな」

「アーネル様！」

　アーネルはそれ以上口を開くことはなく、現れた時と同じように闇に溶け込むようにその姿を消した。




　それからしばらくののち、城の自室へ戻ったカティアは身代わりの幻影を消した後、ベッドに力なく横たわった。

　久しぶりに使った魔法は病やみ上がりの身には厳しかったようで、全身が鉛なまりのように重い。けれど、カティアの心は身体以上に重く沈んでいた。

　今夜聞いたことは、カティアにはあまりに衝しよう撃げきだった。

「……先生」

　カティアは顔を両手で覆って呟いた。

「先生、私は一体どうすればいいのですか？」

　それに答える声はなかった。







　同じ頃、フォルシア城の廊ろう下かを兵士の制服に身を包んだ青年が歩いていた。彼は廊下の先に夜や勤きんの兵士を見つけると、近づいていって声をかける。

「お疲れ様、交代の時間だ」

「おう、もうそんな時間か」

　男の方を振り返った兵士はとたんに怪訝そうに眉を顰ひそめた。よくある茶色の髪に黒い瞳。平へい凡ぼんな顔立ち。けれど、兵士は男の顔を今まで見たことがなかった。

「お前は誰だ？　どこの所属の者だ？」

　言われた男はキョトンとし、それから笑い出した。

「おいおい、お前、夜勤だからって寝ぼけているのか？　ほら、よく見ろよ、同僚の×××だろうが」

　兵士はその言葉の通りに男の顔を凝ぎよう視しする。すると、とたんに頭の芯しんがぼうっとなった。慌てて意識をはっきりさせるために頭を振り払う。すると、兵士は突然目の前の男がよく知っている相手であることを思い出した。

「悪い。×××だよな。なんだか一瞬顔と名前が思い出せなくて……お前とは兵士になった時から同じ班にいるっていうのにな」

「そうだよ、忘れるなんてひどいぞ」

　けれど、男は怒っていないようで、朗らかに笑う。

「お前、やっぱり寝ぼけていたんだな。ほら、交代するからさっさと着替えてベッドへ行ってゆっくり休めよ」

「ああ、そうするよ、×××。あとはよろしく頼む」

「了解」

「おやすみ、×××」

　兵士は軽く手をあげると、あくびをしながら廊下を歩き始める。これから兵士の宿舎に戻って就寝するのだろう。自分が夜通しここに立って仕事をするはずだったこともすっかり忘れて。

「おやすみ」

　兵士の背中に向かって声をかける男の顔には、得え体たいの知れない笑みが浮かんでいた。
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　木々のすき間から明るい昼の日差しが漏もれる共同墓ぼ地ちの一角に、真新しい墓ぼ石せきがあった。その前には一人の老人が腰をおろし、持ち込んだ酒で故こ人じんと酒を酌くみ交かわしていた。そこに音もなく黒髪に黒いローブを羽は織おった全身黒ずくめの男が近づく。

　気配は絶たっていたはずだが、老人には分かっていたようで、声をかける前に振り向いて笑った。

「ラディムか。こんな遠いところまで、わざわざ自みずから足を運ぶとはご苦労なことだの」

　本当の歳としは分からないが見た目は七十歳ほどに見える。元は黒茶だったという髪の大部分は白く染そまり、顔には皺しわがいくつも刻きざまれていた。けれど、ラディム＝アシェルを見返す茶色の目は性格を映うつしたように楽しげに煌きらめき、年ねん歳れいを感じさせない。

　彼こそラディム＝アシェルの師し匠しようである、前の長おさゼスト＝アシェルだ。

「手紙で気軽にやり取りできないことが、聞きたかったので」

　ボソボソとラディム＝アシェルは答えると、長い前髪のすき間から真新しい墓石を見つめた。その石には故人の名前と共に『ガジスでもっとも偉い大だいなる魔法使いの一人がここに眠る』と文もん言ごんが彫ほられている。

「お亡なくなりに、なっていたのですか……」

「つい、昨日きのうな」

　ゼスト＝アシェルは立ち上がると、手にしたグラスの中の酒を墓石に注そそいだ。

　ラディム＝アシェルたちがいるのはフォルシアの友ゆう好こう国こくであるガジス国の外はずれの村だ。かつてガジス国の魔法使いの長をしていたというそのゼスト＝アシェルの友人は、出身地でもあるこの村で晩年を過ごし、村の共同墓地に埋まい葬そうされることを望んだという。

「こやつは酒が大好物でな。最さい期ごの方はその好きな酒も禁止されてしまって、寂さびしそうにしておった。ようやく苦しみから解放された今は、あの世で浴あびるほど飲んでおろうな」

　持ってきた酒さか瓶びんの中身を全て墓石に注ぎ終えたゼスト＝アシェルは、最後にその空あき瓶を花束代わりに墓石の前に置くと、ラディム＝アシェルを振り返った。

「お前さんの方も何やら大変なのに、戻れなくてすまなんだ」

「いえ」

　ラディム＝アシェルの手紙にすぐには戻れないからと、質問に対する答えと先々代長の小箱の鍵かぎだけ送ってきたゼスト＝アシェル。彼がここから動けなかったのは最期を迎えつつある友人を看み取とるためだった。

「おかげでこいつを最期まで見届けることができた。感謝する」

「いえ」

　さっきからボソボソとしか返答しない弟で子しに、ゼスト＝アシェルは笑った。

「しかしお前さんがこうして塔の外にまで出てくるとはな。先さき触ぶれはあったが信じられなかったぞ。しかもここの王城にも行き、魔法使いたちと会ってきたんだろう？」

　とたんにラディム＝アシェルはここ数日のことを思い出して顔を顰しかめた。

　ゼスト＝アシェルの居場所は分かっていたので、魔法で跳とんでくるだけだったら一日もかからなかっただろう。けれど、ラディム＝アシェルは、フォルシアの魔法使いを代表する身だ。勝手に魔法で他国に行って帰るわけにはいかない。

　魔法使いは魔法使い同士、しきたりがあるのだ。

　そのためまずラディム＝アシェルはガジス国に入ると、王城へ出向き魔法使いの長と対面し、師匠であるゼスト＝アシェルに会いに来たこと、彼と一緒に帰国する旨むねを伝えた。ガジス国の長はゼスト＝アシェルの居場所も、彼が何のために南端の小さな村に滞たい在ざいしているかも把は握あくしていたので、もちろん快かい諾だくした。

　予想外だったのは、思った以上に長く引き止められてしまったことだ。

　無理もないことだが、ガジス国の魔法使いたちはエフィロットの後こう継けい者しやを名乗り、先だっては自国の王子に成りすましたアーネル＝エフィロットに興きよう味み津しん々しんで、ラディム＝アシェルからやたらと話を聞きたがった。それに応おうじていたため、思った以上に時間がかかってしまったのだ。

「それは、ご苦労だったな」

「仕方ありません。彼らが興味を持つのも当然ですから。それでアーネル＝エフィロットの話題が出たところで、話ついでにガジス国が行っている調査の中間報告も受けたんですが……」

「結果は思わしくなかったんだな」

「そうです」

　足取りは途中で途と絶だえており、ガジス国とアーネル＝エフィロットの繫つながりも見み出いだせなかったという。

「ふむ。一ひと筋すじ縄なわではいかんようだな」

　白い髭ひげの生えた顎あごを撫なでながらゼスト＝アシェルは呟つぶやいたが、急にラディム＝アシェルに興味の籠こもった目を向けた。

「それで、お前さんがわざわざ苦手な社しや交こうまでしてこんなところまで出向いた理由は？　あと少しで私はフォルシアに帰るつもりでお前さんにも知らせておったはずだが？」

　ラディム＝アシェルは長い前髪の奥から師匠を見つめ返した。

「……塔では聞けないことを師匠に尋たずねたかったのです」

「ふむ」

　ゼスト＝アシェルは頷うなずくと、片手で印いんを結びながら手を振った。ぶわんと一いつ瞬しゆんだけ空気が震える。ラディム＝アシェルには師匠が魔法を使ったのだと分かった。

「これでお前さんと私だけしかここでの会話を聞くことができない。魔法を使って探たん索さくしても、我々の会話の形けい跡せきを拾うことは不ふ可か能のうだ」

　ラディム＝アシェルは同意するように頷いた。

　魔法に長たけた者なら「場」の過去を読み取りリードしてそこであった出来事や交わされた会話を再生も可能だ。もちろん、昔のことだともう読み取れないが数十年くらいは遡さかのぼれる。ゼスト＝アシェルはそれすらできないようにしたのだ。

　これで二人がここで交わした会話にガジス国の魔法使いたちが興味を持ったとしても、たどることはできない。

「それで？　塔では聞けないこととは何だ？」

　言葉と、そして視線で促うながされ、ラディム＝アシェルは重たい口を開いた。

「エドウィナ＝エフィロットが研究して実じつ施ししたという禁きん呪じゆのことです。……あれは本当に失敗だったのですか？」

　沈ちん黙もくが降りる。ゼスト＝アシェルの表情は変わらないが、何か考えているようだ。ラディム＝アシェルはじっと師匠の言葉を待つ。

　──エドウィナ＝エフィロットの行った禁呪は失敗だった。

　それが魔法使いたちの間で公式に伝わっていることだ。ラディム＝アシェルも禁呪が実行可能だとは思っていなかったので、そう考えていた。

　昔の魔法使いたちが取り憑つかれたように研究し、身を滅ほろぼしていったという禁呪。エドウィナ＝エフィロットは天才ゆえにその魅み惑わくに抗あらがえず堕おちてしまったのだろうと。

　けれど、アーネル＝エフィロットの存在が、ラディム＝アシェルのその考えに疑ぎ惑わくをもたらした。

　長い間封ふう印いんされ、誰も知らなかった地下室の存在を知っており、まるでそこに昔自分がいたかのように話す魔法使い。エドウィナ＝エフィロットと彼女に瓜うり二ふたつのリーフィアに異常に執しゆう着ちやくを示す男。

「王族に縁ゆかりのある地下室にいた誰か」に話を聞いただけにしては激しすぎるその情じよう念ねん。

　エドウィナ＝エフィロットが研究していた禁呪の性質を考え合わせると、ある可能性が浮ふ上じようするのは無理からぬことだった。

「エドウィナの禁呪……か」

　かなり長いことかかってようやくゼスト＝アシェルは口を開いた。

「失敗だったのは確かだ。研究チームが極ごく秘ひに検けん証しようした結果、この術式では効こう力りよくを発はつ揮きできないだろうという結論になったし、エドウィナ自身も失敗したと証しよう言げんしている」

「そう……ですか……」

　ラディム＝アシェルは目を伏ふせた。ならば偶ぐう然ぜんだというのだろうか？

　ところが、ゼスト＝アシェルは「だけど」と続けた。

「だけど、もし押おう収しゆうした研究資料に書かれていた禁呪が研究途中のもので、我われ々われを欺あざむくためにわざと残しておいたのなら話は別だ」

　ハッとラディム＝アシェルは顔をあげる。その視線を受けてゼスト＝アシェルは頷いた。

「エドウィナは術を完成させていたのかもしれない。その資料を残さず、黙もくしたまま逝いったということも考えられると、今思った。もちろん、あの当時もその可能性を考えて徹てつ底てい的てきにエドウィナの周辺を調査したんだが、それでも何も出てこなかったからこそ、失敗だったと結論づけたのだが……我々の知らない地下室が存在したことを考えると、禁呪が完成していた可か能のう性せいを排はい除じよすることはできないだろう」

　それからゼスト＝アシェルは友人の眠る墓はかを振り返った。

「それにな。今お前さんの話を聞いて、死へと向かう友人が語った昔の話をふと思い出した。こいつがまだガジス国の長になる前だというから、もう五十年も昔の話だ」

「五十年前、ですか？」

「そうだ。当時こいつのもとには若い弟子がいた。名前はエクレフ。孤こ児じで身寄りがない青年だったそうだ」

「エクレフ？」

　その名前に聞き覚えがあり、すぐさま記き憶おくを探ったラディム＝アシェルは目を見開いた。

　かつてリーフィアに魔法をかけた男──アーネル＝エフィロットが当時名乗っていた名前が「イェルド＝エクレフ」ではなかったか。

「やたらと魔力を有している男で、性格も真ま面じ目めで研究熱心な弟子だったらしい。将来有望とみて、こいつも熱心に魔法を教えたそうだ。だが、ある時、その弟子はこいつの目の届かないところで高度な術に挑ちよう戦せんし、失敗した。防ぼう御ぎよの術を取る暇ひまもなく、暴ぼう発はつした魔法に部屋ごと吹き飛ばされたらしい。駆かけつけたこいつの目に映ったのは、ズタズタに引き裂さかれて息いき絶たえた弟子の姿だった。ところが悲ひ嘆たんするこいつは次の瞬しゆん間かん信じられないものを見た。死んだはずの男の身体からだから傷きずがみるみるうちに消えていくのを」

　全身を切り刻まれ、死んだはずの男の身体が、どんどん元の姿を再生していく。魔法を知り尽くした男にもその状況は怪かい異いに見えたことだろう。

「やがて、呆ぼう然ぜんとするこいつの目の前で男が目を開けた。死んだはずの男が。……と、そこで記憶が途と切ぎれているらしい。気が付くと吹き飛ばれた研究室の床には大量の血けつ痕こんだけが残っていた。さっき見た弟子の死体はなく、駆けつけたほかの魔法使いたちが現場の検証をし、魔法の暴発でどこかの空間に吹き飛ばされたのだろうと結論づけた。これほど大量の血を流したのならば、もう生きてはいないだろうと。エクレフは魔法の事故により死亡したとされた。ただ一人納なつ得とくできなかったのはこいつだ。けれど、記憶は定さだかではなく、証しよう拠こもないため、やがてこいつも、死んだエクレフが生き返ったことは夢か幻まぼろしだったのではないかと思うようになったそうだ。でも心のどこかにずっと引っかかっていて、最後の最後に私にそのことを伝えずにはいられなかったそうだ」

「死んだ人間が生き返る……」

　呆然とラディム＝アシェルが呟く。ゼスト＝アシェルは頷いた。

「そうだ。『禁呪』とまさしく同じだ。お前さんの話を聞いてこのことを思い出したのは、そのことがあるからだ。もしかしたらこれも神の導みちびきとやらかもしれんな」

　もう一度だけゼスト＝アシェルは長い年月友人として付き合ってきた男の墓石を見つめ、それから弟子を振り返った。

「なぁ、ラディム。もし仮にエドウィナの禁呪が完成していたとして、その術を施ほどこされた人間は、その後どうなったんだろうか？　私はこいつの話を思い出してふとそう考えた。死んだ人間を生き返らせたとして、そいつは果たして生きている人間だと言えるのだろうか、と」

「それ……は……」

　ラディム＝アシェルは言葉に詰つまった。答えなど出るはずもない。ゼスト＝アシェルも答えを求めたのではないだろう。雲一つない青空を見上げて呟いた。

「人は生まれ、やがて死んでいく。それは神が定めた摂せつ理りだ。けれど、命の理ことわりを外れた者は──もはや人間ではないのかもしれんなぁ……」

　独ひとり言ごとのようにポツリと囁ささやかれたその言葉を、ラディム＝アシェルは戦せん慄りつを覚えながら聞いていた。
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「殿でん下か！　ちょっとすみませんっス！」

　ブラッドリーと公こう務むに向かう途中、ルドルフに呼び止められたエーヴェルトはそちらを振り返り、いつにない慌あわてた様子に眉まゆを寄せた。

「ルドルフ。何かあったか？」

　息せき切って二人に駆け寄ったルドルフは呼吸を整える。

「はいっス。城の結界が、誰かの干かん渉しようを受けた跡あとが見つかったんっス」

　エーヴェルトとブラッドリーは目を見開いた。

「アーネル＝エフィロットか？」

「分からないっス。でもうちの魔法使いが点検している時に発見したんっス。修復されたような形跡もあるようっス。でも……前のように塔とうの結界に穴をあけられた形跡はないんっスよ。だから城の結界の方も定期点検するまで気づかなかったんっス」

「だけど確か、城の結界って塔内で制せい御ぎよしているはずだよな？　塔に誰かが侵しん入にゆうした形跡がないってことは、内部の誰かが犯はん人にんってことになるが……」

　ブラッドリーが顔を顰める。エーヴェルトは状況を整理しようと、更にルドルフに尋ねた。

「前の定期点検の時は、なかったんだね？」

「はいっス。前に点検したのは師匠が城を出た日っス。その時は何の異常もなかったんっスけど……」

「ということはこの三日の間に誰かが結界に干渉し穴をあけて、それを修しゆう復ふくしたってことか」

　眉を寄せて考えるエーヴェルトにブラッドリーが言った。

「殿下。今までの状況からすると、内部の誰かがって可能性が高いですが、でも……」

「うん。そうだね、アーネル＝エフィロットが入り込んでいることも十分に考えられる。奴やつのことだ。塔の結界に形跡を残さず侵入するくらいは訳ないだろう」

　エーヴェルトはルドルフとブラッドリーを交互に見て指示した。

「ルドルフ、このことをラディム＝アシェルに知らせて用事が済み次し第だい至し急きゆう戻るように伝えてくれ。それと、塔の魔法使いで手が空いている者は、城内を見回るように言って欲しい」

「了りよう解かいっス」

「ブラッドリーはリーフィアとシスとリリアンにこのことを伝えてくれ。僕はどうしても予定を動かせない公務以外は延えん期きしてもらえるように手配する」

「分かった」

　そう言って踵きびすを返したブラッドリーだが、ふと立ち止まって振り返る。

「殿下。アーネル＝エフィロットが城内にいるかもしれないという非常時です。この際だからリーフィアにもエドウィナ＝エフィロットのことを伝えた方がいいんじゃないですか？　知らないままだと奴にとって触ふれてはいけないことにまで踏み込んでしまうかもしれません。前のようなことが起きたら……」

　ブラッドリーは言葉を濁にごす。前も知らないうちにリーフィアが彼の触れられたくない部分に踏み込んでしまい、アーネル＝エフィロットに首を絞しめられ殺されかけたのだ。

「そうだね。おそらく、エドウィナのことが奴にとっては『触れてはならぬこと』だ。特にリーフィアには触れられたくないだろう」

　頷くとエーヴェルトは指示を変更する。

「ブラッドリー、リーフィアを僕の部屋に呼んできてくれ。できればシスとリリアンも。ルドルフ、君もラディム＝アシェルに連絡をしたらすまないが同席して、小箱に隠かくされた絵を見つけた状況を説明して欲しい」

「了解しました」

「もちろんっス！」

　二人がそれぞれ走り去る姿を見送ると、エーヴェルトも歩き始める。けれどその背中を警けい備び兵へいの姿をした男がじっと見つめていることには気づかなかった。
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　バンッとテーブルが激しく叩たたかれる。

「では、妹が狙ねらわれたのは、そのエドウィナ＝エフィロットという昔の魔法使いと似ていたからだというのですか！」

　立ち上がり、テーブルを叩いたのはリードだ。当のリーフィアはエーヴェルトに見せられた絵を前に呆然としている。同じテーブルについているシスティーナは難むずかしい顔をしてその絵を見つめ、リリアンは口を手で覆おおって目を見開いていた。

「その可能性が高いと思う。偶然なんかではなく」

「身代わりですか？　そのためにリーフィアはあんな目に遭あい、八年間も苦しんできたと！」

「それはアーネル＝エフィロットを捕つかまえて直接聞かなければ分からない。けれど、エフィロットを名乗っている人間が、そっくりなリーフィアを偶然見み初そめるということはあり得ないとは思っている」

「くそっ……！」

　リードは再びテーブルを叩いた。

「……うるさいのを連れてきちまったなぁ」

　少し離れたところに立っているブラッドリーが天てん井じようを仰あおいでボソッと呟いた。

　呼ぶ人数にもちろんリードは入っていなかった。ところがブラッドリーがシスティーナの部屋に行ってみると、偶然挨あい拶さつに赴おもむいていたリードと鉢はち合あわせしてしまったのだ。

　当然リーフィアを連れ出す理由を言わないわけにはいかず、そのままついてきてしまったのだ。エーヴェルトは今回はリーフィアの家族がいた方がいいと笑って同席を許したが、一人で激げつ昂こうしてうるさいことこの上ない。

　けれど、妹が姿を変えられ人生を台無しにされかけているのに、狙いはリーフィア自身ではなく、他人に似ているせいだった。そう聞かされて平常心を保たもてる兄はいないだろう。

「リーフィア、大丈夫かい？」

　さっきから絵を凝ぎよう視ししたまま動かないリーフィアに、エーヴェルトが心配そうに尋ねた。リーフィアはその声にハッとしたように顔をあげた。

「え？　あ、大丈夫です。すみません、ぼんやりして」

「ショックを受けるのは無理ないっス。自分たちも見つけた時は仰ぎよう天てんしたっスからね」

　ルドルフがうんうんと訳知り顔に頷きながら言う。リーフィアは苦笑した。

「確かにショックはショックなんですが、ある意味ホッとしたような。ああ、そうだったんだって……」

　アーネル＝エフィロットが首を絞めながらリーフィアを「エドウィナ」と呼んだ理由がこれで分かった。リーフィアを見ているようで何か「物」を見ているような目をしていたことも、合が点てんがいった。

「もちろん、理り不ふ尽じんだし怒ってます。でも腑ふに落ちた部分もあって……ごめんなさい、うまく言えない」

　リーフィアも感情の行き場をどうしたらいいのか分からないでいた。ぐるぐるといろんなことが頭を巡めぐって気持ちが安定しない。

　けれど、強しいて選ぶとしたら、今一番感じているのは、おそらく安あん堵どだろう。

　八年間、リーフィアが毎日毎日繰り返し思っていたことは「なぜ私がこんな目に？」ということだった。幼児性愛病者ロリコンの目を引くほど美しかったからだと言われても、納得できなかった。美しい少女はリーフィアの他にいくらでもいるはずだ。

　──なんで私が？　私だけが？

　今その長年の問いに答えが出たのだ。自分のせいではない。心ない親しん戚せきに陰かげで言われていたように、リーフィアが大人をも惑まどわすような容よう姿しをしていたせいではないのだ。原因はリーフィアではなく、他人に似ているせいだった。

　もちろん、怒いかりもないわけじゃない。でも今はそれ以上に胸のつかえが取れて、心が軽くなったような気がしていた。そんな自分はどこかおかしいのだろうか？

「リーフィア」

　リードが心配そうに見下ろす。リーフィアは兄に向かって笑みを作ると、手を伸ばして腕に触れた。

「少し混乱しているだけだから、大丈夫。私の代わりに怒ってくれてありがとう、兄様」

　リードは照れたのか着席するとあさっての方向を向きながらぽつりと呟いた。

「いや……これくらいしかできないからな、俺には」

「お、だいぶ素直になってら」

　ブラッドリーが茶ちや化かして口を挟はさむ。リードがムッとしてブラッドリーを睨にらみつけた直後のことだった。ずっと黙だまって何かを考えていたシスティーナが突然口を開く。

「変ね」

　その言葉にみんながシスティーナに注目する。エーヴェルトが尋ねた。

「どうかしたのかい、シス？　何か気になることでも？」

「ええ。アーネル＝エフィロットは姿を変えて家庭教師としてウェインティン伯はく爵しやく家けに入り込んで、ずっとリーフィアの傍そばにいたのよね。どうしてその時には何もしないで、今躍やつ起きになってリーフィアを狙うのかしら？」

「それは……」

　その場にいたシスティーナ以外の全員が顔を見合わせる。けれど誰も明めい解かいな答えは持ち合わせていなかった。

「前までは一応納得できる説明はついていたの。幼児性愛病者ロリコンの中には幼よう女じよに手を出すことなく、傍にいて愛めでるだけという嗜し好こうの者もいると聞くから。でもリーフィアがエドウィナ＝エフィロットと瓜二つだというなら話は別だわ。幼児性愛病者ロリコンじゃないということですもの。だったらなぜアーネル＝エフィロットはウェインティン伯爵邸ていで行動を起こさなかったの？　魔法使いもいない、結界もない、警けい戒かいする人間もいなかったのに」

「そうだね、言われてみれば変だ」

　エーヴェルトは同意すると、顎に手を当てて考え考え言った。

「言い換かえれば、なぜリーフィアが城に来てから急に執しつ拗ように狙うようになったのかということだね。僕たちの存在を危き惧ぐして引き離そうとしていることもあるかもしれないが、別の理由もあるんだろう」

「フォルシア城に来てからアーネル＝エフィロットが急にリーフィアを狙うようになった理由ねぇ」

　ブラッドリーが眉を寄せて「うーん」と唸うなる。リーフィアも考えたが、当人だからといって分かろうはずもない。

　その時、思いもよらない人物が声をあげた。

「あの、最初のカミロの時は目的が違ったのではないですか？　私の、勘かん違ちがいかもしれませんが……」

　リーフィアの横に座っていたリリアンだった。

「勘違いでもいいわ。リリアン、あなたがそう思う理由は？」

　システィーナが促す。その声に背中を押されて、リリアンはおずおずと続けた。

「はい。シャルル殿下に成り代わってこの城にやってきた二回目の時は、リーフィアを狙ってのことだと思うんですが、最初のカミロの時は、リーフィアだけ狙っていたのではないと思うんです。あの……カミロのことも操あやつられていた時のこともあまり覚えてはいないのですが、うっすらと覚えている中で、あの人何かを探していた気がするのです。それはリーフィアのことではなかったのは確かです」

「エドウィナ＝エフィロットの研究資料か……！」

　ぴんときたらしいエーヴェルトが叫さけんだ。

　リーフィアもすぐに理解した。当初、アーネル＝エフィロットはリーフィアより先に城に潜せん入にゆうし、図書館司し書しよのカミロとして勤つとめていた。資料を探すリーフィアと仲良くなり、何度も図書館で話をした。そう、あの時だって誰も警戒などしていなかったのだから、いつだってリーフィアを攫さらうことができたはずだ。

　けれど、アーネル＝エフィロットは半年近く行動を起こさなかった。

　対たい峙じしたあの時確かに言っていたではないか、エドウィナ＝エフィロットの研究資料を探していたと。そして、牢ろう獄ごくを脱だつ出しゆつした際に、その研究資料を盗ぬすんで消えたのだ。

　あの頃、確かにリーフィアよりもエドウィナ＝エフィロットの研究資料の方が彼にとっては優先度が高かったのだろう。

「つまり、エドウィナ＝エフィロットの研究資料が手に入るまでは、リーフィアを無理に攫う必要がなかったということね」

　納得したというようにシスティーナは頷く。妹の言葉にエーヴェルトも頷いた。

「だから、それまでは傍で監かん視しするだけに留とどめていたんだろう。そして資料が手に入ったから、リーフィアを本格的に狙いだしたということだと思う」

「で、でもあれはただの研究資料っスよ？　簡単な古代魔法の理り論ろんが記しるしてあるだけっス。だからこそ、処しよ分ぶんされずに残ったもので……」

　戸と惑まどったようにルドルフが口を挟むと、ブラッドリーが肩を竦すくめて言った。

「でも、アーネル＝エフィロットにとってはただの資料ではなかったのだろうさ」

「うん。そういうことだろうね。一体、研究資料とリーフィアにどんな関係があるのか……。今ここにラディム＝アシェルがいればもう少しはっきりするかもしれないが……」

「あ、師匠に連絡取ったところ、師匠の師匠に会えて話ができたので、明日には帰って来られるそうっス」

　思い出したようにルドルフが言うと、エーヴェルトは安堵したように微笑ほほえんだ。

「そうか。よかった。ひとまずこの議ぎ論ろんは明日ラディム＝アシェルが帰ってきてから日を改めて考えることにしよう。今はとにかく、結界の干渉の件がはっきりするまで、警戒を怠おこたらないようにしてくれ」

「はい」

　全員が頷く。

「シス、リリアン。君たちはリーフィアが昼間一人にはならないように気をつけてくれ。リーフィアは面めん倒どうだが、今日から魔法使いの塔で寝泊りして欲しい。あそこなら少なくとも何かあった場合魔法使いたちが対たい処しよできるから」

「分かりましたわ、お兄様」

「はい。殿下」

　リーフィアももちろん、異い存ぞんはなく頷いた。

「ルドルフは引き続き、城内に怪あやしい魔法の形跡がないか魔法使いたちに探らせてくれ」

「はいっス」

「ブラッドリーは、すまないが今日と明日はリーフィアの警けい護ごについてもらえないか？」

「それは構かまいませんが、その間殿下の警護は？」

「リードにやってもらうさ」

「お待ちください、エーヴェルト殿下！」

　リードが立ち上がって抗こう議ぎの声をあげた。

「俺が妹の警護をするのが妥だ当とうではないでしょうか！」

　どうやら兄を差し置いてブラッドリーを充あてたのが気に食わないらしい。エーヴェルトは苦笑を浮かべた。

「残念だけどね、リード、君は家庭教師に成りすましたアーネル＝エフィロットと会ったことはあっても、戦ったことはないだろう。あいつのことは君よりブラッドリーの方が詳しい。ここは彼の方が適てき任にんだ」

　そう言われてリードは引き下がるしかなかったようだ。

「…………分かりました。ブラッドリー、頼むぞ」

「ああ、お前も、殿下を頼む」

「分かった」

　やり取りの後、それぞれが役目を果たすためにエーヴェルトの部屋を出て行った。

　ルドルフはリーフィアを迎える準備のために塔へ戻り、システィーナはリリアンを伴ともなって部屋に戻った。ブラッドリーはリーフィアに付つき添そい、彼女の私室で数日分の荷物をまとめてから、塔へと一緒に向かう。

　エーヴェルトを警護するために残ったリードが尋ねる。

「殿下のこれからの予定は？」

「明日の夜、外がい務む大だい臣じんに付き合って外国の大たい使しとの食事会があるんだが、その打ち合わせをこれから大臣とする予定になっている。まだ約束の時間までは少しあるから……執しつ務む室しつに行って他の書類仕事を仕上げてしまおう」

「はい。ではお供ともいたします」

　二人は部屋を出て主しゆ居きよ館かんの一角にあるエーヴェルトの執務室へ向かった。ところが、あと少しで執務室に着くというところで、一人の兵士が走ってリードを追いかけてきた。

「ウェインティン師団長！　すみません、将しよう軍ぐん閣かつ下かが国こつ境きよう警けい備びの増ぞう員いん要よう請せいについて話があると。至急閣下の部屋に向かってください」

　リードは顔を顰めた。

「こんな時にか……。君、すまないが、今は手が離せない。閣下にはあとで伺うかがうと伝えておいてくれ」

「いや、構わないよ、リード」

　足を止め、会話を聞いていたエーヴェルトが口を挟んだ。

「執務室はすぐそこだ。一人で行ける」

「ですが……」

「国境警備の増員は君にとっても重要事案だろう？　僕のことは構わず行ってきてくれ」

　定期報告の時期を早めてまでリードが王城に戻ってきたのは、リーフィアのことがあったからだが、国境の砦とりでに駐ちゆう在ざいする人員をもっと増やすように要請するためでもあった。

　辺へん境きようの地にあるため、国境警備に志し願がんする兵は少ない。そのため、砦では慢まん性せい的てきな人ひと手で不ぶ足そくに陥おちいっていた。このままでは何か事が起こった場合、対処できないと懸け念ねんするリードは、なんとか人員を増やしてもらうように軍の上じよう層そう部ぶに掛け合っている最中なのだ。

「……分かりました。話が終わり次第すぐに戻りますので」

　苦く渋じゆうの表情を浮かべるリードに、エーヴェルトは思わず苦笑した。ブラッドリーに託たくされた以上、王太子から目を離すなどもっての他だと思っているのだろう。ひどく真面目なのだ、彼は。

「あの、僭せん越えつながら、自分が殿下に付き添います。師団長は安心して閣下のもとへ向かってください」

　自分を呼びに来た兵士のその言葉に、リードは彼をじろじろと見つめた。そして頼りなげな風ふう貌ぼうだが、いないよりはマシだと思ったようで、しぶしぶ頷く。

「では頼む。……殿下、それでは失礼します」

　リードは頭を下げると、将軍の部屋へと足早に向かった。その姿を見送った後、エーヴェルトは兵士に声をかける。

「では僕たちも行こうか」

「はい。殿下」

　歩き出したエーヴェルトの後に、兵士が続く。この兵士の顔を今まで見たことがないとエーヴェルトが気づいたのは、歩き出してすぐ、角を曲がった直後のことだった。

「君は──」

　名前と所属を尋ねようと振り返ったエーヴェルトは言葉を失うしなった。エーヴェルトが振り返った時、後ろにいたのは兵士ではなく、嘲ちよう笑しようを浮かべた、自分とそっくり同じ顔をした男だったのだ。

「アー」

　名前を紡つむごうとした次の瞬間、エーヴェルトの目の前が真まっ暗くら闇やみに閉ざされる。

「一国の王子が無む防ぼう備びに一人で出歩くものではないな」

　──薄うすれゆく意識の中で、嘲あざけりを含んだそんな言葉が聞こえた気がした。







　十五分後、エーヴェルトの執務室にリードが渋じゆう面めんで現れた。

「殿下、申し訳ありませんでした。呼び出しではなく、軍会議の議題にあげる予定を伝えたいだけだったそうです。どうやら伝令の兵士が早とちりをしたようで……」

「そうか、ご苦労だったね、リード」

　執務室の机に座っていたエーヴェルトが顔をあげてにっこりと笑った。その笑みはいつも彼が浮かべるものと、まったく同じものだった。
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　次の日の午後、リーフィアは城にやってきたフィランとリリアン、それに護ご衛えい役やくのブラッドリーと一緒に温室を見学していた。今回も早々にバザーの打ち合わせを終えてしまい、フィランが暇を持て余していたからだ。

「リリアンちゃん、この花はなあに？」

　フィランがオレンジ色の小さな花を指差す。その花を見てリリアンはにっこり笑った。

「これはユリの仲間でヒメユリというのよ」

　すっかりフィランもリリアンに慣れ、姉のリーフィアが「リリアン」と呼んでいるせいか年上であるにもかかわらず「リリアンちゃん」と呼ぶようになっている。

　手を繫いで花を見ている二人から少し離れてついていきながら、リーフィアはバザーの協力者になったことは彼女のためにもよかったかもしれないと考えていた。

　引きこもり状態だったリーフィアよりましだが、フィランもあまり外に出たがらない。リーフィアにべったりだったのも、彼女の世界がとても狭せまかったからだろう。

　社交的になったとまではいかないが、城に来るようになって知り合いが増え、フィランの世界は確実に広がったはずだ。リーフィアがこの城に来て色々な意味で解かい放ほうされて、世界が広がったように。

「なんだかすごく微笑ましい光景ですよね」

　顔を寄せ合って花を眺ながめる二人は子ども姿のリーフィアがフィランといるよりよっぽど姉し妹まいのように見えるだろう。そう思い、同意を求めるように隣となりにいるブラッドリーに声をかけたのだが、肝かん心じんの彼は心ここにあらずのようで返事がなかった。

　先を行く二人を見ているようで目に入っていない。何か考えているのか、眉み間けんに皺が寄っている。

「んー……」

「ブラッドリーさん」

「え？」

　声をかけるとブラッドリーはキョトンとした顔でリーフィアを見下ろす。

「あ、すまない、何か言ったか？」

「いえ、いいんですけど、どうかしたんですか？　何か気にかかることでも？」

　思えば今け朝さ塔に迎えに来てくれたときも何か様子がおかしかった。おかしかったというより、何かに気をとられていたように思う。

「ああ、すまない。実は……いや、何でもないんだ」

　言いかけてやめるブラッドリー。

　──そう言われるとよけいに気になるじゃないの！

「気になることは共有しましょう！　気のせいだ偶然だと思っていることが、重要になるかもしれないんですよ？」

　袖そでを引っ張ってそう力りき説せつすると、ブラッドリーは頰ほおをポリポリと搔かきながら「気のせいだとは思うんだけど」と前置きしてから言った。

「エーヴェルトの様子が少し気になるんだ。昨日、リーフィアを塔に送った後、エーヴェルトに報告に行ったんだけど……」

　その時、ちょうど外務大臣との打ち合わせを終えてエーヴェルトもリードと共に部屋に戻ってきていたので、ブラッドリーはこう声をかけたらしい。

『リーフィアは塔にちゃんと送ってきましたよ。明日の朝も迎えに行ってそのまま付いています。夕方にはラディム＝アシェルも帰ってくるでしょうし』

『……ああ。そうだね。ご苦労様。ブラッドリー』

　エーヴェルトの答えも、いつもの笑みも、おかしいところはなかったそうだ。けれど、ブラッドリーにしてみれば、答えるまでの妙みような間まに違い和わ感かんを覚えたのだという。

「今朝も、リーフィアを迎えに行く前にエーヴェルトの部屋に寄ってきたんだけど、何かこう……腑に落ちない感じがして仕方なかったんだよな。アーネル＝エフィロットが潜入しているかもと神しん経けいを尖とがらせているせいかもしれないけど」

　ブラッドリーもうまく説明できないらしい。

「まぁ、エーヴェルトもラディム＝アシェルがいないから気を張っているのかもしれないな。おっと、あまり離れちゃまずいな」

　頭を振ってそう結論付けると、ブラッドリーはフィランたちとの間に開いた距きよ離りを縮ちぢめようと足を進めた。それについて行こうとリーフィアが大またで歩き出した時だった。

　温室の戸が開き、エーヴェルトとリードが入ってくるのが目に入った。彼らはすぐにリーフィアたちの姿に気付いて向かってくる。

「ああ、やっぱりここにいたんだね」

「殿下……」

「さっきシスの侍じ女じよとすれ違った時にリーフィアたちのことを尋ねたら、温室に行ったと教えてくれた」

　リーフィアたちの前にくるとエーヴェルトはいつもの笑みを浮かべた。

「外務大臣の具合が悪いらしくて急きゆう遽きよ今日の公務が変更になってね。時間がぽっかり開いてしまったから、リーフィアたちに会いに来たんだ」

「そう、ですか」

　リーフィアはエーヴェルトを見上げ、その顔をしげしげ眺めながら内心ホッと安堵の息を吐いた。ブラッドリーの話を聞いてつい身構えてしまったが、今目の前にいるエーヴェルトは彼以外の何者にも見えない。

　──たぶんブラッドリーさんの気のせいだ。

「あ、王子さまとリード兄さまだ！」

　エーヴェルトたちの姿に気づいたフィランがはしゃいだ声を出す。パタパタと走り寄り、エーヴェルトの足に抱きつこうとした。けれどその寸前、なぜかフィランはピタッと足を止め、不思議そうにエーヴェルトの顔を見上げる。

「こんにちは、フィラン。どうしたんだい？」

　にこっと人好きのする笑みを浮かべながら、エーヴェルトはフィランと目線を合わせようと屈かがみ込む。するとフィランはリーフィアの背中にさっと隠れてしまった。

「こら、フィランってば。失礼でしょう？」

　一体どうしたというのだろうか。少し前はあんなに懐なついて抱っこまでしてもらって嬉うれしそうにしていたのに。今日だって「また王子さまに会いたい！」と、さっきまで楽しみにしていたのに。

　また人ひと見み知しりがぶり返してしまったのだろうか。

「いいんだよ、リーフィア。フィランは特に人見知りするみたいだからね」

　エーヴェルトは笑って立ち上がる。けれど、その言葉にリーフィアは初めて違和感を覚えた。

　──フィランは特に人見知りする？

　確かに初対面では人見知りするが、エーヴェルトに対しては本当に最初の時だけだ。あっという間にその笑顔にコロっと懐いてしまったのだから。その最初の頃にしても、特にと言われるほどではない。ごくごく普通の範はん囲いだろう。

　なのになぜエーヴェルトはこんな言い方をするのだろう。まるで他にフィランが激しく人見知りしている場面を見たことがあるように。

　けれどリーフィアが覚えている限り、城にきてフィランは誰かに対して激しく人見知りしたことはない。当然、エーヴェルトにそんな場面を見る機会はなかったはずだ。

　なのに、どうして……。

　ざわり、と背せ筋すじに震えが走った。何だろう、ものすごく嫌いやな予感がする。

　目の端はしに眇すがめるようにエーヴェルトを見つめているブラッドリーの姿が映る。おそらくリーフィアと同様にエーヴェルトの発言に不信感を抱いだいたのだろう。

「なんか、違う……」

　背中でフィランがボソッと呟くのが聞こえた。

　そういえばと思い出す。フィランはイーヴ先生を含めて、リーフィアの歴代の家庭教師に誰一人懐かなかった。いつもこうやってリーフィアの背中に隠れてしまい、ほとんど会話も交わさなかった。

　初対面の人間にはほぼ同じような反応を示すので、いつものことかと気にも留とめていなかったリーフィアだが、ここにきておかしいと気づく。なぜならフィランは、リーフィアの周辺の人たちには比較的すぐに慣れたからだ。初対面だったにもかかわらず。

　だったらなぜ、家庭教師たちには最後まで懐かなかったのだろう？

　もしかしたら、フィランはアーネル＝エフィロットが成りすました家庭教師たちに子ども特有の鋭するどい勘かんで何かを感じていたのかもしれない。でもはっきり説明することもできなくて、それでずっとこの態度だったのだとしたら……。

　リーフィアはエーヴェルトを見上げた。目に映る彼に、いつもと変わったところはないように見える。

　けれどエーヴェルトの左の耳に目を留めたリーフィアは、あることに気づいて目を大きく見開いた。

　ラディム＝アシェルからもらったあの赤い石の耳飾ピアスがない。お互い左の耳につけて「お揃そろいだね」と笑ったあの赤い石が──。

「殿下……。あの、耳飾ピアスはどうしたんですか？　赤い石の……」

　恐おそる恐おそる尋ねると、エーヴェルトは「耳飾ピアス？」と不思議そうに繰り返してから、ああ、と微笑んだ。

「すまない。部屋に置き忘れてしまったんだ」

「そう、ですか……」

　──必ず身につけていろと言われたあの耳飾を、忘れた？

　耳の奥でドクドクとうるさいくらいに鼓こ動どうが鳴り響く。

「どうしたんだい、リーフィア？　具合でも悪いのかい？」

　屈み込みながら、エーヴェルトが尋ねてくる。

「い、いえ、何でも……」

　それでも信じたくない気持ちがあって、笑顔を浮かべながら答えたリーフィアは、エーヴェルトの目を見返した瞬間、固まった。

　屈み込んでいるため、ほぼ同じ目線上にあるエーヴェルトの碧あおの瞳ひとみ。覗のぞき込んだ瞬間、リーフィアには分かった。

　──違う。これは違う。

『目は心の鏡とはよく言ったもので、持ち主の心のありようを映す』

『こうして目を覗き込めばかなりのことが分かるよ』

　リーフィアを見つめるエーヴェルトの目はいつも優しくて、甘あまい色が浮かんでいて、大切に思ってくれているのが分かる。

　でも今目の前にあるこの瞳は違う。リーフィアを見つめる同じ碧の瞳は、暗く沈しずんでいて甘さなどどこにもない。これはリーフィアを人ではなく「物」として見ている目だ。

　……そしてそんな目をしている人物をリーフィアは知っていた。

　背中のフィランを庇かばいながら、リーフィアはゆっくり後ろに下がる。一歩、二歩と。

「どうしたんだい、リーフィア？」

　顔は笑いながらも、エーヴェルトの目は笑っていない。今ははっきりとそれが分かる。リーフィアは叫んだ。

「殿下と同じ顔をして笑わないで！　あなたは殿下じゃない！」
















「下がってろ、リーフィア！」

　声と共にブラッドリーがリーフィアの前に飛び出した。その手には抜かれた剣が握られている。

「ブラッドリー、何をする!?」

　エーヴェルトの後ろでリードが仰天したように叫んだ。

「こいつはエーヴェルトじゃない！　アーネル＝エフィロットだ！」

「何だって!?」

　ブラッドリーは目の前のエーヴェルトに剣を突きつけて唸るように言った。

「てめぇ、エーヴェルトをどこにやった！」

「……一体何のことだい？　急にどうしたんだ、ブラッドリー」

　戸惑ったような笑みを浮かべるエーヴェルトを、ブラッドリーは一いつ蹴しゆうした。

「くさい芝しば居いしてんじゃねぇ。エーヴェルトに成りすましたつもりだろうが、成りきれてないんだよ。あいつなら絶対にリーフィアとお揃いの耳飾ピアスを『忘れた』なんて言う訳ないからな！」

　叫びながらブラッドリーは目の前のエーヴェルトに剣を振り下ろす。けれど、その剣が届く前に風が舞い上がり、ブラッドリーの身体は吹き飛ばされた。

「ぐっ……！」

「ブラッドリーさん！」

　ブラッドリーの身体は十メートル近くも飛ばされていた。幸い、吹き飛ばされた先が花か壇だんだったため、すぐにブラッドリーは立ち上がり、体たい勢せいを整える。

「やれやれ。いきなり剣を振り下ろすとは、乱暴だな」

　エーヴェルトが肩を竦めながら笑った。けれど、その口調も表情も先ほどまでとはがらりと様変わりしていた。口元に浮かぶのは嘲笑だろうか。いずれにしろエーヴェルトなら絶対にしない表情だった。

「思った以上に簡単に見み破やぶられたな。やはりシャルル王子の時のようにはいかないようだ。まぁ、もともと長殿どのが戻る前にリーフィアを連れてお暇いとまするつもりだったから、長くもたなくても構わないがね」

　言いながらアーネル＝エフィロットはリーフィアに視線を移す。

「さぁ、リーフィア。迎えに来たよ。私と一緒においで」

　エーヴェルトの顔で、声で、伸ばされる手。リーフィアはビクンと身体を震わせた。脳のう裏りに首を絞められた時のことが浮かんだのだ。

「リーフィア、逃げて！」

　リリアンの声が聞こえた。けれど、逃げなければと思うのに、リーフィアの身体は動かなかった。喉のどの奥がひゅうっと鳴る。

　迫せまる手をリーフィアはなす術すべなく見つめる。──その時だった。

「妹に触れるな」

　声と共に耳にヒュンと風を切るような音が響ひびく。次の瞬間、肉を断たつ鈍にぶい音がして、目の前で自分に伸ばされていた腕が切り落とされたのをリーフィアは見た。

　白い袖に包まれた腕が、肘ひじからざっくりと切り離され温室の床に落ちる。と同時にアーネル＝エフィロットの失った腕からは大量の血が噴ふき出だし、床を染めていった。

「……っ！」

　リーフィアは息を吞のんだ。思わず顔を背そむけようとして背中にフィランがいることを思い出す。こんな場面を見せるわけにはいかない。急いで抱き寄せたが、幸いなことにフィランはリーフィアの身体の陰にいて、アーネル＝エフィロットの腕が切り落とされる場面は見ていなかったようだ。

「リーフィア！　フィーちゃん！　今のうちに！」

　走り寄ってきたリリアンがリーフィアたちを庇いながら出口の方へと促す。

「うん。フィラン、行こう！」

　フィランの手を摑つかみ、背中を抱きかかえるようにリーフィアは温室の出入り口に向かった。二人の後をリリアンが続く。

　一方、腕が切り落とされてもアーネル＝エフィロットは動じることなく、リーフィアたちと自分との間に割って入ったリードに余裕の笑みを向けた。

「……リードか。気配や殺さつ気きを感じさせる前に私に傷をつけるとは」

　油断なく剣を構えながらリードがアーネル＝エフィロットを睨みつける。

「八年前の時とは違う。この時のために鍛きたえてきた。もう、二度と目の前でリーフィアをお前の魔の手に委ゆだねさせやしない」

　その視線を受け止めてアーネル＝エフィロットは笑った。

「勇いさましいことだ」

　リードは目を細めた。アーネル＝エフィロットは切り取られた肘からボタボタと血を大量に流しながら、まるで痛みを感じていないようだ。

　それがリードには不ぶ気き味みだった。魔法で痛つう覚かくを遮しや断だんしているのかもしれないが、なぜか彼にはそうは思えなかったのだ。

「でもいくら剣の腕を鍛えようが、私を切り刻もうが、君は私に勝てないし、止めることはできないな」

　アーネル＝エフィロットがクスクス笑いながらそう言った直後のことだった。リードは目を見開く。体勢を整え、飛ばされた場所から戻ってきたブラッドリーも同じだった。

「何だと……!?」

　その声に出口に向かっていたリーフィアたちは足を止めて思わず振り返った。そして目を疑った。切り落とされたはずのアーネル＝エフィロットの右腕が淡あわく光を発しながらみるみるうちにその姿を取り戻していくのだ。と同時に床に落ちたはずの腕がその姿を消していく。

「……うそ……」

　……それはおそらくほんのわずかな時間に過ぎなかっただろう。リーフィアが瞬まばたきを数回するうちに、アーネル＝エフィロットの右腕は元の通りになっていた。床に落ちている服の切れ端と血さえなければまるで何もなかったかのように。

「ま、魔法？　いや……」

　ブラッドリーが信じられないというように首を振る。回復魔法でできるのはせいぜい落とした腕をくっつけて傷を癒いやすことだけだ。なくなったものを再生させるのは並大抵のことではない。たとえできたとしても、皮ひ膚ふから血管や内部の組織まで全て再生させるにはかなりの時間がかかるはずだ。けれど今起こったのは一瞬の出来事だった。

　それは奇跡の技わざと言えるかもしれない。けれど……。

「ゾッとしねぇな……」

　ブラッドリーはぐっと歯を食いしばる。

「同感だ」

　リードも頷いて、二人は視線を交差させた。頷き合い、そして同時に動き始める。

　先に仕し掛かけたのはブラッドリーだった。ブラッドリーは叩きつけるように上から剣をアーネル＝エフィロットめがけて振り下ろす。

「ふっ……」

　鼻で笑いながらアーネル＝エフィロットは風を舞い上がらせ、ブラッドリーの身体を吹き飛ばした。けれどその時にはすでにリードが間合いに入り込んでいた。

　リードは渾こん身しんの力を込めて剣をアーネル＝エフィロットに突き出す。ところが剣先が届く寸前、その姿が目の前からかき消えた。

「何!?」

　ドンッと強い衝しよう撃げきが襲おそい、リードの身体は後方に吹き飛ばされた。

「兄様！」

　壁かべ際ぎわにあった木に激げき突とつするリードを見てリーフィアは悲鳴をあげる。けれど、すぐに立ち上がったところを見ると、たいした傷はないようだ。

　ホッと胸を撫で下ろしたリーフィアは、そのせいで反応が遅れた。

「きゃあ！」

　近くで突然あがった悲鳴にハッと視線を戻したリーフィアの目に映ったのは、目の前で吹き飛ばされるリリアンの身体と、いつの間にか魔法で移動して自分を捕まえようと手を伸ばしてくるアーネル＝エフィロットの姿だった。

　とっさに逃げようとしたリーフィアだが、隣にいるフィランのことを思い出し動けなくなった。この手を避よけたらリーフィアは逃げられてもフィランが捕まってしまうだろう。家庭教師としてウェインティン伯爵家に潜入していたアーネル＝エフィロットは、リーフィアがどれほどフィランを可か愛わいがっていたか知っている。きっとフィランを人ひと質じちにリーフィアを捕まえようとするに違いない。

　かといってフィランを庇いながら逃げても二人とも捕まってしまうだろう。

「リーフィア！」

　ブラッドリーが駆けてくるのが見えたが、タッチの差で間に合わないだろうと推すい測そくする。

　リーフィアの判断は早かった。くるりと振り返ってフィランの身体を両手で押し出す。

「逃げて、フィラン！」

　押されたフィランが地面に尻もちをついたと同時に、リーフィアの身体はアーネル＝エフィロットの腕の中に囚とらわれていた。

「きゃああ！」

「リーフィア！」

「姉さま！」

　いくつもの声があがる。

「放して！」

　リーフィアはもがくが、その腕はびくともしなかった。

「やっぱり長殿がいないと張り合いないな」

　クスクス笑いながらアーネル＝エフィロットはリーフィアを抱かかえたまま空に身を躍おどらせる。

「リーフィアはもらっていくよ。せいぜい自分の無力さに嘆なげくがいいさ、虫ども」

　アーネル＝エフィロットは魔法で浮き上がり、さらに上じよう昇しようを続けた。

「待て！」

　ブラッドリーや、リード、リリアン、それにフィランがなす術もなく見上げる中、温室の天井を突き破ってアーネル＝エフィロットとリーフィアの姿は外に消えていった。

「くそっ！」

　悪あく態たいをつくリードの横で、ブラッドリーはポケットから取り出したチェーンのついた白くて丸い石の玉に向かって怒ど鳴なるようにまくしたてていた。

「今の聞こえていただろう、ルドルフ！　アーネル＝エフィロットだ！　エーヴェルトに化けてやがった。今すぐ魔法使いたちをよこしてくれ！　それと、ただちにラディム＝アシェルを呼び戻せ！」

『わ、分かったっス』

　玉からはルドルフの慌てたような声が響き、ぷつっと消えた。

　その白い玉は何かあった場合、すぐに魔法使いの塔に知らせることができるようにとルドルフから渡されていたものだった。同じものをエーヴェルトも持っていたはずだが、どうやらそれを使う間もなく成り代わられたようだ。

「くそっ」

　舌打ちすると、ブラッドリーはリードに声をかけた。

「俺たちも追うぞ」

　頷いたリードだが、ふとブラッドリーに尋ねた。

「殿下は無事なのか？　あいつが成り代わっていたということは殿下は……」

「今はリーフィアが先だ」

　ブラッドリーはきっぱり言い切った。

「あいつが今どこにいるかどういう状況かも分からないが、絶対思っているだろうさ。自分のことよりもリーフィアを優先しろとな」

「……そうか。そうだな」

　リードの顔に微び苦く笑しようが浮かぶ。

「エーヴェルトのためにも絶対リーフィアを取り戻す。行くぞ」

「ああ」

　二人は慌ただしく温室を出て行った。

「姉さま……」

　残されたフィランは尻もちをついたまま呆然と天井を見上げていた。

「フィーちゃん！」

　リリアンが駆け寄り、フィランを抱き起こす。そのリリアンの顔は真まっ青さおだった。

　何とか立ち上がったフィランの肩を摑んでリリアンは言う。

「フィーちゃん、私は姫様にこのことを伝えてくるわ。だから、ここで動かないで待っていてくれる？　大丈夫、必ずみんながリーフィアを助けてくれるから」

「……うん」

　泣きそうになるのをこらえてフィランは頷いた。その小さな肩をぎゅっと抱きしめた後、リリアンも走って温室を出て行く。

　一人残されたフィランはぐずぐずと泣き出した。リリアンの前ではこらえられていた涙が、今は抑おさえられなくなっていた。

「姉さま……姉さまぁ……」

　フィランには何が起こったのかさっぱり分からなかった。けれど、偽にせ者ものの王子様に大好きな姉が攫われてしまったことだけは分かった。しかも自分を庇って。

「姉さま……」

　ぐずぐずと泣く声が温室に響き渡る。

　いつもは泣いていると必ず誰かが来てくれた。父や母や、家にいるなら兄が、使用人が。その中でもフィランが泣いていることにすぐに気づいて一番先に来てくれるのがリーフィアだった。

『泣かないで、フィラン』

　そう言っていつも涙を拭ぬぐってくれた。

　怖こわい夢を見ても、リーフィアの傍にいけばすぐに忘れられた。

　その大好きな姉が城に勤めるために家からいなくなってしまい、フィランは寂しくて悲しくて、会いたくて、それでわがままを言って城に来させてもらったのだ。

　リーフィアと会えるのが嬉しかった。楽しかった。なのに……。

　今のフィランは、家にリーフィアの姿がない時よりも悲しくて辛つらくて仕方なかった。

「姉さま……。誰か、誰か、助けてぇ……」

　その時、不意にその声は聞こえた。

《大丈夫だから、泣かないで》

「え？」

　フィランは顔をあげる。けれど周囲には誰もいない。

「誰……？」

《私は誰でもない者よ》

「誰でもない者？」

　意味が分からなかった。でも頭の中に響くその声を、フィランはなぜか怖いとは思わなかった。

《お姉さんを助けたいのでしょう？　だったら泣くのはやめて私の言うとおりにして》

　フィランは逡しゆん巡じゆんした後、こくりと頷いた。驚きのあまり涙がぴたりと止まっていた。

　温室にフィランの独り言が響く。

「フィーの姉さまを助けてもらえるの……？　……え？　連れて行ってくれるの？　うん。わかった。目を瞑つむればいいのね？」

　声の通りにフィランは目を閉じた。

　するとその足元が光り、次の瞬間、フィランの身体は温室から消えうせていた。




《目を開けて》

　その声にフィランが瞼まぶたを開けると、目の前には大きくて壮そう麗れいな建物があった。フィランは知らなかったが、それは城の奥にある小しよう宮きゆう殿でんと呼ばれる場所だった。

「ここに、姉さまを助けてくれる人がいるのね？」

　一瞬で違う場所に来たことを、フィランは疑問には思わない。フィランの心を占しめているのは大好きな姉を助けたい、その一心だった。

《そうよ。さぁ、カティアを呼びに行きましょう？》

「うん」

　フィランは頷くと、大きな扉とびらをドンドンと叩きながら声を張り上げた。

「お願い！　姉さまを、姉さまを助けて！」







《カティア》

　その声がカティアの耳に届いたのは、ようやく医者から動く許可を得て起き上がり、部屋のソファに座って本を読んでいた時だった。

　風が通り過ぎるように耳を撫でたその声と響きに、カティアはハッとした。

「……先生？」

　答える声はない。

「……そうね。聞こえるわけがないわ」

　空耳まで聞こえてしまうとは。これもアーネルのことでこの数日間思い悩み続けていたせいだろう。

　そう思いながらカティアは本を置いて立ち上がった。

　なぜか急にそわそわとして、じっとしていられなくなったのだ。茶でも淹いれてもらおうかと呼よび鈴りんに手を伸ばしたカティアは、急に思い立って扉に向かった。ついでに外の空気でも吸おうと考えたのだ。

　部屋を出て廊ろう下かを進み、玄げん関かんに向かう。その途中でカティアは子どもの泣き声が聞こえることに気づいた。

　──こんなところに子どもが？

　声は玄関の方から聞こえてくるようだ。導かれるようにカティアは足を速める。

「お願い、姉さまを、姉さまを助けて……！」

　泣きながら訴うつたえる少女に、守しゆ衛えいの兵も、呼ばれて駆けつけた侍女も困こん惑わくしていた。

「あのね、お嬢じようさん。ここはあなたが来るところではないのよ？　それにお姉さんを助けてと言われても……」

　突然現れて「姉さまを助けて」と泣いてばかりでさっぱり要よう領りようを得ず、どうしたものかと侍女は困り果てていた。外に追い出すのが一番手っ取り早いのだろうが、それではあまりにかわいそうだ。

「とりあえず、あなたのお名前を教えてもらえる？」

　目を擦こすり、しゃくりあげながらフィランは答えた。

「……フィラン……フィラン・ウェインティン」

　ちょうどカティアが玄関ホールにたどり着いたとき、耳に飛び込んできたのはその名前だった。

　──フィラン・ウェインティン？

　それは曾ひ孫まごの言っていたアーネル＝エフィロットに狙われているという「子ども」の名前だ。

「どうしたの？」

　声をかけると、その場にいた全員が振り向いた。

「あ、カティア様！　すみません、この子が……」

　侍女が説明を始めると、カティアの名前を聞いて少女が反応を示した。

「『カティア』？　おばあさんがカティア？」

「こら！　呼び捨てにするな！　この方は……！」

「待って」

　守衛が少女を叱しつ責せきするのを止めると、カティアは少女の前までやってきて見下ろした。

　淡い金きん髪ぱつの可愛い少女だった。宝石のような瞳は涙でキラキラと光り、見ている者の庇ひ護ご欲よくを刺し激げきする。頰にかけてそばかすが散っているが、愛あい嬌きようがあり、この少女の魅み力りよくのうちの一つといえるだろう。

「そうよ、私はカティアよ。お姉さんがどうかしたの？」

「声が、『カティア』っていう人に言えば、姉さまを助けてくれるって……」

　子どもはそう言ったあと、カティアの腰にしがみついて泣きながら訴えた。

「お願い！　姉さまを、リーフィア姉さまを助けて！　王子様に連れて行かれちゃったの！　でも王子様は王子様じゃなくて、偽者なの。フィラン、すぐに分かったの、違うって。姉さまはフィランを庇って、捕まっちゃったの……！」

　えぐえぐと泣くフィランの言うことは確かに要領を得なかった。けれど、偽者の王子様という言葉にカティアはぴんときた。

　──彼だわ。

　結界に守られているはずの城の中に入って再び彼女の姉を攫ったのだろう。彼と曾孫のエーヴェルトがよく似ていることもカティアは知っていた。

　……でも。

『私の邪じや魔まはするな。カティア。お前の血族が大切ならな』

　投げかけられた冷たい言葉が脳裏をよぎって、カティアを萎い縮しゆくさせた。彼がああなった責任の一いつ端たんは自分にある。もし、彼がその少女を望むのなら──

　その時、カティアの耳に「声」が聞こえた。

「お願い、姉さまを助けて！　お願い……！」

《カティア。あの子を助けて。そして彼を救って……！》

　フィランの泣き声に重なるように声が響く。

　それは懐なつかしい懐かしい声──

「姉さまを、助けてぇ……！」

《あの子を得ても何にもならない。彼の救いにはならないの。だから、カティア。彼を止めて》

「……先生……！」

　カティアは屈んでフィランをぎゅっと抱きしめた。その胸の中でフィランが泣く。守衛と侍女はその光景を言葉もなく見守った。

　しばらくしてカティアは顔をあげて、腕の中の少女に囁く。

「大丈夫。あなたのお姉さんはきっと私が助けるわ。これ以上あの方に罪つみを重ねて欲しくはないから」

　そう言うと、カティアは立ち上がった。その顔には静かな決意が浮かんでいた。

　──もう、後こう悔かいはしたくない。

「私は出かけてきます。この子をお願いね」

　侍女と守衛に声をかけると、二人は真っ青になって止めた。

「まさか、いけません！」

「おやめくださいカティア様！」

「いいえ。私は行かねばならないのです。今、この城には侵入者がいて、この子のお姉さんが捕まっています。賊ぞくは魔法使いであり……私の古い友人なのです。あちらは決して私を友とは思っていないでしょうが」

「カティア様……」

　長い間仕つかえてくれている侍女をじっと見つめて、カティアは言った。

「私はもう、何もできなかったと後悔したくない。苦しみと後悔の中で逝きたくない。胸を張ってルガルド様のもとへ行きたい。……そのために、今ここで動かないといけないのです。王おう妃ひとしてでも王おう太たい后ごうとしてでもなく、魔法使いカティア＝エフィロットとして」

「カティア、様……」

　侍女は顔をくしゃっと歪ゆがませた。身体の弱っているカティアを外に出したら命にかかわるかもしれない。けれど、侍女はそれ以上カティアを止められなかった。

　カティアは彼女にフィランを託すと、移動の魔法陣を展開させる。

　何が起こったのか、どうやってリーフィアが攫われたのか、今彼らがどこにいるのか、カティアには分かっていた。《声》が全てを教えてくれた。

　──先生。

　涙に濡ぬれた瞳で一心に見つめてくるフィランの目を見つめ返しながら、カティアはその場から跳んだ。
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　小さな衝撃がラディム＝アシェルを襲う。

「リーフィアの守りが……」

　リーフィアにつけていた守しゆ護ごの魔法がすべて破は壊かいされたのを感じ、ラディム＝アシェルはぎゅっと口を引き結んだ。

　──侵入されたか。

　ここからではあまりに遠く、フォルシアの城や塔の結界の状態がどうなっているのか知ることはできない。けれど、よくないことが起こったのは確かだ。

　親しくなった村人たちと別れの挨拶をしているゼスト＝アシェルを振り返って声をかける。

「師匠。フォルシアの城で何かあったようです。おそらく……」

「例の魔法使いか」

「おそらくは。すぐに帰らなければ」

　そう言った直後、持参している「会話玉」と呼ばれる魔ま具ぐを通して、ルドルフから連絡が入った。

『師匠！　ヤバイっス！　奴が現れて、リーフィアが攫われました！　エーヴェルト殿下も行方ゆくえ不ふ明めいでっス！』

　驚きに目を丸くする。

「殿下も？」

『今すぐ戻ってきてくださいっス!!』

「分かった」

　通話を終えるとラディム＝アシェルはゼスト＝アシェルに向き直る。

「お聞きの通りです。一いつ刻こくを争いますので、一気に城に戻ります」

「ふむ。ガジス国からフォルシア城まで移動するとなると、ちと遠いな」

　あくまでのんびりとした口調を崩さないゼスト＝アシェルにラディム＝アシェルはそっけなく言った。

「では師匠は後から休み休み来てください。僕は先に帰ります」

「おい。まだまだ若い者に負けるつもりはないぞ」

　口を尖らせる師匠を無視して、ラディム＝アシェルは移動の魔法陣を展開させる。地面に円形の陣が現れ、光り輝かがやく。

「……昔に比べてせっかちになったもんだ」

　呆あきれたように呟きながらゼスト＝アシェルも移動の魔法陣を展開させた。

　最初にラディム＝アシェルの姿がかき消え、その少しあとに続いてゼスト＝アシェルの姿も消える。

　光が収しゆう束そくした後、そこには何もなかったかのように茶色い地面が広がっていた。
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　薄うす暗くら闇やみの中、エーヴェルトはパチッと目を開けた。その瞬しゆん間かん即そく座ざに自分の状況を把は握あくして舌した打うちする。

　すぐに頭が働くのも、眠くて寝ていたわけではなく、魔法で強きよう制せい的てきに眠らされていたからだろう。

「くそ、あいつ……」

　らしくもない悪あく態たいが出るのも仕方なかった。

『カティアに免めんじて命は取らないでおいてやろう。その絶ぜつ望ぼうしかない闇やみの中で、私がリーフィアを連れ去るのを黙だまって見ているがいい』

　意識が完全に薄うすれる瞬間に聞こえてきた声。あれは間違いなくアーネル＝エフィロットのものだ。

　起き上がったエーヴェルトは、自分がベッドの上に寝かされていたことを知る。

「ここはどこだろうか？」

　呟つぶやきながら薄明かりの中部屋を見回すと、ここに見覚えがあるのに気付いた。

　中央に鎮ちん座ざした大きな天てん蓋がい付きのベッドしかない部屋。洗面台や、トイレなど水回りはすべて隣りん接せつする小さな小部屋にあることをエーヴェルトはもう知っている。

　ここはあの東館で見つかった地下室──『高こう貴きな牢ろう獄ごく』だ。

　なるほど、ここに閉じ込めたのか。考えたものだ、とエーヴェルトは面おも白しろくもなく思う。誰かに見つかりにくい場所。調査を終えて、再び封印されたこの場所はまさにうってつけだろう。

　エーヴェルトは周囲を確認しながらベッドの周りをぐるっと回った。地下室は前に来た時とほとんど変わってないように見える。

　念のために上着のポケットから鎖くさりのついた白い玉を取り出す。連絡用にとルドルフに渡されていたものだ。玉に向かって呼びかけてみたが、反応はなかった。やはりこの空間で使うのは無理そうだ。

　この地下室で、魔法は使えない。調べたラディム＝アシェルによると、この地下空間は魔法の行こう使しを妨ぼう害がいする特とく殊しゆな呪じゆ文もんで全体を覆われているのだと言う。おそらくは中に閉じ込めた人間が、たとえ魔法使いであっても逃にげられないようにするためだろう。

　厳げん密みつに言えばこの最さい奥おうの部屋だけは微び妙みように魔法が使えるようになっているらしいが、それは中にいる人間の生活を助けるために施ほどこされた処置だったようだ。水の循じゆん環かん、空気の循環、内部の明かり、それらは魔法によって外側からもたらされており、この部屋を基点として供きよう給きゆうされていた。

　そのための魔力を流すためにこの部屋だけ魔法を封ふうじる術式がゆるめに施されているらしい。

　もっともそのことは今のエーヴェルトに何の役にも立たない。彼は魔法使いではないからだ。つまり、エーヴェルトがここから出るためには物理的な方法を取るしかないのだ。

　エーヴェルトはこの部屋にある唯ゆい一いつの出入り口へ向かった。部屋を出て次の部屋に入ると、また次の扉とびらに向かう。

　構造の調べはついている。この地下空間に廊ろう下かはなく、ただ部屋だけがいくつもいくつも本当の出入り口まで扉で連なっているのだ。

　各部屋はそれぞれが用よう途との違う部屋だ。本ほん棚だなのある部屋、書しよ斎さいらしき部屋、ビリヤードなどの設備が置いてある部屋、身体からだを動かすための器具がある部屋。地下故ゆえに、牢獄故に、外に出られないことを除のぞけばこの中で不自由なく生活するためのものが、すべて備そなわっていた。

　ただしどの部屋も窓はない。当然だ。ここは地下なのだから。

　地下室の本当の出入り口に向かったエーヴェルトはやはりと思う。思った通り、そこは施せ錠じようされ中からは開けられないようになっていた。魔法ではない。外側から鍵かぎがかかっているのだ。

　再び舌打ちすると、エーヴェルトは一番奥の部屋に戻り、ベッドに腰を下ろした。

　自分の身の安全のことは心配していなかった。ラディム＝アシェルが帰ってくれば、いずれここにエーヴェルトがいることが知れるだろう。

　エーヴェルトが心配しているのはリーフィアのことだ。自分がここに閉じ込められてどのくらい経けい過かしたのか分からないが、目が覚めた時点ですでに地上では何事か起こっているはずだ。

『私がリーフィアを連れ去るのを黙って見ているがいい』と、アーネル＝エフィロットは言った。

　その言葉と自分が目覚めた意味は考えるまでもなかった。リーフィアを捕とらえたから、そのタイミングであの男はエーヴェルトの術を解といたのだろう。

「リーフィア……」

　上では何が起こっているのか。

　ブラッドリーやルドルフも動いているはずだし、ラディム＝アシェルもフォルシア城に呼び戻されただろう。そうやすやすと城外へ連れ去れないと思うが……。

　エーヴェルトはギリッと奥歯を食いしばり、拳こぶしを握りしめた。

　こんなところに留とめ置かれている自分が歯がゆかった。いや、それ以前に油ゆ断だんしてアーネル＝エフィロットの術じゆつ中ちゆうにはまった自分が許せない。何らかの方法でリーフィアの周辺に手を伸ばしてくるだろうということは予測していたが、まさか自分が襲おそわれるとは考えてもみなかったのだ。前回、エーヴェルトの姿に偽ぎ装そうして城から脱だつ出しゆつしたという前ぜん科かがあったにもかかわらず。

　その甘あまさが今回の事じ態たいを生うんだのだ。あげくここに留め置かれ、どうすることもできない。リーフィアの無事も分からないときている。

　何かここから出る手立てはないものか……。

「……いや、ある」

　ふと思い出して左耳に手をやる。そこに確かにラディム＝アシェルからもらった石があった。耳飾ピアスを取り外して手のひらに載のせる。

　赤い、まるで血のような丸い宝石。大地の魔力を含ふくみ放出しているという石だ。破は壊かいされても取りあげられてもいないところをみると、どうやらラディム＝アシェルの思おも惑わく通どおりアーネル＝エフィロットはこれのカラクリには気づかなかったようだ。

『全ての守りも破壊されて、他に方法がなくなった時に使ってください』

　エーヴェルトはベッドから立ち上がった。

　──この石に封印されている魔法は、移動の魔法だ。

　ただし魔法使いが使う魔法陣のように術じゆつ者しやが移動の始点と終点を決めて結ぶたぐいのものではない。これで移動できる場所はあらかじめ決まっている。──もう片方の石がある場所だ。

　同じ原石から切り出された宝石は共きよう鳴めいし合いどこにいても互いを引き寄せ合うのだという。これは、その性質を利用して作られた耳飾ピアスだ。

　だからこそ一つずつ分けて持てとラディム＝アシェルは言ったのだ。

　これを使えば、エーヴェルトはリーフィアのいる場所へ飛べる。

　だが……。

　懸け念ねんがないわけではない。使えるのは一度きりだから、タイミングを外はずすと二度と使えない。それにこの地下室で石に込められた魔法がちゃんと効こう果かを発はつ揮きするかも不明だ。ラディム＝アシェルのことだからそれも想定して作られているとは思うが。

「でも……今ここでこれを使わなければ、いつ使う？」

　躊ちゆう躇ちよしたのは一いつ瞬しゆんだった。

　エーヴェルトは腰に差してある剣を少しだけ抜くと、その刃やいばに利きき手とは逆の左の手のひらを軽く押し当てる。ぷつっと皮ひ膚ふが切れ、熱い痛みを覚えた。

　斬きった手のひらを見ると、血が盛り上がっている。

　封ふう印いん解かい除じよの鍵キーは「血」だ。

　その血のついた手のひらでエーヴェルトは耳飾ピアスをぎゅっと握りしめる。すると、なぜか石が熱を帯おびてくるのを感じた。

　……ドクン。

　血が流れているせいだろうか、やけに手の中がドクドクと脈みやく打うっていた。エーヴェルトはその手のひらに感じる熱が、なぜかリーフィアの熱と繫つながっているような気がして、思わず拳を見下ろした。

「──リーフィア？」
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「放してってば！　それに殿でん下かをどこへやったの！」

　リーフィアはアーネル＝エフィロットの腕の中で暴あばれた。

　温室の天てん井じようを突き破って空に飛び出したアーネル＝エフィロットは、そのまま空を滑かつ空くうしてどこかに行くつもりだったらしい。ところが、魔法の塔とうから魔法使いたちが何人も飛行の魔法を使って飛び出してくるのを見て、方向を変えた。

「何人もの魔法使いを相手にするのも面めん倒どうだからな」

　その間、ずっとリーフィアはもがきっぱなしだった。けれど、アーネル＝エフィロットの腕はビクともせず、抜け出すことはできない。

　地上では兵士たちが慌あわただしく駆け回っている。どうやら侵しん入にゆう者しやのことは瞬またたく間に伝わって、みんながリーフィアたちを捜さがしているらしい。

「殿下に化けているやつがいるらしい！　捜せ！」

　そんな声が聞こえてくる。リーフィアは声に出して彼らの気を引きたかったが、なぜか声が出せなかった。おそらくアーネル＝エフィロットの魔法だろう。

　そのうち兵士の中のひとりが、空に浮かぶ二人の姿に気づいた。

「いたぞ！　上だ！　魔法使いたちに知らせろ！」

　アーネル＝エフィロットは舌打ちをするとその場から建物の屋上に転てん移いした。

「まぁ、いい。ここからなら、目的地まですぐだからな」

　再び声を出せるようになっていたリーフィアはその言葉に反応した。

「目的地？」

　さっきからアーネル＝エフィロットは一体どこへ向かおうとしているのだろうか？

　確信はないが、どうやら奥へ奥へと向かっている気がするのだ。

　この場合の奥というのは主しゆ居きよ館かんなどの城の中心となる建物ではなく、城じよう壁へきに向かっているという意味だ。城は外側になればなるほど防衛上の観点から重要な建物が少なくなっていく。今リーフィアたちが屋上に降り立っているのも、鍛か冶じ師したちが作業場としている小さな建物だ。

　これから先はもうほぼ城の外がい壁へきしかない。

「どこへ行くつもりなの？」

　城には結界が張られているはずだ。問題なく作動していれば、魔法を使っての脱出は難むずかしくなる。だからこそ、前回アーネル＝エフィロットは魔法を使わず、自分の足で出て行ったのだ。

　けれど、今回はいくらエーヴェルトに擬ぎ態たいしているからといって、リーフィアを連れた状況で門番を騙だますのは無理だろう。それなのにどうやってリーフィアを外に連れ出すというのか？

「城壁だよ。カティアが出入りした時にあそこの結界の一部に少し細さい工くをしておいたんだ。媒ばい介かいではなくて、結界本体の方にね。今なら簡単に穴があくはずだ」

　にやりとアーネル＝エフィロットは笑う。

　媒介とか本体といったことは魔法使いではないリーフィアにはよく分からないが、結界に穴があけば、城から出られてしまうことだけは容よう易いに想像できた。

「冗じよう談だんじゃないわ……！　私は行かない！　ここにいるんだから！」

　リーフィアは前以上に激しく手足をバタつかせて抵てい抗こうする。けれど、それを無む視ししてアーネル＝エフィロットは笑って言った。

「ああ、そういえばリーフィアはさっきからずっとあの虫のことを聞きたがっていたな」

　確かにリーフィアは口を開けば暴れながら「放して」か「殿下をどこへやったの」しか言っていない。

　いつ入れ替わったかは分からないが、ブラッドリーの話から逆ぎやく算さんすると、本物のエーヴェルトが行方ゆくえ不ふ明めいになってからほぼ丸一日経たっている。簡単に捜せるところなら、もうとっくに見つかっているはずだ。昨日から魔法使いたちは時々城内を見回っていたのだから。

「気にするのは当然でしょう！　一体、殿下に何をしたの、どこへやったの！」

　もしかしたら怪け我がをしているかもしれない。とんでもないところに閉じ込められているかもしれない。そう思うといてもたってもいられなくなる。

「殿下を返して！」

「返すも何も、もういない人間を返すことはできないだろうさ」

「……え」

　ドクンと、心臓が大きく鳴った。

「どういう、こと？」

「あの虫だったら邪じや魔まだったから消したよ。だっていらないだろう？　私のリーフィアに近づく虫なんて」

「消し……た？　殿下を……？」

　急に息ができなくなった気がして、リーフィアは胸を押さえながらか細い声で尋たずねる。

　アーネル＝エフィロットは艶えん然ぜんと笑った。

「殺したってことだ。あいつはもういない」

「っ……！」

　その瞬間、リーフィアの鼓こ動どうも息も何もかも止まった。思考さえも。

　──……殺した？　エーヴェルト殿下を……？

「うそ……」

「噓うそじゃない。邪魔だから消したよ。もう二度とリーフィアは奴やつの姿を見ることはできない」

「うそ……」

　お腹なかの奥がすぅっと冷たくなって重苦しくなった。その冷たさは手足にも及び、リーフィアの四し肢しは痺しびれたように抵抗を失うしなった。

　──いない？　殿下が、もうこの世には……？

「うそだぁ……！」

　目の前が真っ暗になったような気がした。

「殿下……」

　──もういないなんてうそだ。

「殿下……」

　──どっちの姿も私だって言ってくれた殿下が、死んだなんて……。

「やだ……」

　──リーフィアが好きだよって、言ってくれた殿下が……。

「いやだ、殿下……殿下ぁぁぁ!!」

　リーフィアの絶ぜつ叫きようが空に響ひびき渡る。見失った二人の姿を捜して地上を走っていたブラッドリーとリードは、屋根の上にいるリーフィアたちに気づいた。

「リーフィア！」

「ちっ！」

　アーネル＝エフィロットは舌打ちすると空へ飛び上がり、少し離れた城の外壁へ向かった。それをブラッドリーたちが追う。

「殿下……エーヴェルト殿下……」

　ポロポロとリーフィアの頰ほおを涙が流れていく。

「絶対うそだ……」

　──殿下が私を置いて逝いくはずがないもの。

　そう自分に言い聞かせる。

　城壁の上は、内外を見渡せる通路になっている。その通路に降り立つと同時にアーネル＝エフィロットはエーヴェルトの擬態を解き、本来の彼の姿──エーヴェルトとよく似ていて、でも少し違う姿になっていた。髪は長く、視線も目つきも鋭するどい。今の姿を見れば、大部分の人間はよく似ていると思っても違う人間だと分かるだろう。

　リーフィアはそれを涙越しに認め、ふつふつと怒いかりが湧わくのを感じた。絶望や悲しみが急速に怒りに転てん化かしていく。

　キッと睨にらみつけてその怒りを目の前の男にぶつけた。

「殿下を……返して！」

　さっきまで逃のがれようともがいていた手足が今は違う目的を持って振られていた。バンと音を立てて拳がアーネル＝エフィロットの胸に叩たたきつけられる。

「殿下を返して！」

　今までこの八年間、ずっと自分を苦しめてきたアーネル＝エフィロットを憎にくんできた。けれど、今この時ほどこの男が憎いと思ったことはない。

　──こいつは私から殿下を奪うばった……！

「返して！　返してよ！」

　手足をメチャクチャに振り回して攻こう撃げきする。けれど子ども姿のリーフィアの拳などたいした威い力りよくはなく、痛がっている様子もない。それが余計に悔くやしい。

　アーネル＝エフィロットは片手を伸ばし、リーフィアの顎あごをぐっと摑つかんだ。

「気に入らない目だな。大人の……恋に汚けがれた目だ」

　リーフィアは自分を見下ろすアーネル＝エフィロットの碧あおの目に、怒りが浮かんでいることに気づいた。けれど、それ以上に激げき怒どしているのはリーフィアの方だ。涙に濡ぬれた黒い目で睨み返す。

「そんなにあの男が大事か」

　すぅっと目を細めてアーネル＝エフィロットは尋ねた。その声は低い。

「当たり前よ！　殿下は私の……私の……大切な……」

　胸の奥から何かがせりあがってきて、なぜか言葉が詰つまって出なかった。リーフィアは震えるような息で空気を吸い、言葉と一緒に吐はき出した。




「一番、大切な人なの……！」




　言い放った次の瞬間、つかえが噓みたいに取れて、その言葉がストンと胸に落ちてきた。

　唐とう突とつに理解する。

　──ああ、そうか。そうなんだ。私……殿下が好きなんだわ。

　だからエルフィン王女がエーヴェルトにべったりするのが面白くなかったし、フィランが可か愛わいがられるのを見てもやもやしたのだ。

　じわりと新たな涙が目に浮かんで流れていく。

　かけられた魔法がまだ解けていないから、恋とか愛とかについては考えられないなんて思っていたのも、自分を誤ご魔ま化かしていただけだ。……本当はもっとずっと前から、好きだった。

　リーフィアの一番望んでいた言葉をくれた人。リーフィアがリーフィアであればいいと言ってくれた人。好きだと言ってくれた人。……好きにならずにはいられなかった。

　でもエーヴェルトはみんなの王子様で、手の届かない人だと思ったから、無意識のうちに、そのことを考えることさえ自分に禁きんじていたのだ。

「殿下……殿下……」

　ハラハラと涙が零こぼれていく。

　──あなたに、会いたい。

「やはり気に入らないな、あいつは」

　リーフィアの顎を放しながらアーネル＝エフィロットはぽつりと呟いた。

「カティアに免じて命だけは助けてやろうと思ったが、気が変わった。やっぱり消してやる」

「……え？」

　その言葉にリーフィアは顔をあげた。……やっぱり消してやる？

　消したというのは噓で、殿下はまだ生きているの……？

「遊びは終わりだ。さっさとここから出なければ」

　アーネル＝エフィロットはまるで独ひとり言ごとのように言って、城壁の外に視線を転じる。

　安あん堵どと希望にホッとしたのもつかの間、リーフィアは危き機き的てき状況にキュッと口を引き結んだ。

　結界の外に出てしまえばアーネル＝エフィロットは自由に魔法を使って逃げられる。どこへ連れて行かれてしまうか分からないのだ。せっかく殿下が生きていても容易には会えなくなってしまう。

　今どうにかしなければ……！

　──考えるのよ、どうすれば逃げられるのか。

　焦あせる心を落ち着かせるように、リーフィアは自分に言い聞かせた。

　その時リーフィアはふと、ラディム＝アシェルにもらった赤い石の耳飾ピアスのことを思い出した。とっさに左耳に触ふれると、そこには丸い石の感かん触しよくがある。ラディム＝アシェルの思惑通り、アーネル＝エフィロットはコレの存在にまだ気づいていない。

　顔をあげ、アーネル＝エフィロットを窺うかがう。アーネル＝エフィロットは城壁のとある一角を凝ぎよう視ししていて、今はリーフィアを見ていない。もしかしたらあそこに綻ほころびがあって、穴をあけようとしているのかもしれなかった。

　時間がない。注意がそれている今、やるしかないのだ。

　……機会チヤンスは一度だけ。この魔法は一回しか使えない。

　リーフィアは左の人差し指の内側、柔やわらかい腹はらの部分に歯を当てて、思いっきり嚙かむ。痛みと共にぶちっと音がして自分の歯が皮膚を破って肉に食い込んだのを感じた。少し遅れて口の中に血の味が広がる。

　次にリーフィアは血に染そまった左指で耳についている石に触れながら、右手を胸元に差し入れムーンストーンの首飾りを摑み出して、ぐっと引っ張った。

　鎖が切れて、リーフィアを子ども姿に保たもつための石が身体から離れていく。

「なに!?」

　そこでようやくアーネル＝エフィロットはリーフィアの様子に気づいたらしい。リーフィアは右手を大きく振りかぶり、アーネル＝エフィロットの顔めがけて思いっきりムーンストーンを叩きつけた。

「くっ……！」

　不ふ意い打うちだったのだろう。ムーンストーンはアーネル＝エフィロットの顔に当たり、足元へと落ちていく。どこに落ちたのか確かめる間もなく、リーフィアの変化が始まった。

　十歳の子どもから十八歳の大人へ。

　前回の地下室でも同じことをやった。ただ、あの時アーネル＝エフィロットはリーフィアを肩に担かついでいたが、今は腕一本で抱かかえ込んでいる。そのせいで腕の中で急速に重みと大きさを増すリーフィアをとっさに支えられなかった。

　リーフィアはその隙すきを逃さず、アーネル＝エフィロットの胸を押しやって腕の中から転がり出た。

　そのまま床を二回転ほど転がって立ち上がったとき、リーフィアはすでに大人の姿で、左手には赤い石の耳飾ピアスを握っていた。

　リーフィアの血に濡れて石の封印が解けたのだろう。アーネル＝エフィロットは石に気づいて目を見開いた。

「その魔力は……！」

　リーフィアはアーネル＝エフィロットを見み据すえる。今の自分の姿が相手にどんな影えい響きようを与えるかなど、まるで思い浮かばなかった。

「私はあなたとなんて行かない！　エーヴェルト殿下のいるところが私のいるところよ！」

　叫びながらリーフィアは左手に握られている赤い石に願う。

　──石よ。殿下のところへ私を連れて行って！

　たとえそこが真っ暗闇の中でも、冷たい土の中だったとしても構かまわない。殿下の傍そばにいられるのであれば。

　そう願った瞬間、ドクンと何かが鳴った。

　それは自分の心臓の音だったのだろうか。それとも……？

　その時リーフィアは手の中の石がどんどん熱を帯びていくことに気づいた。まるで何かを感知し、呼こ応おうし合うように石が熱くなっていく。

　封印が解けたから？　それとも……。

「殿下……？」

　なぜそう石に向けて呟いたのかは分からない。けれど、この手の中にある石がエーヴェルトと繫がっている。なぜかそれが確信できるのだ。

「殿下……殿下……！」

　呼びかけに応こたえるようにさらに石は熱を発はつし──光が弾はじけた。
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　──薄暗い地下の闇の中。

　エーヴェルトは石を握った拳を胸に当てて呟く。

「リーフィア。今君のところへ行くから」

　それからエーヴェルトはアーネル＝エフィロットに教えてもらった発動の鍵キーワードとなる呪文を響き渡る声で唱となえた。




「僕をリーフィアのもとへ連れて行ってくれ──『転移アンヴレート』！」




　次の瞬間、エーヴェルトはドンという音と共に光に包まれていた。
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　突然強い光を発した石に、リーフィアは思わず手のひらを開いた。その拍ひよう子しに光が手から離れて城壁の床に零れ落ちる。

「あ……？」

「何だと……!?」

　突然その光がぶわっと大きくなり、弾けた。リーフィアはとっさにぎゅっと目を閉じる。

　──何が起こったの？

　けれど、すぐに光が収しゆう束そくしたのを感じたリーフィアは、恐おそる恐おそる薄目を開け、そこに見えたものに目を見開いた。

　光の粒りゆう子しが舞っている。その粒子に包つつまれるようにして、リーフィアが会いたくてたまらなかった人の姿がそこにあった。

「……エーヴェルト、殿下……？」

「リーフィア！」
















　エーヴェルトもリーフィアに気づいてホッと安堵したように強こわ張ばった顔を緩ゆるめた。

　──生きて、いた。……生きていてくれた！

　殿下が、すぐ手の届くところにいる。殿下が。

「殿下……！」

　リーフィアは通路の床を蹴けってエーヴェルトの胸の中に飛び込んだ。その身体をエーヴェルトは受け止め、ぎゅっと抱きしめる。

「リーフィア。無事でよかった！」

「で、殿下こそ！　無事で……！」

　ぎゅっと抱きついてから、リーフィアは顔をあげて、エーヴェルトの目を覗のぞき込む。子どもの姿のときよりはるかに近い目線にエーヴェルトの顔があった。

　──ああ、間違いない。本物の殿下だ。

　覗き込んで、その碧色の目に映うつっているものに安堵する。それはいつも見慣れたエーヴェルトの瞳ひとみだった。リーフィアをリーフィアとして認めてくれている目だ。

　──よかった。本当によかった。

　それから二人は申し合わせたようにお互いの姿を見下ろし、同じように左手が血に濡れていることに気づいて苦笑した。

　どうやら同じことを考えて実行していたらしい。

　そんな二人の世界を裂さくように、突然その声は響いた。

「やはりお前は邪魔な存在だ」

　二人はハッとして声のした方を振り向く。少し離れたところにアーネル＝エフィロットが立っていて、二人に──いや、主おもにエーヴェルトに向けて昏くらく怒りに沈しずんだ視線を送っていた。空にかざした手のひらにはパチパチと音を立てて光る小さな雷らい電でんのようなものが浮かんでいる。

　あれで攻撃するつもりだ。とっさに見て取ったエーヴェルトは、リーフィアを背に庇かばい前に出ようとする。リーフィアはそうはさせまいとエーヴェルトの首に抱きついて、自分が盾たてになろうとした。リーフィアを手に入れたがっているアーネル＝エフィロットは攻撃を躊躇するだろう、そう考えてのことだった。

　けれどその行為が更にアーネル＝エフィロットの癇かんに障さわったらしい。酷こく薄はくな笑みを浮かべ、わざとらしく優しげな口く調ちようで告げる。

「ああ、大丈夫。どこにいようがリーフィアには髪の毛一ひと筋すじたりとも傷きずつけない。その虫だけ消し炭ずみにしてやろう」

「やめて！」

　魔法使いならそれくらい可か能のうだろう──アーネル＝エフィロットなら。

　明解な殺さつ意いに曝さらされて、エーヴェルトの背中に緊きん張ちようの汗が流れていく。

「リーフィア！　殿下！」

　見張り台のある側そく塔とうの方から登ってきたらしいブラッドリーとリードが、城壁を走ってくる姿が視界の端はしに映った。けれど、間に合わないだろう。エーヴェルトはそう頭の一部で冷静に判断する。

　これまでか……。エーヴェルトはぎゅっとリーフィアを抱きしめた。

　──その時だった。

「させません」

　凜りんとした声と共に、アーネル＝エフィロットの片手の周辺にいくつもの小さな光が浮かんだ。

「なに……!?」

　その小さな光はアーネル＝エフィロットの雷電に向かって一いつ斉せいに飛び込んでいく。するとどうだろう。バチバチバチと凄すさまじい音を立てて雷電が弾け飛んで霧む散さんした。

　と同時にエーヴェルトとリーフィアの前に、まるで二人を庇うようにふわりと降り立つ人物がいた。

「あなたは……！」

　リーフィアは息を吞のんだ。現れたのはローブ姿の女性だった。歳としは六十代の中頃だろうか、上品な顔立ちで優しげな緑色の瞳を持った老ろう婦ふ人じんだ。

　一度だけ、リーフィアは彼女を見たことがある。その時は瞳と同じ落ち着いた色のデザインのドレスを身につけていて、王族のためのボックス席に優ゆう雅がに腰を下ろしていた。

　けれど今の彼女は白地に金色の縁ふち取どりがしてあるローブを身に纏まとっている。リーフィアはそれが何であるか知っている。魔法使いの証あかしだ。

「おばあ様……？」

　呆ぼう然ぜんとエーヴェルトが呟く。

　そう。そこに立っていたのはエーヴェルトの曾そう祖そ母ぼで、先々代王妃のカティアだったのだ。

　カティアは振り返り、リーフィアの顔と、しっかり抱き合った二人の姿を見てにっこり笑った。

「小しよう宮きゆう殿でんにね。小さな可愛らしいお客様が来て泣きながら言ったの。『姉さまを助けて』って。あなたがリーフィアね」

「まさか……フィランが？」

　リーフィアは心底驚く。フィランが一体なぜ、どうやって小宮殿に？

「そうよ。きっと先生のお導みちびきね。その小さなお客様が教えてくれたのよ。──後こう悔かいしたくないのなら、今動かなければならないって」

　そう言ってカティアはくるりと振り返り、睨みつけてくるアーネル＝エフィロットを見つめ返した。

「邪魔するなと言ったはずだ、カティア」

「アーネル殿下。私は傍ぼう観かん者しやでいたくはない。これ以上後悔したくもないのです。……それに頼まれましたから。とても大事な方に。……あなたのことを」

「何だと？」

　怪け訝げんそうにアーネル＝エフィロットは眉まゆを寄せた。

　一方リーフィアはカティアの言葉に驚いていた。

　──アーネル、殿下？

　カティアは一歩前に出ながらアーネル＝エフィロットに言った。

「アーネル殿下。先生に瓜うり二ふたつの彼女を得ても、あなたの救いにはなりません。いくら似ていても彼女は彼女でしかないのですから。そのくらいは分かっておいででしょうに、一体なぜあなたはこの子を狙ねらうのです？　何をしようとしているのです？」

「……愚ぐ問もんだカティア」

　アーネル＝エフィロットはくっくっと笑った。

「私は私のものを取り戻そうとしているだけだ」

「私のもの？」

「そうだ、エドウィナを──あの女を取り戻す」

「先生を……？　まさか──」

　何か思い当たることがあるのか、カティアの目がこれ以上ないほど見開かれた。

「まさか、あなたは、先生を──？」

　その問いには答えずに、アーネル＝エフィロットは嘲ちよう笑しようを浮かべた。

「それより、カティア。お前は私から曾ひ孫まごを守るつもりのようだが、本当に私に勝てると思うのか？　お前は、見習いのまま塔を去った身だ。それに長い間ろくに魔法を使っていないはず。そんなお前に私が止められるとでも？」

　ぐっと奥歯を嚙みしめてカティアは言った。

「……命に代えても止めてみせます」

「おばあ様！」

　エーヴェルトの焦ったような声が響いた直後のことだった。




「では、そこに我われ々われを加えたらどうだろうか」




　突然第三者の声が響き渡る。その聞き覚えのある声に頭をめぐらせたリーフィアは、側塔の丸い屋根の上に立つ、二人の人物に気づいた。

「ラディム＝アシェルさん！」

　黒いローブ姿は間違いなく魔法使いたちの長、ラディム＝アシェルだ。けれど、もう一人の灰色のローブを身に纏った人物は、見たことがなかった。

　歳は六十の後半か、七十代の前半だろうか。ここからはよく判はん別べつできないが、白っぽい髪と、同じように白髪しらが交まじりの髭ひげをたくわえていた。ローブ姿から察さつするに老人も魔法使いなのだろう。

　老人は塔の上からじろじろと見回し、アーネル＝エフィロットにぴたりと視線をあてると、にやりと笑った。

「貴き殿でんがエフィロットを名乗る者か。私はゼスト＝アシェル。ラディム＝アシェルの師にして、前の長をしていた者だ。どうぞお見知りおきを」

「あの方が……ラディム＝アシェルさんのお師し匠しよう様？」

　リーフィアは驚いていた。何となく偉い大だいで厳げん格かくなイメージを持っていたからだ。けれど実物は厳格というよりも、かなり豪ごう胆たんなタイプの人間に見えた。

　エーヴェルトがくすりと笑う。

「そうだよ、彼が長い間長としてこの国を守ってきた、ゼスト＝アシェルだ」

　側塔の上の二人を仰あおいで、アーネル＝エフィロットはふっと笑った。

「長おさ殿どのだけでなく、前の長もいるとはね。どうやら分ぶが悪いようだ」

　アーネル＝エフィロットは視線を転じて、たどり着いたブラッドリーとリードが剣を構えて隙を窺っているのを見ると片眉をあげた。

　それから地面を蹴り、ふわりと浮かんで胸きよう壁へきの上に立つと、尊そん大だいな態度で告げる。

「どうやら命拾いをしたようだな、虫。次はないと思え」

　そう言うなり、まるで身を投げるかのように後ろ向きに城壁の上から身を躍おどらせた。

「お、おい！」

　ブラッドリーが慌てて胸壁に駆け寄り、隙間から下を眺ながめる。けれど、もうそこには何もなかった。落ちた形けい跡せきもない。

　ゼスト＝アシェルが側塔の屋根からふわりとブラッドリーの隣となりに降り立った。アーネル＝エフィロットがじっと見つめていたところに視線を向けて納なつ得とくしたように頷く。

「ふむ、どうやら結界に穴をあけて、そこから外に脱だつ出しゆつしたようだな」

「また取り逃がしたか、くそっ」

「あの様子ではまたやってくるさ。その時捕つかまえればいいことだ、なぁ、ブラッド坊ぼうや」

　ブラッドリーはとたんに顔を真っ赤にして怒ど鳴なった。

「だからその坊やはいい加か減げんによしてくれよ、ゼストじいさん！」

「ははは。百歳以上の私にしたらお前など充分坊やだろうが」

　笑いながらブラッドリーから離れると、ゼスト＝アシェルはカティアの前まで行き、優雅に頭を下げた。

「お久しぶりでございますな、カティア様。いえ、今のあなたはこうお呼びした方がいいのかな」

　カティアのローブを見てゼスト＝アシェルは微笑ほほえむ。

「カティア＝エフィロットと」

　──エフィロット？　では先々代王おう妃ひのカティア様が、エドウィナの……？

　リーフィアは息を吞む。カティアはゼスト＝アシェルに親しみの籠こもる笑みを向けた。

「お久しぶりですね、ゼスト＝アシェル。ええ、今の私は先々代王妃としてではなくここにいるので、その懐なつかしい名前で構わなくてよ」

「おばあ様」

　二人の会話を遮さえぎるように、リーフィアを抱いたエーヴェルトが歩み出てカティアに真剣な眼まな差ざしを向けた。

「お聞きしたいことがあります。おばあ様がエドウィナ＝エフィロットの弟で子しだった女性で間違いないですか？」

　カティアは曾孫の顔を見、それからリーフィアの顔を見て懐かしそうに目を細めてから頷いた。

「ええ。間違いないわ。私はエドウィナ＝エフィロットの弟子で、かつて『エフィロット』の名を冠かんしていた者よ」

　エーヴェルトは頷いた。彼にとってそれはほぼ予測していたことだったからだ。

「ではおばあ様。教えてください。おばあ様の知っていること全てを」

　カティアも問われることを覚かく悟ごしていたのだろう。とても静かな眼差しをエーヴェルトとリーフィアに向け、そして頷いた。

「ええ。私の知っている限りのことをお教えしましょう。『新月の貴き婦ふ人じん』から始まった、王族の闇のことを──」
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　城じよう壁へきで話をするわけにもいかなかったので、一同はシスティーナもリリアンも呼んでカティアの住む小しよう宮きゆう殿でんで話をすることになった。

　ただ、城中が大騒ぎになってしまい、エーヴェルトたちは先にそれを収めなければならなかったので、全員が集まり大きなテーブルのある応接室に落ち着いた時には日にち没ぼつが迫せまっていた。

「ふふ、よく寝ているわね」

　カティアが応接室の端はしにあるソファに横たわって眠るフィランに視線を向けて微笑ほほえむ。

「すみません。すっかりお世話になってしまって……」

　フィランは助け出された大人のリーフィアの姿を見るなり抱きついてわんわん泣き出し、そのままずっとくっついて離れなかった。それで仕方なくこの席にも連れてきたのだが、泣きつかれたのか、話が始まる前に寝てしまったのだ。

「いいのよ。今日はこの子にとっても大変な一日だったもの」

「はい。すみません」

　もう一度眠る妹を見つめた後、リーフィアは視線を前に戻し、椅い子すの上で落ち着きなく身じろぎする。カティアとゼスト＝アシェルからじっと見られていることに気づいたからだ。

「あら、ごめんなさい、じろじろ見てしまって。あまりに似ているものだから……ねぇ、ゼスト＝アシェル」

　自分で持参した酒を飲みながらゼスト＝アシェルが頷うなずいた。

「ああ。不ぶ躾しつけですまないの、お嬢じようさん。だが、私とカティアにとっては懐なつかしい面おも差ざしなのでな、つい……」

　二人が誰に似ていると言っているのか、リーフィアにはすぐに分かった。

「エドウィナ＝エフィロットですね。似ているのは」

　カティアが微笑みながら頷く。

「ええ。でも不思議なことではないわ。あなたのお母様であるウェインティン伯はく爵しやく夫ふ人じんはアーゼンタール侯こう爵しやく家けのお嬢さんだもの。リーフィア。エドウィナ先生の、魔法使いの塔に入る前の名前はね。エドウィナ・アーゼンタールというの」

　リーフィアも、そして隣となりに座っているエーヴェルトも、ゼスト＝アシェルを除のぞく全員がこの話には驚いた。

「!!」

「アーゼンタール？　まさか……！」

「そうよ。アーゼンタール侯爵家の令れい嬢じようだったの。その血を引くあなたが似た容よう姿しを持って生まれても、なんら不思議ではないわ」

「ではそのことをアーネル＝エフィロットは……」

　まるで独ひとり言ごとのようなエーヴェルトの呟つぶやきに、カティアは答えた。

「もちろん、ご存ぞん知じよ。あの方自身、アーゼンタール侯爵家とは浅からぬ縁えんがある人間ですもの」

「おばあ様」

　ぐっと身を乗り出し、エーヴェルトは真しん剣けんな眼まな差ざしでカティアを見み据すえた。

「まず先にお聞きしたい。アーネル＝エフィロットと名乗るあいつは何者ですか？」

　カティアはエーヴェルトを見つめ返し、それからすっと微び笑しようを消して答えた。

「あの方の本当の名前は、アーネル・エルゼクス・フォルシア。わたしの夫、先々代国王ルガルドの従い兄と弟こにあたる方です」

「王族……」

「そう王族です。でもミドルネームを持っているのは、元々王族とは認められず、生まれて最初の十二年間はアーネル・エルゼクスと名乗っていたから」

　それからカティアはそっと目を伏ふせた。

「王族と認められ城に引き取られた後も存在を隠され、かつての主しゆ居きよ館かんの地下にあった『高こう貴きな牢ろう獄ごく』で暮らしていました。十二年の長きにわたって」

「十二年間……」

　──あの地下室に、十二年間も？　独ひとりで？

　その途と方ほうもない時間と孤こ独どくにリーフィアは思わずぶるっと震ふるえた。

「あの方は『高貴な牢獄』で過ごした最後の王族なのです。……エーヴェルト」

　悲しそうにエーヴェルトを見つめながらカティアは続けた。

「あなたはあの『高貴な牢獄』が何であるか私に尋たずねたわね。その時私は、あることだけはあなたに伝えませんでした。あの牢獄から解放されるのは──死んだ時だけなのだということを」

「死んだ時だけ？　でもアーネルは……」

　生きて牢獄を出たのでは？　おそらくエーヴェルトはそう聞きたかったのだろう。けれどその前にカティアが言った。

「例外はありません。アーネル殿でん下かも、ルガルド様の替かえ玉だまになる時だけ牢獄を出ることは許されても、死ぬまで解放されることはありませんでした。死んで、初めて解放されたのです。この意味が分かりますか、エーヴェルト？　……あの方は亡なくなっているのです」

「──え？」

　その言葉は魔法使いたちにとっては推すい測そくどおりの言葉で、エーヴェルトやリーフィアたちにとってはあまりに信じられない言葉だった。

　ブラッドリーが引きつった笑いを浮かべた。

「ちょ、ちょっと待ってください、カティア様。亡くなったって……現にあいつは生きて俺たちの前に姿を見せているじゃないですか！」

「……禁きん呪じゆ、ですね」

　今まで黙だまって座っているだけだったラディム＝アシェルが突然口を開いた。カティアが頷く。

「ええ、そうですよ。ラディム＝アシェル」

「なるほど。それで禁呪が必要だったのだな。あの当時、なぜエドウィナが突然禁きん忌きに手を染そめたのか疑問だったが、誰も分からなかった」

　得とく心しんがいったとばかりに何度も頷きながらゼスト＝アシェルが髭ひげの生はえた顎あごを撫なでる。

「そうです。アーネル殿下の存在は公おおやけではありませんでしたし、ましてや彼とエドウィナ先生との関係を知っていたのは、私と先々代長のマチルダ様だけでしたから」

「あの、エドウィナ＝エフィロットの禁呪は失敗したって聞いてたんっスけど、つまり、成功していたってことっスか？」

「いや、どうもそうではなさそうだぞ、ルドルフ」

「その通りです。失敗ではなかったけれど、成功もしていません」

　魔法使いたちだけで納なつ得とくし、その他の人を置き去りにして話が進もうとしているのを見て、システィーナが抗こう議ぎの声をあげた。

「ちょっとお待ちになって！　わたくしたちには何が何だかさっぱり理解できておりませんわ。あなた方だけで納得してないで説明をしてください！　そもそもエドウィナ＝エフィロットが研究していた禁呪とは何ですの？」

「ごめんなさいね、システィーナ」

　苦笑を浮かべてカティアは隣に座る曾ひ孫まごに謝った。

「エドウィナ先生が禁を冒おかしてまで研究をしていた魔法というのは……長おさ？」

　一度言葉を切ってカティアはラディム＝アシェルに視線を向けた。おそらく魔法使い以外の者に禁呪のことを伝えるには長の許可が必要なのだろう。

　その視線を受けて、ラディム＝アシェルが代わりに口を開く。




「──死者を生き返らせる術だ」




　リーフィアは息を吞のんだ。

　一度死んだというアーネル。死んだ人間を生き返らせる術を研究していたエドウィナ＝エフィロット。

「つまり……あのアーネル＝エフィロットは……？」

　声が震えた。エーヴェルトはそんなリーフィアの肩に手を回し、抱き寄せながら代わりにカティアに尋ねた。

「あのアーネル＝エフィロットは一度死に、エドウィナ＝エフィロットの術で生き返ったというわけですね？」

「そうです。でも術が成功したわけではなかったのです……」

　カティアは俯うつむき、肩を震わせた。代わりに答えたのはゼスト＝アシェルだった。

「彼は命の理ことわりの外に弾はじかれた存在だ。命の理とは、人は生まれ必ず死ぬということ。そこから外はずれるということは、生まれないし、死にもしない。『死んだ命を生き返らせる術』の究極の目的は、失うしなわれた命を理に──生きて死ぬというサイクルに引き戻すことだから、理から外れた術は、厳げん密みつに言えば失敗だ」

　エーヴェルトは目を見開いた。

「生まれないし、死にもしない？……まさか、奴やつは。だからあの姿……なのか？」

　ラディム＝アシェルが頷いて淡たん々たんとした口く調ちようで言った。

「そう。彼は老いもしないし死にもしない。おそらく頭を吹き飛ばされても、彼に施ほどこされたエドウィナの術がすぐに彼を元の状態に引き戻す」

　リードに切り取られたはずなのに、すぐに何もなかったように再生したアーネル＝エフィロットの腕。

　──そうか、だからあいつは平然としていたんだわ。再生するのが分かっていたから。

「なるほど、だから温室で腕が……」

　同じことを思い出したのか、リードがぼそっと呟つぶやく。ブラッドリーも同意した。

「ああ。あれもエドウィナの禁呪のせいだったんだな」

「なんということ……」

　リリアンがまるで祈いのるように胸の前で両手を組んだ。

　不意にブラッドリーが何かに気づいたように顔をあげてラディム＝アシェルに尋ねた。

「でも、エドウィナの事件が起こったのは八十年前だろう？　つまりあいつは八十年間もあの姿で生きてきたってことか？　年を取ることもなく、死ぬこともなく……」

「そしてこの先もずっとだよ、ブラッドリー。奴は死なないんじゃない。死ねないんだ」

「そんな……」

　リーフィアはエーヴェルトの腕の中で震えた。姿が変わらないことの辛さと孤独を、誰よりもリーフィアが知っている。兄には置いていかれ、弟や妹にも追い越され、独り取り残されるあの恐ろしさを。

　八年間は気が遠くなるほど長かった。それが八十年もの間ずっと続いて、この先も続いていくのだとしたら──それは絶ぜつ望ぼうでしかない。

　とうとう耐たえられなくなったのか、カティアが両手に顔を埋うずめて泣き出した。

「ああ、先生！　あなたは彼に何ということをしてしまったのです……！」

「おばあ様……」
















　システィーナが嗚お咽えつに震えるカティアの背中を慰なぐさめるように撫でる。

「……まぁ、エドウィナ自身も、自分の術が彼にこんな苦悩を与えるとは思わなかっただろう。過去あまたの魔法使いたちが研究したが、誰も成功しなかった魔法だ。何より彼女は、術の効果を確認する間もなく、禁呪を冒おかした罪つみをその命で贖あがなっている」

　ため息まじりのゼスト＝アシェルの言葉が全員に重くのしかかる。

　カティアの啜すすり泣きが響く中、部屋には沈ちん黙もくが広がった。誰も何も言わない。いや、言えなかったのだ。聞かされた壮そう絶ぜつな事実に誰もが言葉を失っていた。

　やがて嗚咽が途と絶だえ、ようやくカティアは顔をあげた。

「……ごめんなさい。まだ話の途中なのに取り乱して」

　涙を拭ぬぐいながら謝罪するカティアにゼスト＝アシェルが首を振る。

「いや、無理もなかろう」

　──いつの間にか夜の帳とばりが下りていた。

　腕の中で大人の姿から子どもの姿へと変化したリーフィアを、エーヴェルトは自分の膝ひざの上に抱き上げた。リーフィアはそれに大人おとなしく従したがい、身を委ゆだねる。今は彼のぬくもりがありがたかった。

「おばあ様」

　エーヴェルトが静かな口調で、穏おだやかな表情を取り戻したカティアに問いかけた。

「もう一つだけ、教えてください。アーネル＝エフィロットがリーフィアを狙ねらう理由に心当たりはありませんか？　エドウィナの面おも影かげを追いかける以外に、リーフィアにああもこだわるわけは何でしょう」

「……心当たりはあるわ」

　カティアはエーヴェルトの膝の上にいる子どもの姿のリーフィアに痛ましげな目を向け、それからエーヴェルトの顔に視線を戻した。

「城壁であの方が『エドウィナを取り戻す』と言ったのを覚えているかしら。あれを聞いた瞬しゆん間かんに分かりました」

　言葉を切り、ゆっくり瞬まばたきしてからカティアは意を決したように告つげた。




「あの方は、おそらく先生を──同じ禁呪を用もちいて、エドウィナ先生の魂たましいをリーフィアの身体からだに蘇よみがえらせるつもりなのです」


〈完〉
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　始めましての方も、再びの方もこんにちは。拙せつ作さくを手に取っていただき、ありがとうございます。富と樫がし聖せい夜やです。

　月つきの魔ま法ほうシリーズも三作目になりました。今回は起き承しよう転てん結けつでいえば転の部分にあたるため、始まり方も終わり方も前二作とは違うものとなっております。内容もリーフィアの兄妹きようだいが登場し、ドタバタが繰り広げられている裏では色々と話が動いています。主おもにシリアスな方向で。

　ネタバレになるので詳しくは言いませんが、この巻をお読みいただくと敵のロリコン魔法使いに関しては当初とだいぶ持たれる印象が変わっていると思います。コメディである本シリーズのシリアス部分をひとりで背せ負おっているのが彼です。ちなみに彼はとても真ま面じ目めなので、カミロの時も兵士の時も王おう太たい子し業もきっちり仕事はこなしていたりします。完璧に仕上がっている書類を前にエーヴェルトが複雑な表情をしていたとかなんとか。

　と、ここまであとがきを読むとヒーローであるエーヴェルトの影が薄いんじゃないかと思われそうですが、そんなことはありません。この巻でもちゃんと活躍しております。リーフィアのために決けつ闘とうまでしますし、彼女のお兄さんのリードとの関わりについてはかなり株が上がったのではないかと思います。ただ、彼には残念ですが、両思いになってもアーネルのことでしばらく棚上げ状態になりそうな……。

　次巻はいよいよ結の部分になります。アーネルがリーフィアを狙う目的も素す姓じようも今回の最後に明らかになり、エドウィナらしき《声》がしたり、ラディム＝アシェルの株をうばってしまいそうなゼストさんも登場して、一気に話が佳か境きようへと突入します。もう少しだけお付き合い下さい。




　最後に、担当様、今回もとても素敵なイラストを描いてくださった緒お花はな様、ありがとうございました。またまた担当様や各所に、ご迷惑と心配をおかけしまして……。毎回言っていますが、今回も担当様がいなかったらこの本は完成でさせることができなかったでしょう。本当にありがとうございました。




　それでは、いつかまたお目にかかれることを願って。


富樫聖夜










著

富樫聖夜

Seiya Togashi




３月27日生まれ。東京都在住。

最近あまりに本が増えて（おもに積み本）置き場もなく、また家の床が心配になったので、一大奮起してトランクルームを借りました。

が、忙しさのあまり本の整理や梱包ができず、まだ一度も利用していないという……。

この原稿が終わったら頑張って整理したいと思います！（床が抜ける前に！）










イラスト

緒花

Ohana




引っ越し荷物が片付かないまま３年目の東京の春を迎えそうです。
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デザイン／網野幹也（トウジュウロウ デザイン ファクトリー）












月つきの魔ま法ほうは恋こいを紡つむぐ




～過か保ほ護ごな愛あいは波は乱らんの予よ感かん！～








富と樫がし聖せい夜や
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